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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行




Contents









Case-00　打ち合わせが白熱することだってあるさ


Case-01　黒歴史はある意味ネタの宝庫


Case-02　編集者の振りにどう応えるかが腕の見せ所


Case-03　ネットは見るな。いいか、ネットは見るな


Case-04　売り上げの結果を聞くときは結構緊張する


Case-05　アニメ化とか本当はすごい難しいのよ


Final-Case　形はどうあれ何かの結果が残せるのって素敵だよね





あとがき






[image: ]









　蒼そう穹きゆう園えん中ちゆう央おう都とにある喫きつ茶さ店てんで。


「だぁーかぁーらぁー」


　サングラスをかけた少女が、苛いら立だたしげにテーブルを指で叩たたきながら、少し訛なまりの入った声を上げた。


「何度言えばわかるですか。このシーンは下手へたにギャグ入れずにシリアスに振ふちゃた方がいいですて！」


　言って、手にしていた原げん稿こうをテーブルに放ほうる。


　平日の昼過ぎで、比ひ較かく的てき客の数が少ないとはいえ、そんな大声を上げればいやが上にも注目を浴びてしまう。


　だが、少女に向かい合うように椅い子すに腰こし掛かけていた槙まき奈なは、そんな視線に構うことなく眉まゆ根ねを寄せた。


「だから言われた通りにしてるでしょ！　ギャグなんて欠片かけらも入れてないわよ!!」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁァ!?　どこですかー。シリアスなシーンはどぉーこーでぇーすーかー!?　それともアナタはこれシリアスのつもりなのですかー？　それの方がよーぽど深刻シリアス違ちがうですかー？」


「ぐっぬぬ……ッ！」


　槙奈は悔くやしげに奥おく歯ばを嚙かみ締しめると、机の上に広げられていた原稿にバン！　と手を突ついた。


「じゃあ一体どうしろってのよ！」


「だから真面まじ目めに書いてくれればそれでいいですて！」


「真面目に書いてるわよ！」


「どこがですか！　まず第一に、この〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルの……」


「こッ、固有名詞を出すなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　槙奈は顔を真まっ赤かに染めて叫さけびを上げた。背中と額に粘ねばっこい汗あせが噴ふき出し、全身に鳥とり肌はだが広がっていく。


「固有名詞出さずにどうやって話するですか！　ていうか言うにくいね〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェル！　どんだけ『ヴ』好きなのね！　この『ヴ』マニア！　略してヴァニア！」


「きゃーッ！　きゃぁぁぁぁぁぁぁッ!!」


　両耳をがっしと押おさえながら、絶ぜつ叫きようを上げる。


「あー、うるさい、うるさいね！　静かにするいいよ！」


　サングラスの少女が、鬱うつ陶とうしげに手を振りながら、手元に置いてあったノートを示す。


「とにかくまずはこれね！　そもそも〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉の設定そのものがギャグとしか思えないのね！　『幼い頃ころ両親を冥めい王おうに殺され、復しゅうをちかう。パワーは闇黒力ダークパワー。属性は闇やみ。性格は冷静沈ちん着ちやくだが熱いところもある。武器は巨きよ大だいな十じゆう字じ架か型のロザリオ・セイバー。必ひつ殺さつ技わざは闇黒力ダークパワーを剣けんに纏まとわせて放つ闇黒光龍閃ダークフエイザード（[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]＋Ｐ）』その他以下略！　小説の設定なのになんでコマンド入力まで書いてあるですかー？　もう格かく闘とうゲーム化まで見み越こしてたですかー？」


「わきゃぁぁぁぁぁッ！　やめてやめてやめてぇぇぇぇぇぇぇッ!!」


　髪かみをわっしゃわっしゃと搔かきむしりながら、槙奈はテーブルに頭をガンガン打ち付けた。


「ていうかこの設定集のイラスト何よ！　拙つたないのは仕方ないにしても、なんでいちいち言い訳がましく脚きやく注ちゆうが入てるね！　『闇黒の鎧ダークメイル（構造わかんない。汗汗）』とか『女め神がみが嫉しつ妬とするほどの美形（画力足んない。爆）』とか！　ンなのいちいち書かなくていいね！　ていうかそもそも『黒衣』なのに、なんで着てるのが衣ころもじゃなくて全身鎧なのね！」


「知らないわよ！　そんなん昔の私に言ってちょうだい!!」


「言えるわけないから今のアナタに言てるじゃないのね！　あーもう！　なんでこんなものを私の会社で出版しなきゃならないね！」


　少女が頭をわしわしとかきながら言う。


　その言葉に、槙奈は視線を尖とがらせた。


「そんなの私が聞きたいわよ！　なんで私が……その、あれ、それを」


「『ダークパラディン伝説』ね。自分の書いた小説のタイトルくらい覚えてるいいね」


「だから口に出さないでって言ってるでしょぉぉぉッ！　ああッ、鳥肌が！　鳥肌が！」


　槙奈は、背中をがりがり引っ搔いて叫びを上げた。





　作者と、編集者。


　双そう方ほうが微み塵じんも望んでいない本を出すことになったのは、数日前のことだった。
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「あの、どちらさまですか？」





「え────？」


　叔母おばである駆かる真まがそんなことを言うのを聞いて、鷹たか崎さき在あり紗さは呆ぼう然ぜんと血色の目を見開いた。


　背を覆おおい隠かくす純白の髪を微かすかに揺ゆらしながら、恐おそる恐おそる問いかける。


「ね、ねえさま……？」


　在紗の声が、自分に向けられたものと判断したのだろうか、


「私──ですか？」


　烏からすの濡ぬれ羽ばのごとき漆しつ黒こくの髪に、在紗と揃そろいの深しん紅くの瞳ひとみを持つ少女は、その端たん整せいな顔を不思議そうな表情にしながら、小さく首を傾かしげてきた。


「────っ」


　在紗は肩かたを震ふるわせた。全身に鳥肌が立つかのような感覚が、頭頂へと上っていく。


　駆真は、在紗の叔母は、こんな冗じよう談だんを言うような人ではない。だとしたら、これは──


「すみません。ここはどこですか……？　あなたたちは一体……」


　言って、駆真が首を動かし、鷹崎家のリビングを見回す。


　今ここには、四人の人間と一体のぬいぐるみが存在していた。


　在紗に、駆真。それと魔ま王おう。そして今し方突とつ然ぜん部屋に侵しん入にゆうしてきた槙まき奈なとアステナだ。


「え、何……成功、したの……？」


　と、駆真の傍かたわらにへたり込んでいた槙奈が、後頭部をかきながら、駆真の顔を怪け訝げんそうに見やった。


　ツーサイドアップに括くくられた髪に、強気そうな双そう眸ぼう。駆真の同どう僚りようの騎士である。


　朝。鷹崎家のリビングで在紗と駆真が会話をしていると、突とつ然ぜん槙奈が家に入ってきて、駆真の頭を殴なぐりつけ、そのまま二人でその場に倒たおれ込んだのだ。


「ま、マキナさん……！」


　それに駆かけ寄よるように、槙奈に次いで部屋に入ってきた金きん髪ぱつの少女──アステナが、その身に纏まとった時代錯さく誤ごなローブの裾すそを揺らしながら膝ひざを折る。


「ま、まずいですよ……！」


「何、一体どうしたってのよ。ま、まさか失敗しちゃったっての!?」


「いえ、失敗というか……成功しすぎたというか……」


　槙奈とアステナが、声をひそめるように言葉を交かわしながら、駆真の方を一いち瞥べつする。


　駆真はまたも不思議そうに小首を傾げるのみだった。


　在紗はごくんと唾だ液えきを飲み下すと、静かに口を開く。


「あの……ねえさまに何が起こったんですか……？」


　在紗がそう問うと、槙奈とアステナが、わかりやすく肩をビクッと震わせた。


「え、ええと……」


「その……、め、盟術を……ちょっと」


「盟術……？」


　アステナの言葉に、眉まゆを八の字に歪ゆがめながらそう呟つぶやく。


「……ふむ」


　と、そんな様子を横から眺ながめていた角付きのぬいぐるみ──魔王がそう呟き、ソファから飛び降りると、短い足を動かしながら駆真の方に寄っていった。


「な、なんですかこのぬいぐるみ……」


　駆真が、怪訝そうな声を上げる。


　しかし魔王は構わず、あごに手をあてながら難しげにうなった。


「見るに……限定的に記き憶おくを失わせる盟術──といったところか。だが組成が荒あらいうえ、最後の最後で倒れ込んだせいか、術式が乱れて効果範はん囲いの制限が外れている」


「……？　つまり、どういうことなんですか？」


　在紗が問うと、魔王は首を在紗の方に向けながら返してきた。


「有あり体ていに言うと、今勇者は、記き憶おく喪そう失しつに近い状態にある、ということだ」


「…………っ！」


　魔王の言葉を耳にした瞬しゆん間かん、在紗は心臓が飛とび跳はねるような勢いで収縮するのを感じた。


「記憶……喪失──」


　在紗は呆然とその言葉を復唱すると、駆真の目の前に膝を折って目線を合わせた。


　そのまま、じっと目を見つめる。


「ど、どうも……」


　と、少し気まずげに、駆真が弱々しく会え釈しやくをしてくる。


　その反応に、在紗は思わず胸むな元もとを押さえた。緊きん張ちようのためか狼ろう狽ばいのためか、心臓のあたりが痛くてたまらない。


　どうにかそれを無視して、小さく口を開く。


「ねえさま、私よ。在紗よ。覚えていないの？」


「え、ええと……ねえさまってことは、あなたは私の妹……なんですか？」


「……っ」


　困こん惑わくしたような駆真の声に、在紗は息を詰つまらせた。


　それきり、声が発せなくなる。


　あまりに突然すぎる出来事に、脳の処理能力が追いつかない。


　本当に、本当に駆真は、在紗のことを忘れてしまったというのだろうか。


　いや──それどころか、自分のことすらも覚えていない様子だ。


　あんな、たった一いつ瞬しゆんで。


　──肩から力が抜ぬける。両手がだらんと床ゆかに落ちた。


　そんな在紗の様子を見てか、脇わきで槙奈とアステナが何やら言葉を交わし始める。


「ちょ、ちょっと……どういうことよアステナ！」


「こ、言葉の通りです……！　術が暴走して、カルマ様の記憶を、消さなくていいところまで消しちゃったんですよ……！」


「……！　な、何よそれ。そんなことになるなんて聞いてないわよ!?」


「な……い、言ったじゃないですか！　一番初めに！〈忘失ロスト〉は精神に干かん渉しようする術だから制せい御ぎよが難しいって！」


「噓うそ、そんなの初耳よ！」


「い、言いましたよ！　マキナさんが、講こう釈しやくはいいから早く教えろって、聞く耳持たなかっただけじゃないですか！」


「あ、あの……」


　在紗が、小さく手を挙げながら、槙奈とアステナの会話に乱入する。と、二人は途と端たんにビクッと身体からだを揺らし、在紗の方に向いた。


　在紗は、そんな二人の反応に汗あせを垂らしながら言葉を続けた。


「もちろん、治せるんですよね……？」


「……っ、ど、どうなの、アステナ」


　在紗がちらと駆真を一瞥しながら言うと同時、槙奈がバッとアステナの方に視線を送る。


「え、ええっ!?」


　いきなり対応を任されたアステナは、数すう瞬しゆん目を丸くしてから、ごくんと唾液を飲み下して、浅く首しゆ肯こうした。


「わ、わかりました……やってみます」


　言って、アステナが「失礼します」と駆真の前に膝を折る。


「なんとかなりそうなの……？」


　槙奈が、眉まゆ根ねを寄せながら問う。アステナは緊張のためか頰ほおにひとすじ汗を垂らしながら唇くちびるを動かした。


「……断言はできません。ですが、そもそも〈忘失ロスト〉は、記憶を完全に消去する類たぐいの術ではなく、特定の記憶を意識から隔かく離りして、認にん識しきさせないようにするものなんです。……ですからどんなに暴走しようと、記憶が完全に失われるということはあり得ません」


　口元に手を置きながら、アステナが続ける。


「要は今のカルマ様は、記憶がいつもと違ちがうところにしまわれていて、見つけられていないだけなんです。それを繫つなげさえすれば──」


　そして目を伏ふせたかと思うと、何やら呪じゆ文もんのようなものを呟きながら、光を纏まとわせた指先で、空間に不思議な文様を描えがいていった。


「何を──」


　駆真が、おののいた様子で後ずさる。


「〈解析アナリシス〉」


　と、アステナの目の前に、魔ま法ほう陣じんのようなものが浮うかび上がった。


　これには見覚えがある。確か以前、薬の組成を調べるのに使用した解かい析せき盟術だ。


　しかしそれだけでは終わらない。アステナがまたも指先で方ほう陣じんを描いていく。


「動かないでくださいね。危ないですから」


「そ、そんなこと言われても……」


「マキナさん、押おさえててください」


「よしきた」


　アステナの言葉に、槙奈が駆真を羽は交がい締じめにする。


「ちょ、離はなしてください！　一体なんですか！　一体私に何をする気なんですかっ！」


「大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくないですよー。ちょっと頭の中いじくり回すだけですからねー」


「ぜ、全然大丈夫じゃないですよねそれ……ッ！　いやぁぁぁっ！　離してぇぇぇぇっ！」


　なんて、まるでいつもと立場が逆転したかのような会話を繰くり広ひろげながら、アステナが光を纏わせた両手を、駆真の側頭部に近づけていく。


　……気のせいだろうか、こんな状じよう況きようだというのに少し楽しそうに見えた。


「──〈侵入インベイシヨン〉」


　と、アステナが静かな声でそう唱えた瞬間、ぼんやりとした輝かがやきを放っていたアステナの指が、駆真の側頭部にずぶりと潜もぐり込んだ。


「ひ……っ」


　駆真が、涙なみだ目めになりながら息を詰まらせる。


「な、なななな何してるんですか……っ！　なんか頭の中がむず痒がゆ──」


　そこで、駆真の声が途と切ぎれる。


　見ると、駆真は白目を剝むいて、力なく口をぽかんと開けていた。


「あ、アステナさん……？」


「心配しないでください。少し眠ねむっていただいただけです。施せ術じゆつ中に暴れられると危険ですから」


　言って、アステナが視線を研とぎ澄すませる。在紗もつられて息を呑のんだ。こんなにも緊きん張ちよう感かんに溢あふれたアステナの顔は、あまり見たことがない。


　そしてしばしの間、リビングの中が沈ちん黙もくに包まれる。


　……どれくらい経たった頃ころだろうか、難しげに眉をひそめながら指先を微び細さいに動かしていたアステナが、小さく目を見開いた。


「──っ！　み、見つけました！」


「ほ、本当ですか？」


　在紗が問うと、アステナは少しだけほっとしたような声を発してくる。


「ええ、あとはこの記憶をカルマ様の意識に繫いであげれば──」


　が、次の瞬間。


「──とぉぉぉォォォうッ！」


　急にリビングの窓が開け放たれたかと思うと、そこからオレンジとシルバーという鮮あざやかに過ぎる髪かみをなびかせた、小こ柄がらな影かげが部屋の中に転がり込んできた。


　転がり込んできた、というのは何の比ひ喩ゆでもなかった。文字通り、身体を丸めてごろごろと床の上をローリングしてきたのである。


　そしてその影は勢いを殺せぬままアステナに衝しよう突とつすると、


「げふ……っ!?」


　その身体を踏ふみ潰つぶす格好でようやく停止した。


「いヤー！　どゥーもドぅーも。皆みなサンお揃イで！　何カあッタんでエスかア？」


　その小さな影はアステナの上で身を起こすと、リビングをきょろきょろと見回した。


　否いな──見回した、というのには語ご弊へいがあるかもしれない。


　何しろ、彼女の目は太い糸のようなものでしっかりと縫ぬいつけられていたのだから。


「オヤおや？　マぁスター、なんでそんなにだらンとシテるンでえスかア？」


「う──ウタッ……！」


　呆ぼう然ぜんと侵しん入にゆう者しや──ウタを眺めていた皆の中、最初に声を上げたのは駆真を押さえていた槙奈だった。


「おオ？　遊び人サン。どゥしたンでエスか？」


「どうしたじゃないわよ……ッ！　ちょっ、早くアステナを起こしなさい！」


「金きん髪ぱつサン？」


　そこでようやく、自分がアステナを踏みつけにしていることに気づいたらしい。


「オヤおや。金髪サンたラ、なんデこんナとコロで寝ねてラッしゃルんでしョ」


「あんたが踏みつぶしたんでしょが、あんたが！」


「なんト！」


　槙奈が叫さけぶと、ウタは慌あわてた様子で、倒たおれ伏していたアステナの身を起こした。


「す、スイませン金髪サン。ダイジョーブですカア？」


「は、はあ……なんとか……」


「そんなことはいいから！　アステナ！」


　槙奈に言われて、アステナがハッとした表情を作る。


　そう、アステナが吹ふき飛ばされたものだから、駆真が施術中のまま放置されてしまっていたのだ。


　と──生気の無かった駆真の目に、光が戻もどる。


　次いで、だらんと力なく垂れていた両手がぴくりと動いた。


「え──」


　それを感じ取ったのだろう、槙奈が拘こう束そくを緩ゆるめる。


「ね、ねえさま……ッ!?」


　在紗は、軽く前まえ屈かがみになって駆真に顔を近づけた。


　すると駆真は在紗の方に顔を向け──


「あー！」


　なんて、気の抜けた声を発しながら、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべてきた。


「え……？」


　次いで、駆真はその場に四つん這ばいになると、そのままよたよたと前に進み出した。


「だー、だぁー」


　そして何故なぜか魔ま王おうのもとに辿たどり着つくと、その身体をがっしりとホールドして、頭をぐにぐにといじくり始める。


「な……ッ、何をする勇者よ……ッ！」


「あー！　ばぁー！」


　魔王が叫ぶと、駆真は途と端たん嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。


　その様さまはまるで──


「あ、赤ちゃん……？」


　そうとしか思えなかった。在紗が呆然とした様子で声を発する。


　と、それと同時に、ウタの入ってきた窓の方から眠そうな声が響ひびいてきた。


「おー……どーした？　こんな時間から騒さわがしーな」


　在紗と同じ色の髪を適当に括くくった、ラフな格好の女性が、開けっ放しになっていた窓から顔を覗のぞかせている。


「！　かあさま！」


　在紗はそちらに顔を向け、その闖ちん入にゆう者しやの容よう貌ぼうを見取ると同時にそう言った。


　そう、彼女は隣りん家かに住む在紗の母・鷹崎冬ふゆ香かその人だった。


「ん、何かあったのか、在紗」


「え、ええと……」


　在紗は困ったように眉まゆを八の字にして、魔王をもてあそぶ駆真に視線を向けた。


「……ああ？」


　冬香もそれを追うように顔の向きを動かしてから怪け訝げんそうに眉をひそめる。


「なんだよ、ちょっと見ないうちに随ずい分ぶん仲良くなってやがんな」


「仲良くなった……のかなあ」


　よくわからない、というように頰をかく。


　実際、何が起こってしまったのか理解できていなかった。
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「アステナさん……ねえさまは一体どうしちゃったんですか……？」


　在紗が頰ほおをかきながらそう訊たずねると、アステナが微び妙みように視線を逸そらしつつ声を上げてきた。


「そ、その……施術中に〈侵入インベイシヨン〉を強制キャンセルされてしまったもので……つ、繫がりかけていたカルマ様の記き憶おくが、基き礎そ記憶ごと意識の奥おく底そこに隠かくれてしまいまして……」


「……基礎記憶？」


「は、はい……言語や一いつ般ぱん常識などです……。要は、カルマ様の記憶は、そのほとんどが初期化リセツトされてしまったということに……」


「…………」


　在紗は、目眩めまいのようなものを感じて額に手をあてた。


「だ、大丈夫か、在紗」


　冬香が、在紗を慮おもんぱかるように肩かたを支えてくる。


「ん……大丈夫よ、かあさま」


　在紗は弱々しくそう言うと、頭を軽く振ふってアステナに向き直った。


「……でも、さっきみたいに記憶を引っ張り出せば、ねえさまは元に戻るんですよね？」


「そ、それが……」


　在紗の言葉に、アステナは申し訳なさそうに肩をすぼめた。


「さっきから〈解析アナリシス〉で見てはいるんですが……カルマ様の記憶が見つからないんです」


「え──」


　在紗は震ふるえる声を発した。


　のどが張り付く。指先が痺しびれる。在紗を構成する骨子にヒビが入っていくかのような衝しよう撃げきが、全身を走り抜ぬける。


「それは……記憶が、消えてしまったってことですか……？」


「い、いえ！」


　アステナが、慌てたように両手を振ってくる。


「あ、あの盟術にそんな効果はありません！　あくまで意識のどこかに紛まぎれ込んでしまっただけです！　時間が経てば自然に治る場合もありますし、何らかのショックを与あたえることで治ち癒ゆすることも考えられます！」


「本当ですか？」


「え、ええ。……ただ、私の術ではそれが見つけられなくなってしまったんです……」


　アステナの言葉を聞いて、在紗はごくんと唾だ液えきを飲みこんだ。カラカラに渇かわいていたのどに水分が染しみ渡わたり、軽く痛む。


　しかしそう落ち込んでもいられなかった。『リサ』に狙ねらわれている以上、駆真を無防備な状態で放ほうっておくのは危険過ぎたのである。


　在紗は泣きそうな顔を作ると、なんとか駆真の手から逃のがれた魔王に視線を向ける。こういった事態を最も得え手てとしていそうなのは間ま違ちがいなく彼だった。


「魔王さん……どうにかなりませんか？」


　しかし魔王は、申し訳なさそうに首を横に振った。……ちなみに彼の耳や頭には、駆真にじゃれつかれたときの歯形がついている。


「すまぬが、恐おそらく不可能だ。確かに精神や意識を操作する術は得意とするところだが……私の力は、精神を崩ほう壊かいに追い込んだり、対象を傀かい儡らいとしたりする方面に特化したものなのだ。そういった繊せん細さいな作業はどうも苦手でな……」


「そんな……」


　在紗は助けを求めるように皆に視線を放った。


　だが──皆一様に難しげな顔を作る。


「お願いします。ねえさまを……ねえさまを助けてください」


　在紗はその場に手をつくと、床ゆかにつかんばかりに頭を深々と下げた。


　周りから、どよめきのようなものが聞こえる。


　と──


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　そんな狼ろう狽ばいに混じって、やけに呑のん気きな声が、在紗の耳に届いた。


　聞き覚えのある声。これは──


「天あま由ゆ良らさん……霊たま由ゆ良らさん……ッ！」


　脳がその声の主を認にん識しきすると同時、在紗は頭をバッと上げた。


　その予想の通り、在紗の目の前には、一いつ瞬しゆん前には存在していなかった双ふた子ごの少女が、ふよふよと浮ふ遊ゆうしていた。


「だー！　あー！」


　精神年ねん齢れいが赤ちゃんに戻ってしまった駆真が、無む邪じや気きに目を輝かがやかせ、宙に浮うく姉し妹まいに手を伸のばす。


「駆真さん？　あらあら、一体どうしてしまいましたの」


「うふふ、随分可愛かわいらしくなってしまわれて」


　煌きらびやかなドレスに身を包んだ天由良と霊由良は、左さ右ゆう対たい称しようの所作で駆真に手を伸ばすと、細い指先でその頰をぷにぷにとつついた。


「あぶぅー……きゃっ、きゃっ」


　駆真が、楽しそうに手足をばたつかせる。


「天由良さん、霊由良さん。助けてください……っ！」


　在紗が言うと、双子は同時に首を傾かしげた。


「何か事情がおありのご様子ですけれど」


「一体いかがいたしましたの？」


「実は──」


　在紗は、頭の中を整理しながら、順序立てて事情を説明していった。


　駆真が記憶を無くしてしまい、手だてがないこと。


　そして──時と空間を超こえて現れた別世界の在紗・リサが、駆真を狙っていることを。


「リサぁ……!?　なんだそりゃ、そんなのがいるってのか？」


　説明が終わって最初に声を上げたのは、地ち宮ぐう院いん姉妹ではなく、冬香だった。


　そういえば、駆真の件でごたごたしていたものだから、まだ彼女にはリサのことを話していなかったかもしれない。


「そうなの……だから、ねえさまをこの状態にしておくのはとっても危険なの」


　在紗が言うと、今度は双子が「ふむふむ」「なるほど」と首しゆ肯こうしてみせた。


「それは由ゆ々ゆしき事態ですわね」


「まさか他世界の神からこちらへの干かん渉しようがあるとは」


　言って、指をあごにあてる。


　在紗は二人の顔をジッと見つめてから、再び頭を下げた。


「お願いします。ねえさまの記憶を戻もどしてください」


　すると天由良と霊由良は、同時にふうむと息を吐はいた。


「別にそれくらいは構わないのですけれど」


「成功するかどうかはわかりませんでしてよ？」


「構いません、お願いします」


　どうせ八はつ方ぽう塞ふさがりだったのだ。在紗は微み塵じんの逡しゆん巡じゆんもなくうなずいた。


「とはいったものの」


「我々にはどうも」


「相あい性しようの悪い案件のようですし」


「久々にそれを使わせていただきましょうか」


　と、二人が歌劇の一幕のような所作で、カーペットに寝ね転ころがった駆真を指さした。


「え……？」


　在紗が首を傾げるのと同時に、双子が大おお仰ぎような手て振ぶりとともに次の言葉を紡つむぐ。


「来ませい」


「神器ヴェクサシオン」


　すると駆真の着ていた服のポケットが淡あわく発光し、そこから、手のひらに収まるくらいの大きさの多面体が飛び出てきた。


　金属のような、そうでないような、不思議な質感を持つそれは、ふよふよと空中を舞まったあと、地宮院姉妹の目の前で静止した。


「な、何よそれ。ていうかヴェクサシオンって……それ聖せい剣けんの名前じゃないの？」


　槙奈がその光景を目にして、怪訝そうな顔をする。双子はその様子を一いち瞥べつだけして、うふふと穏おだやかな笑えみを作った。


「これは神器ヴェクサシオン。万ばん能のうの願望成じよう就じゆ装置にして最悪の駄だ器き」


「使用者の願いを叶かなえる代わりに、嫌いやがらせにも近い代だい償しようを要求する悪たれ者ですわ」


　天由良と霊由良の説明に、槙奈がよくわからないといった顔をする。


「うふふ、まあ細かい説明はあとにしようではありませんの」


「まずは駆真さんの記憶を取り戻すのが先決なのでしょう？」


「欠損があるうえ、数日前に酷こく使しされたばかりで随分力は弱っていますけれど」


「これくらいの願いは叶えられますわよね？」


　二人はそう言うとヒビの入った多面体に手をかざしてから言葉を続けた。


「地宮院・天由良と」


「地宮院・霊由良が命じますわ」


「我らに」


「記憶を呼び起こす力を」


　言うと──ヴェクサシオンが目ま映ばゆい光を放ち、その姿を変容させていった。


　赤い円柱型のパーツに、黄色い柄えの付いたような道具である。というかそれは……


「……ピコハン？」


　その様子を見ていた槙奈が、頰をぴくつかせながらそんな声を出した。


　そう、彼女の言うとおり、双子の目の前に出現したのは、赤と黄色のプラスチックでできたハンマーのおもちゃ──俗ぞくに言うピコピコハンマーだった。


「あらあら」


「この形態には覚えがありますわね」


　双子が、楽しげに言う。


「確か──第五億四千九百二十八万とんで三十二形態」


「思い出小槌ぶちぬきメモリアルですわね」


「そ、それでどうするんですか……？」


　不安そうに在紗が言うと、天由良と霊由良が同時にぱしっとハンマーの柄を握にぎった。


「簡単ですわ。これで頭をポカンとやれば」


「昔むかし懐なつかしい思い出がふわっと蘇よみがえりますの」


「まあ、本来はそれでちょっとほんわかした気分に浸ひたるだけの形態なのですけれど」


「事情を聞くに、駆真さんは記き憶おくを思い出せないだけのご様子」


「ならばこの小槌で小こ突づくことで、思い出が思い起こされ」


「それに引っ張られて本来の記憶との道が繫つながれる可能性がありますわ」


「な、なるほど……」


　そのあまりに安やす普ぶ請しんな外見に不安を覚えないではなかったが──天由良・霊由良の不思議な力は身を以もつて体験済みである。在紗は納なつ得とくを示すように首を前に倒たおした。


「ただまあ、その前に」


「代償を支し払はらう必要がありますけれど」


「代償……？」


　在紗の声に、二人がうなずく。


「思い出小槌ぶちぬきメモリアルで、他者の思い出を呼び起こす条件は」


「確か、『自分も恥はずかしい思い出を一つ吐と露ろする』ですわね」


「は……？」


　在紗は、不思議そうに首をひねった。


　しかし二人はそんな動作を気にせず、ハンマーを握っていない方の手をあごにやると、ふうむと考えを巡めぐらせ始めた。


　そしてほどなくして、


「ずっと秘密にしていたのですけれど」


「実はわたくしたち、千年前」


「バブーンの際にフォリシエヌとアレイザを」


「パルパルでモチョロネモってしまいましたの……」


　そう言って、ほんのりと頰ほおを赤らめた。


「いやーん」


「恥ずかしいですわ」


「……いや、意味わかんないんだけど……」


　槙奈が、半眼を作り汗あせを垂らしながら頰をかく。確かに、よくわからなかった。


　しかし神器の基準には合格したらしい。ピコピコハンマーが、淡い輝きを放ち始める。


「さてさて」


「ではでは」


　双子はそう言って駆真の方に向くと、おもむろにその頭部にハンマーを振ふり下ろした。


　ピコっ！　という軽快な音が鳴り、駆真がキョトンとした顔をする。


　だがすぐに、


「だぁぁ、キャッ、キャッ！」


　駆真が手をわきわき動かしながら、楽しそうに笑え顔がおを作った。


「天由良さん、霊由良さん……？」


　在紗は、不安そうに眉まゆを八の字にしながら双子に視線を送ってみた。少なくとも、駆真に変化のようなものは見られない。


「あらあら？」


「おかしいですわね」


　双子は同時に首をひねると、もう一度駆真の頭をピコっと叩たたいた。


「あー、だっ！」


　駆真が、ピコピコハンマーに触さわろうとしてか、手を伸ばしながら笑う。


　やはり、記憶が戻ったようには見受けられない。


「ど、どうですか……？」


　恐おそる恐おそる在紗が訊きいてみると、天由良と霊由良は寸すん分ぶん違たがわぬ所作で頰に指を置いた。


「んん、どうしたのでしょう」


「きちんと力は発揮されているはずなのですけれど」


　と、二人が再び小首を傾げると、その横から冬香が怪け訝げんそうな視線を向けた。


「……つかそもそも、ホントにそんなん効果あんのか？」


「か、かあさま……」


　だが姉妹はさしてムッとした顔も見せずにそちらに向くと、百聞は一見に如しかずとばかりに、冬香の頭をハンマーでピコっ！　と叩いた。


「てッ、いきなり何しやが──」


　と、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせかけた冬香だったが、言葉の途と中ちゆうで、急に無言になった。


「かあさま……？」


　在紗が声をかけると同時、冬香の目からぶわっと涙なみだが溢あふれる。


「──っ!?　ど、どうしたの、かあさま」


　在紗が狼狽うろたえていると、冬香がずずっと洟はなをすする仕草をしてから、涙に濡ぬれた声を響ひびかせてきた。


「いや……なんか急によ、頭ん中にシュウの顔が浮うかんできてよ……」


　言って、目と鼻を手でぐしゃぐしゃと擦こする。


「そう……そうなんだよう、あのどきシュウがよう、あだじに……結げつ婚ごんじようっで言っでぐれでよう……、あだじ、ずげぇ嬉じぐでよぅ……」


　そんな冬香の様子に、地宮院姉し妹まいは穏やかに笑ってみせた。


「うふふ、素す敵てきな思い出をお持ちですのね」


「でも、これではっきりしましたわ。やはり、ヴェクサシオンの力は作用していますわね」


　双ふた子ごはううむとうなり声を上げた。


「どうやら、予想以上に深層まで記憶が埋うもれてしまっておられるようですわね」


「これはわたくしたちでも難しいですわ」


「そ、そんな」


　最後の希望とも言うべき双子の言葉に、在紗は今にも泣いてしまいそうな顔を作った。


　しかし天由良と霊由良はそれを止めるように、ハンマーを握っていない方の手をそれぞれ前にかざしてきた。


「しかしながら、それはあくまでもわたくしたちの場合ですの」


「まだ万ばん策さくが尽つきたわけではありませんわ」


「え──？」


　在紗が目を丸くすると、姉妹はリビングに並んだメンバーを順に見回した。


「在紗さん、一つお訊きしますけれど」


「最初に駆真さんの記憶をなくした方はどなたですの？」


「え？　あ、ええと……」


　言われて、在紗は視線を動かしていった。


　事態が二転三転して現在のような状態になってしまったのではあるが、確か最初は──


「あ、あたし!?」


　在紗の視線を浴びた槙奈は、自分を指さしながら声を上げた。


　アステナと魔ま王おうが、それを肯こう定ていするようにうなずく。


「ふむ、あなたですの？」


「確か、鳶とび一いち槙奈さんでしたわね？」


「そ、そうだけど……何だってのよ一体」


　槙奈が、得体の知れないものを見るような眼まな差ざしで双子を見つめながら言う。


　しかし天由良と霊由良は構わず、まるで踊おどるかのような動作で槙奈の方に手を伸のばした。


「わたくしたちでも駄だ目めとなると、他ほかの神がこの神器を使ったところで、恐らく結果は変わりませんわ」


「けれど、駆真さんの記憶を失わせた本人がこれを用いるとなれば話は別ですの」


「ど、どういうことよ……？」


　訝いぶかしげに槙奈が言うと、双子は当然とばかりに首しゆ肯こうした。


「駆真さんの記憶が正常に意識と連結していたとき、最後に触ふれていたのがあなたなのでしょう？」


「それはつまり、駆真さんの記憶配置の理想状態を最後に観測したのが、あなたということになりますもの」


　槙奈はよくわからないといった顔で頰をかいたが、自分がハンマーで駆真を叩けばいいということだけは理解したのだろう、小さく腰こしを浮かせて双子に手を伸ばした。


「んじゃ貸しなさいよ。要はそれで鷹崎の頭殴なぐればいいんでしょ？」


「ええ、そういうことですわ」


「ですけれど──」


　天由良と霊由良は、槙奈の言葉に肯定を示しながらも、小さく首を横に振った。


「仮にもこれは神器」


「原則、神の名を持たない者には扱あつかうことができませんわ」


「……神……」


　槙奈が辟へき易えきしたように半眼を作る。


「ええ。二十四位までの神が持つ試しの宮、永久とこしえの迷めい宮きゆうを越こえた者のみに与あたえられる」


「超ちよう越えつ領域に足を踏ふみ入れる権利を与えられし者の称しよう号ごうですわ」


「…………」


　槙奈が、頰に汗をひとすじ垂らしながら在紗に視線を向けてくる。


　それは、「神の称号なんて持ってないよ、どうしよう！」というより、「この子たち何言ってんの？　イタい子なの？」というような表情だった。


　確かにいきなり『神』なんて言われても実感は伴ともなわないかもしれない。


　だが在紗は小さく首を倒した。少なくともこの二人は、『神』と呼ぶに相応ふさわしい異能を持ち合わせている。


　槙奈は在紗の反応を見てか、後頭部をかきながら言葉を継ついだ。


「あー……まあ、その神様ってのがいるとして、よ。それじゃ意味ないんじゃないの？　私が使わないといけないのに、私には使えないって、どんだけ無茶なハナシよ」


　槙奈の言うことも道理であった。ひどいパラドックスだ。結局どうしようもない。


　だが地宮院姉妹は、そんな反応が意外とでもいうように、不思議そうに目を丸くした。


「何をおっしゃっておられますの？」


「そんなもの、槙奈さんが神になればいいだけの話ではありませんの」


「…………は？」


　双子の言葉に、槙奈が盛せい大だいに眉をひそめて返す。


「いやあの、悪いんだけど、私宗教は間に合ってるから……」


「──槙奈さん」


　槙奈の言葉を遮さえぎるように、在紗は言った。


　槙奈は少し不満そうな様子だったが、とりあえずむうとへの字口を作ると、双子に続きを促うながすようにあごをしゃくった。


　天由良と霊由良はそんな光景さえ面おも白しろそうに眺ながめるようにしてから、言葉を続けてくる。


「幸い、ここには神階第三位であるわたくしたち地宮院がおりましてよ」


「今回は特別ですわ。ここに迷宮への入り口を開いてさしあげましょう」


　言って、今度は在紗に「いかが」「ですの？」と問うてくる。


　在紗としては是ぜ非ひもない──のだが、こればかりは在紗だけでは決められない。懇こん願がんのような眼差しを以もつて、槙奈に視線を送る。


「う……ッ」


　槙奈は居い心ごこ地ち悪そうにうめくと、在紗から目を逸そらした。


「わ、わかったわよ！　神だかなんだか知らないけど、行けばいいんでしょ、行けば！」


　槙奈が言うと、地宮院姉妹が満足げにうなずいた。


「ではでは」


「扉とびらを開きますわよ」


　そして先ほどハンマーを出したときのように、パンと手を合わせる。


　すると、虚こ空くうに小さな光の線が生まれ──そこから、大きな四角い穴が現れた。


　中は薄うす暗ぐらく、ほとんど窺うかがい知しることができない。どこかひんやりとした空気が、リビングの中に入り込んでくるのみだった。


「さあさ、こちらですわ」


「この迷宮を無事抜ぬけたとき、あなたは神の称号を得ることになりましてよ」


「まあ、どうしても無む理りそうと判断したなら」


「わたくしたちが助け出してさしあげますわ」


　姉妹が、くるりと手を回し、迷宮の入り口を示す。


　槙奈はいきなりのことに目を丸くしていたが、すぐ気合いを入れるためにか頰ほおを張った。


「仕方ない。んじゃ行ってくるわ」


「はい……頑がん張ばってください」


　在紗は、きゅっと拳こぶしを握にぎりながら、小さくうなずいた。周りにいた面々も、それに続くように口々に激げき励れいの言葉を飛ばす。……まあ、皆みな今ひとつ神の迷宮云うん々ぬんのことをよく理解してはいないようであったけれど。


　と、槙奈が立ち上がり、迷宮に足を踏み入れようとしたところで、双子が思い出したように声を上げた。


「ああ、ちなみに、ですけれど」


「この迷宮を今までで一番早く突とつ破ぱしたのは、そこの駆真さんでしてよ」


「……へえ」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、槙奈の顔が引ひき締しまった。


「神の迷宮だか何だか知らないけど、それを聞いたら黙だまってらんないわね。見てなさい。鷹崎より早くクリアしてあげるんだから」


「うふふ」


「頑張ってくださいまし」


　姉妹の声を背に、槙奈は、薄暗い迷宮の中に入っていった。








　──三十分後。


「……ぉぅッ、……ぉぅ……っ」


　鷹崎家のリビングには、体育座ずわりの姿勢を作って顔を膝ひざに埋うずめながら、時折オットセイのような嗚お咽えつを漏もらす槙奈がいた。


　つい三十分前までとはまるで別人。顔はげっそりとし、身体からだの周囲にどんよりとした負のオーラが漂ただよっている。


「……槙奈さん」


「……駄目でしたね」


「……デスねエ」


「……情けない」


「……早っ」


　在紗、アステナ、ウタ、魔王、冬香の順で、嘆たん息そくとともに声を漏らす。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　地宮院姉し妹まいが、困ったように、しかしどこか楽しげに首を揺ゆらした。


「まさか第一の試練で脱だつ落らくされてしまうとは思いませんでしたわ」


「よほどあの幻げん影えいに深い心的外傷トラウマを持っておられたのですわね」


「幻影……？」


　在紗が聞くと、姉妹は「ええ」「ええ」とうなずいた。


「永久の迷宮は心の試練」


「神の力は精神の力ですわ」


「ゆえに神に相応しい精神を持っているかを試すために、永久の迷宮は挑ちよう戦せん者しやの心を容よう赦しやなく折るような幻まぼろしを出現させますの」


「その幻に打ち勝った者にのみ、神の名が与えられるのですわ」


　言って、天由良と霊由良はふよふよと浮ふ遊ゆうすると、抜ぬけ殻がらのようになった槙奈の目の前まで飛んでいった。


「しかし、これは困ったことになりましたわね」


「ふうむ、どうしたものでしょう」


　槙奈は未いまだ顔をうつむかせている。在紗は深くため息を吐ついた。


　人には誰だれしも、思い出したくない過去や心の傷があるものである。それで槙奈を非難するつもりはないのだが──焦しよう燥そうはぬぐい去れそうになかった。


　だって、ついにこれで、文字通り駆真を元に戻もどす策が尽つきてしまったのだ。


「ねえさま……」


　そう言って視線を落とし、カーペットの上で仰あお向むけに寝ね転ころがった駆真に手を伸ばす。


「ぁぶぶう、だーっ」


　すると駆真は、その手にじゃれつくように身をよじらせてきた。


　十七の身体にはまるで似つかわしくない動作。確かに可愛かわいらしくはあるのだけれど──


　と。


　ピンポ────ン、と、聞き慣れた呼よび鈴りんが家の中に響ひびき渡わたった。


「……っ」


　急なことに少し息を詰つまらせてから、小さく首を動かす。


　こんなときに迷めい惑わくな来客と思わないでもなかったが、居い留る守すを使うわけにもいかない。


　在紗はその場から立ち上がると、廊ろう下かに出て玄げん関かんのドアを開けた。


「はい、どちら様で──」


　そして、その来客の姿を見て、一いつ瞬しゆん言葉を止める。


　夏場とは思えない黒ずくめの装よそおいをした少女と、三つ編みを首に巻いた略式礼服の少女。


　在紗の友達である草くさ薙なぎ沈しず音ねと、その従者の魔ま人じん・オトである。


「沈音ちゃんに、オトさん……？」


「……どうも、おはようございます」


　在紗が名を呼ぶと、沈音が立りつ派ぱな隈くまに縁ふち取どられた目をしばたたかせるようにしてから、軽くうつむかせていた面おもてを上げてきた。


「ん、おはよう。遊びにきてくれたの？」


「……いえ、今日は、在紗のお母様にお話がありまして」


「かあさまに？」


　予想外の答えに、在紗は目を丸くした。


「……はい。冬香さんはおられますか？」


　在紗はちらと家の中を一いち瞥べつしてから小さくうなずいた。


　だが、そこでふと疑問が頭を過ぎる。


「あれ……？　沈音ちゃん、なんでかあさまがうちにいるって知ってるの？」


　冬香が住んでいるのは鷹崎家の隣家である。在紗は軽く首を傾げた。


「……ああ、それはカメラで──」


「カメラ？」


「……ッ！　い、いえ、先に冬香さんのお宅を訪ねたのですが、ご在宅でないようでしたので、こちらかと」


「あ、そっか。そうだよね」


　在紗がうなずきながらそう言うと、沈音は何故かホッとしたような顔を作った。


　駆真が大変な状態であるのは確かだが、わざわざ訪ねてきてくれた二人を追い返すのは悪かったし、もしかしたら力になってくれるかもしれない。在紗は二人を招き入れた。


「ん、こっちよ、沈音ちゃん。オトさんもどうぞ」


「……お邪じや魔まします」


「ありがとうね、在紗ちゃん」


　沈音とオトはそう言うと、綺き麗れいに靴くつを揃そろえてから、在紗のあとについてきた。


「……ん？　あれ、おめーらまた来たのか？　騎き士し団長様ってのは随ずい分ぶん暇ひまなんだな」


「おオ？　オトじゃナイでエスかア」


　リビングに入るなり、冬香とウタが、それぞれ反応を示してくる。


「ん……かあさま、沈音ちゃんがかあさまにお話があるって言ってるんだけど……」


「あ？　あたしに？」


　冬香が片かた眉まゆを跳はね上げ、床ゆかにあぐらをかいたまま、沈音の方に身体を向ける。


「何の用だってんだ、嬢じようちゃん」


　沈音もそれに反応するように、冬香に向かって足を一歩踏ふみ出した。


「……ゆっくりとですが、昨晩から古来種の空獣エアが、まるで誰かに指示を出されているかのように、中ちゆう央おう都と上空に集まりつつあります。──あなたの仕し業わざですか？」


　沈音が発したその言葉に、在紗は身を強こわばらせた。


　反して、冬香は「ああ？」と怪け訝げんそうな顔を作る。


「知らねーよ。あたしは何も命令しちゃいねー」


「……オト？」


　冬香が答えると、沈音は背後に立っていたオトに目配せした。


　オトが、小さく首を縦に振ふる。


「心しん拍ぱく、発はつ汗かん、その他異常は見られません。どうやら本当のようですね」


「……そう」


　沈音は一瞬目を伏ふせると、冬香に向かって深々と頭を下げた。


「……疑ってしまって申し訳ありません。こちらの早とちりだったようです」


　そんな沈音に、冬香がひらひらと手を振る。


「構やしねーよ。こっちだって疑われても仕方ねーような経歴と身体してんだし」


　言って、肩かたをすくめてみせる。


　と、オトが沈音の肩をとんとん、と叩たたいた。


「……何、どうしたのよ」


「いえ、彼女には変化が見られなかったのですが──一人、お嬢様の言葉を聞いてあからさまに心拍が激しくなった子がいまして」


「……？　誰？」


　沈音が首を傾かしげると、オトは顔を在紗の方に向けてきた。


「……っ」


　息を詰まらせる。


　確かに、在紗は沈音の言葉を聞いてから、動どう悸きが激しくなっていたのである。


　何故なぜなら──空獣エアの〈女王〉たる冬香以外に、古来種の空獣エアに命令を出すことができる人物に、一人心当たりがあったのだから。


「……在紗？　何か、知っているのですか？」


「ん……うん」


　在紗は小さくうなずくと、天由良・霊由良に話したように、リサの存在、それと駆真の現状を簡単に説明した。


「……なるほど、そんな状じよう況きようになっていようとは……」


　沈音があごに手を置き、難しげにうなる。


　と、オトが槙奈の方に顔をやって苦く笑しようした。


「で、槙奈はその神様の迷めい宮きゆうっていうのに挑戦して、心を折られてきちゃったわけね」


「まあ」


「そういうことですわね」


　オトの言葉に、地宮院姉妹がうなずく。


「ふうん……一体どんな幻影を見たのかしらね。ちょっと気になるかも」


「あらあら」


「なら、御ご覧らんになられます？」


「え？　見られるの？」


「ええ」


「もちろんですわ」


　言うと、天由良と霊由良は握にぎっていたピコピコハンマーから手を離はなした。しかしそれは地に落ちず、まるで天てん駆く機関のように宙にとどまり続ける。


　それから二人は空いた手を掲かかげ、パン、と打ち鳴らした。瞬間、何もなかった空間に、ぼんやりと映像が浮うかび上がる。


　石いし壁かべで構築された薄うす暗ぐらい道を、槙奈が一人で走っていた。


「これは？」


「先ほど、槙奈さんが」


「迷宮に挑戦したときの映像ですわ」


　双ふた子ごがそう言った瞬しゆん間かん、映像の中の槙奈の前に、不思議な光景が広がった。


　周りは薄暗い迷宮なのに、そこだけが学校の教室のようになっているのだ。恐おそらく、これが迷宮の幻影というやつだろう。


『な、何よこれ……』


　映像の中の槙奈が、警けい戒かいに満ちた声を発する。


　だがすぐに、その表情を戦せん慄りつに染めた。


『これ……私が中学生のときの……？』


　教室は休み時間のようだった。何人もの生徒たちが、友達と話したり次の授業の準備をしたりしている。


　と、一番隅すみの席に座すわっていた女の子に目を向けて、槙奈がさらに表情を強ばらせる。


『わ、私……？』


　黒くろ髪かみを引っ詰めにして、分厚い眼鏡めがねをかけた女の子に向かって、槙奈が声を上げる。


「あれが槙奈なの？」


　オトが、小さく首を傾げながら言った。


　実際オトの疑問もわからなくはない。今の槙奈とは随ずい分ぶん印象が異なっていた。


　と、幻げん影えいの槙奈が不意に席を立つ。


　その拍ひよう子しに机ががたんと揺ゆれ、中から一冊のノートが床に落ちた。


『あ？　なんか落ちたぞ排水溝』


　と、隣となりの席の男子生徒が、それを拾い上げる。


『……って、なんだこれ。ダークパラディン伝説・設定資料集……？』


『……！　か、返して……！』


　幻影の槙奈が慌あわてて手を伸のばすも、男子生徒はひらりと手を上げ、それを避さけた。


　ノートを開いてその中身に目を這はわせていく。


　そして──


『……ぎゃははははははッ！　なんだこれ、おまえが書いたのか、排水溝！』


『……っ！』


　幻影の槙奈が顔を真まっ青さおにする。


　彼女と男子生徒の周りには、その大声に誘さそわれた人ひと垣がきができていた。


　そんな中で、男子生徒がノートの内容を音読していく。


『〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェル……伝説の闇黒力ダークパワーの使い手……ぷッ、必ひつ殺さつ技わざが──』


「──ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」


　急に大声を上げたのは、リビングの隅で体育座ずわりをしていた槙奈だった。


　バッと立ち上がり、皆から映像を覆おおい隠かくすように両手を広げて立ちふさがる。


「きゃー！　きゃぁぁぁぁぁッ！　やめて見ないで聞かないでぇぇぇぇぇっ！」


「落ち着きなさい」


　そんな槙奈の首筋に、オトの鋭するどいチョップが入る。


「はうっ」


　槙奈が、綺麗にその場にくずおれた。


　と、それとほぼ同時に、虚こ空くうに映し出されていた映像がかき消える。


「──とまあ、こんな具合ですわ」


「昔、密ひそかに書きためていたオリジナル小説の設定を晒さらされてしまったようですわね」


「は、はあ……」


　在紗は、額に汗あせを滲にじませながらそう言った。


　確かに気の毒とは思うが、そこまで嫌いやなことなのだろうか。あまりそういったことをしたことのない在紗には、よくわからなかった。


　と──その瞬間。


「あら？」


「あら？」


　双子が、不意に声を上げる。


　彼女たちの前に浮ふ遊ゆうしていたピコピコハンマーが、ぴかぴかと明めい滅めつし始めたのである。


「ど、どうしたんですか、それ」


　在紗が言うと、双子はハンマーに向かって耳を澄すますような動作をしてから答えてきた。


「ふむ、どうやら、今の映像と槙奈さんのリアクションを見て」


「ヴェクサシオンがものっすごく喜んだようですわね」


「そ、そうなんですか……」


「ええ。数ある神器の中でも最もひねくれ者で」


「人の嫌がる姿を見るのが何よりも好きな神器なもので」


　やれやれ、と双子が肩をすくめる。


　しかし天由良と霊由良は、すぐにその表情を、興味深げなものに変化させた。


　まるでハンマーと会話をしているかのように、小さく相づちを打ちながら二、三言葉を発する。──そして。


「──あらあらあら」


「──あらあらあら」


　少し驚おどろいた顔をして、槙奈の方に目をやった。


「どうかしたんですか？」


「ええ」


「朗報ですわ」


　言って、二人が笑えみを浮かべる。


「どうやらヴェクサシオンは槙奈さんを大層気に入った様子」


「特別に、人の身でも一度だけ力を貸してもよいとのことですわ」


「……！　ほ、本当ですか!?」


　在紗は目を見開き、叫さけびにも近い声を上げた。


「ええ。ただし」


「条件がございますわ」


「条件……ってあの、自分の恥はずかしい過去を言わなきゃいけないっていう……」


　在紗が言うと、双子は小さくうなずいてから槙奈を指さした。


「まあ、とりあえず」


「槙奈さんを起こしてくださいまし」


「は、はい……っ」


　在紗は即そく座ざに膝ひざを折ると、だらしなく床ゆかに突つっ伏ぷした槙奈の肩を揺すった。


「槙奈さん！　起きてください！」


　だが槙奈は完全に白目を剝むいており、目覚める気配がない。


　と、オトが在紗の肩を叩いた。


「在紗ちゃん、ちょっと貸して」


　言うとオトは槙奈の肩をむんずと摑つかみ、強ごう引いんに立ち上がらせると、ビビビビビビ！　とその頰ほおに往復ビンタを見み舞まった。


「──ったぁッ!?」


　そのあまりの衝しよう撃げきに、槙奈が目を覚ます。


「な、何すんのよ……っ！　て──か、閣下!?」


「ハイ、槙奈」


「え、な、なんで閣下が……？　ていうか私一体……なんでこんなにほっぺ痛いの……？」


　混乱した様子で、槙奈があたりを見回すように首を動かす。


「うふふ、起きられましたわね」


「それでは、条件を伝えますわ」


「は……？」


　声を発した双子に、意味がわからないといった顔を向ける槙奈。


「槙奈さん」


　在紗は槙奈の名を呼ぶと、神器が一度だけ力を貸してくれる旨むねを説明した。


「……ふうん、で、条件ってのは？」


　槙奈が頰をさすりながら、改めて地宮院姉し妹まいの方に目を向ける。


「ええ、ヴェクサシオンが力を貸す条件、それは──」


「槙奈さんが中学時代に書いていた小説を、皆さんに読ませること、ですわ」


　と。


　双子の言葉に一いつ瞬しゆん、空気が凍こおり付いたあと。


「──────は」


　槙奈が、眼球が眼がん窩かから飛び出てしまうのではないかと思えるほどに目を見開いた。


「はあああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」


　凄すさまじい絶ぜつ叫きようとともに、槙奈がダン！　と床を踏ふみしめる。


「ざ、ざざざざっけんじゃないわよ……ッ!?　な、ななななななななななななんでそんなこと私がむごッ」


　叫びの途と中ちゆうで、オトが槙奈の口をふさぐ。


　在紗はそんな光景に汗を浮かべながらも、双子に視線を向けた。


「え、ええと──私たちが槙奈さんのお話を読めばいいんですか？」


　しかし天由良と霊由良は「いいえ」「少し違ちがいますわ」と首を振ふった。


「え……？　じゃあどういう……」


　在紗が言うと、双ふた子ごは人差し指をピンと立てた。


「ヴェクサシオンの条件は」


「最低、十万人ですわ」


「じ、十万人……!?」


　双子の言葉に、在紗は驚きよう愕がくの声を上げた。


　はっきり言って、滅め茶ちや苦く茶ちやな数である。実現可能とは到とう底てい思えない。


　だが在紗より驚いているのは間ま違ちがいなく槙奈だった。口と首元をオトに拘こう束そくされながらも、双子に摑みかかろうとしてか、手をばたばたと動かしている。


「そんな……じゃあ結局──」


　と、在紗が言いかけたところで。


「……いえ」


　沈音が、それを遮さえぎった。


「え……？」


「……不可能ではありません。──そうよね、オト」


　沈音の声に、オトが大おお仰ぎようにうなずいた。


「ええ。もちろんです、お嬢じよう様さま」


「沈音ちゃん？　オトさん？」


　在紗が不思議そうに言うと、沈音がはしっ、と手を取ってきた。


「……任せてください、在紗。私が、オトが、必ずなんとかしてみせます。絶対、在紗を悲しませたりなんかしません」


「沈音ちゃん……！」


　在紗は感かん極きわまって、沈音の手をぎゅっと握にぎり返した。


「────！──────ッ！」


　その横で、槙奈が、声にならない悲鳴を上げる。


　当事者の意思をまるで考えない方針が決定しそうだった。
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「──来た」


　蒼そう穹きゆう園えんの空の、彼方かなたの彼方。


　無数の空獣エアが跋ばつ扈こする危険領域で、少女は静かに桜色の唇くちびるを薄うすい笑みの形にした。


　うなじのあたりで一つに束ねられた髪かみは、その肌はだと同じく純白。右目は革かわ製せいの眼帯に覆われているものの、空気に触ふれている左目は、血のように赤かった。


　鷹たか崎さき在あり紗さとまったく同じ身体的特とく徴ちようを持つ少女──まあ、それも当然だ。


　理由は至し極ごく単純。彼女もまた、鷹崎在紗であるのだから。


「────」


　少女──リサは、ひゅうッ、と指笛を吹ふいた。


　瞬しゆん間かん、リサの周りにじゃれつくように浮遊していた幾いく体たいもの空獣エアが、色めき立つように翼つばさを羽ばたかせる。


　その数、およそ千。


　空獣エア群としては中程度の規模であるが──この群れは、通常の空獣エア群とは少々毛色が違っていた。


　集まった空獣エアは全すべて、千年前からの血脈を正統に繫つないできた古来種。


　しかも全ての空獣エアの体表に、血のように赤く輝かがやく文様のようなものが見て取れた。


　空獣エアの力を何倍にも強化する、リサの、鷹崎在紗の〈女王〉としての固有魔ま力りよく。


　今この群れは、万を超こえる大群ですらものともしない最強最悪の軍勢と化していた。


　それに加え──


「さて、と」


　リサは、上空からゆっくりと近づいてくる影かげに視線を向けた。


　巨きよ大だいな、灰色の塊かたまり。


　空獣エアの死し骸がいで構築された、通つう称しよう〈城しろ〉と呼ばれる空獣エアたちの巣だった。


　だが、一いつ般ぱん的に〈城〉と呼ばれるものとは少し様子が違う。


　通常〈城〉の周囲には、大小様々な無数の空獣エアが浮ふ遊ゆうしているものだが、この〈城〉の周りには、ほとんど空獣エアが見受けられない。


　だが、それでいい。リサは背に生えた無機的な翼で空くうを打つと、凄まじい加速で以もつてその〈城〉に肉にく薄はくしていき、その下部に開いた内部への入り口に降り立った。


　そのまま、〈城〉の中へと入っていく。と──


「──お久しゅうございます、〈女王〉」


〈城〉のエントランスに跪ひざまずいていた何人もの人間のうちの一人が、そんな声を発した。


　否いな──人間というには無む理りがあるだろう。


　何しろそこに居並んだ者たちは、背に羽、頭部に角、臀でん部ぶに尾おを有していたのだから。


　特とく殊しゆ小型種・ディアブロ級。


　異世界の魔ま族ぞくの血統を色いろ濃こく残す、ヒトの形をした空獣エアたちである。


「急な呼びつけゆえ驚きました。一体──」


　と、先頭で声を発していた男が、顔を上げると同時、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


「フューゼシカ様では、ない……？」


　その声に、他ほかのディアブロ級たちもバッと顔を上げた。


「な──」


「本当だ……」


「だが、あれは確かに〈女王〉の──」


　リサはそんな様子を楽しげに眺ながめると、悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみしながら唇を開いた。


「私は鷹崎在紗。──あなたたちの、新たな主あるじよ」


「何だと……？」


　空獣エアの皮ひ膚ふを丁てい寧ねいに鞣なめして縫ほう製せいしたと思おぼしき灰色の衣ころもを翻ひるがえしながら、男が立ち上がる。


「ふざけるな。貴き様さまは何者だ。何故なぜ〈女王〉の呼び笛を知って──」


「いいから、従いなさい」


　リサが言った瞬間、突とつ然ぜん男の身がくずおれ、再び跪く格好になった。


「な──」


　男が狼ろう狽ばいの声を上げるが、リサは別段驚おどろきもしなかった。


　だって、古来種の空獣エアは、皆みなそういう風にできているのだから。


「血に肉に刻まれた戒かい律りつ。──あなたたちは〈女王〉には逆らえない。そうでしょう？」


　リサが微笑ほほえみながら言うと、周りに跪いていた空獣エアたちが顔に動どう揺ようを滲にじませた。


　リサは苦く笑しようした。さすがに、少し脅おどかし過ぎただろうか。


「安心して。私はフューゼシカ・アシュ・クーレィンの娘むすめ。正統な〈女王〉の血統よ」


「フューゼシカ様の……御ご息女？」


　最初に声を上げた男が、訝しげな顔をリサに向けてくる。


「──代だい替がわりよ。文句はないでしょう？　従いなさい。私が、祝福してあげる」


　リサは男の額に手を触れさせると、その身に魔力を送り込んだ。


「ぐ──がッ、がぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」


　男が全身に電流でも流されたかのように絶叫し、身をよじる。


　が──その体表に赤く輝く文様が現れると同時、男は人形のように表情をなくすと、すぐに姿勢を正し、リサに頭こうべを垂れた。


「──は。問題ありません。何なりとご用命を。〈女王〉」


　リサは、唇を歪ゆがめて妖あやしく笑った。


　男はこの〈城〉のリーダー的な存在だったのだろう、他の空獣エアたちが逡しゆん巡じゆんしながらもそれに倣ならい、頭を下げる。


　リサは満足げにうなずくと、男に向かって声を投げた。


「じゃあ、ええと──」


「ウィス・アリュー・ガと申します」


　リサの意図を察したのか、男──ウィスが名乗る。


「そう、じゃあウィス。さっそく案内してくれる？」


「案内、ですか」


「ええ。──この〈城〉には、古神獣エンシエがいるんでしょう？」


　リサの言葉に、空獣エアたちの肩かたがぴくりと動く。


「──は」


　短く言うと、ウィスは立ち上がり、リサを先導するように歩き出した。


　その背を追って、〈城〉の深部に入っていく。


　この〈城〉は、他の等級の空獣エアが住むそれとは根本的に構造が異なっていた。


　空獣エアの死骸で構築されているのは同じなのだが、ヒトと同等以上の知能を持つディアブロ級が製作、管理をしているだけあって、それこそ人間の造った建造物のごとく綺き麗れいに区画が分けられているのである。


〈城〉内に住むディアブロ級空獣エアたちの不思議そうな視線を浴びながら居住エリアを抜ぬけ、厳重な警備が施ほどこされたその最さい奥おうへ。


　そこでリサは、凄せい絶ぜつに過ぎる笑えみを浮うかべた。


〈城〉の中心に位置するそこは、巨大な空くう洞どうのようになった空間だった。


　だがその空くう隙げきは、あるものによって埋うめられている。


　伝説の大型種、ティアマット級空獣エアよりもさらに巨大な、空獣エア。


　それが、頭部だけを覗のぞかせるようにして、〈城〉の壁かべに埋まり込んでいたのである。


　一体どれだけの時を経たのだろうか、体表に水分はなく、ミイラのような──否、むしろ鉱物のような質感をしていた。この空獣エアの由来を知らねば、ただの作り物と思ってしまったかもしれない。


「──ウロヴォロス級、空獣エア。かあさまの言っていた通りね」


　リサは、その冷たい体表に触れながら、そう言った。


「ウロヴォロス……？」


「ああ、気にしないで。人間側の呼び名よ」


　不思議そうな顔をするウィスを無視して、リサはその巨大に過ぎる顔を撫なでていく。


　千年前、異世界での戦いを経験した、最大の空獣エア・古神獣エンシエ。等級で言えば、ウロヴォロス級。


　ほとんどの人間には、その存在すら知られていない規格外の怪かい物ぶつである。


「しかし、〈女王〉。一体こんなものに何のご用ですか？」


「──見ていて」


　リサはそう言うと、頭部（とはいえ、あまりに巨大なため触れているのはあごの下部だったのだが）に置いていた手のひらを横にすっと滑すべらせた。


　その軌き跡せきに、ウィスの身体からだに描えがかれたのと同じ赤い光の文様が浮かび上がる。


　瞬間。どこからともなくドン、と鈍にぶい音が響ひびき、〈城〉全体がほんの少しだけ揺ゆれた。


　無む論ろん、空中に位置するこの〈城〉に、地じ震しんなどあろうはずがない。


　内部──〈城〉の中心から、まるで鼓こ動どうのような震しん動どうが伝わってきたのである。


「な──ッ」


　ウィスが、戦せん慄りつに染まった表情を作る。反してリサは、その顔を愉ゆ悦えつに染めていた。


「──予想通りね。限りなく骸むくろに近い状態だけれど、この子は死んでいないわ」


　時間はかかるだろうが──リサの魔力を直接全身に送り込めば、再び空を舞まうことも不可能ではなかろう。


「千年前、神さえ喰くらったという最強の空獣エア。それを私の魔力で強化・掌しよう握あくすれば──」


　リサの目的を果たすための、最強の尖せん兵ぺいとなる。


　リサは、くつくつとのどを鳴らした。


　リサの目的。それは、鷹崎駆かる真まを殺すこと。


　そして──在紗を、一人きりにすること。


　恐おそらく駆真も、警けい戒かいを強めていることだろう。


　正体が割れてしまったリサには、確実に駆真を殺しきるだけの力が必要だったのである。


　駆真の周囲には、人じん智ちを超えた異能を有する者たちが数多く集まっている。


　それらを一いつ切さい合がつ切さい、容よう赦しやも油ゆ断だんもなく磨すり潰つぶすだけの力が、リサには必要だったのだ。


　だからこそ、このディアブロ級たちの〈城〉を呼び寄せた。


　蒼穹園騎き士し団に嗅かぎつけられては面めん倒どうだが、騎士団の無人観測機も、蒼穹園の全空域を完かん璧ぺきにカバーできているわけではない。少なくともリサの世界では、この空域に観測機が設置されるのは今から一年後だったはずだ。


　ウロヴォロス級を、最悪の怪物を復元するだけの時間は、十分あった。


「──可愛かわいいねえさま。愛いとしいねえさま。少し待っていてね。すぐに殺してあげるから」


　絵を描くように、堅けん牢ろうなるウロヴォロス級の頭部に、赤い線をしたためていく。


「──だから、いっぱい泣いて？　一生、在紗ちゃんの脳のう裏りから消えないような悲痛な叫さけびを上げて？」


　リサはそう言って、何故か、どこか悲しそうな顔を作った。





　　　　　　　◇





　その頃ころ、鷹崎家では。


「おぁーっ！　おぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ──!!」


　駆真が、いっぱい泣いていた。


　もう在紗の頭から一生消えないんじゃないかと思えるくらい悲痛な叫びを上げていた。


「ほ、ほーらカルマ様ー、いないいないバァ！　いないいなーい、バァーっ！」


「マぁスター、ほら、ガラガラでスヨオ！」


　アステナがいないいないバァをし、ウタが頭を激しく揺する（何故かガラガラという軽快な音が鳴っていた）が、泣きやむ様子はない。


「ど、どうしちゃったんだろう、一体」


　在紗は突然泣き出した駆真を見て、狼狽に満ちた声を発した。


　ヴェクサシオンの一件からおよそ一時間後。


　沈しず音ねとオトは、ヴェクサシオンの条件をなんとかしてみせると家に戻もどり、天あま由ゆ良ら・霊たま由ゆ良らもまた、用があると言って虚こ空くうに消えていった。


　ハンマー状態のヴェクサシオンを預けられた槙まき奈なはといえば、ものっすごく嫌いやそうな顔をしながらも、オトの命令で、中学時代の小説を探しに実家へ向かわされていた。


　そんな中、ずっと大人しかった駆真が、不意に大声を上げて泣き始めたのである。


「かあさま、こういうときってどうすればいいの……？」


　在紗は、この中で唯ゆい一いつの子持ちである冬ふゆ香かに問いかけた。


　だが冬香は、そんな話題を振ふられること自体が意外といった顔を作ってくる。


「あ、あたし!?　やー……在紗の世話してたのそんな長くねーんだけどな……」


　言って、苦笑しながら後頭部をかく。


　しかし在紗、アステナ、ウタ、ついでに魔ま王おうの視線を一身に受けた冬香は、気まずげに頰ほおに汗あせを垂らし、はあと息を吐はいてから駆真の方に寄ってきた。


「え、ええと、あれだ。赤あかん坊ぼうが泣くっていったらおしめか腹減ったかの二に択たくだろ……？」


「ほおホオ」


　冬香の言葉を聞くなり、ウタが手を伸のばして駆真の股こ間かんをむにむにと触さわった。


「ンー、濡ぬれテハいなイようデスねエ」


「う、ウタさん……」


　そのあまりに遠えん慮りよのない行動に苦笑する。


　と、今度は横からアステナが声を上げてきた。


「ええと……じゃあお腹なかが空すいたってことですかね？」


「ん……そうかもしれません。ねえさま、今日は朝から何も食べていないはずだから。……私、何か作ってきます。ちょっとねえさまを見ていてもらえますか？」


「は、はい。あ、でも、カルマ様、固形物を咀そ嚼しやくできないかもしれませんよ？」


「あ……」


　アステナに言われ、在紗は「そうか」と頰をかいた。身体は十七歳のままで歯も生えそろっているとはいえ、いつもの食しよく事じでいいかどうかはわからない。


「そうですねえ、赤ちゃんの食事といったら……」





「──おっぱいを頼たのむ」





「え？」


　在紗は首をひねった。今アステナの声のあとに、聞き慣れた声が聞こえた気がする。


「ね、ねえさま……？」


　そう、それは明らかに駆真の声だった。……まあ、内容は置いておくとして。


「き、記き憶おくが戻ったの……？」


「あー、だっ？」


　しかし在紗が顔を向けると、駆真は先ほどまでと同じような声を発した。


「アステナさん、今のは……」


「え、ええと、今カルマ様はとても不安定な状態なので……多分言語機能が一いつ瞬しゆん戻っただけだと思います。その証しよう拠こに、発音はしっかりしていても、発想は赤ちゃんでしたし……」


「そうですか……」


　残念そうに、在紗は息を吐いた。


　しかし、駆真の欲ほつしているものはわかった。やはり赤ちゃんの食事といったら──


　そこで、またも皆みなの視線が冬香に集まった。──主に、その立りつ派ぱな胸に。


　一同の意図を察したのだろう、冬香が乳ち房ぶさを隠かくすように手を組んで身体を背そむける。


「い、いくらなんでももう出ねぇよ！　在紗産んだの十二年前だぞ!?」


「で、ですよねえ……」


　アステナが、頭をかきながら苦く笑しようする。と──





「そこは在紗のおっぱいを頼む」





「え？」


　またも、駆真の声がして、在紗は頰に汗を垂らした。


「ね、ねえさま……？」


「お、落ち着いてください、アリサさん。今のは、自制心や本能が赤ちゃん並みになっている状態で、言語機能が戻っただけなんです。要はいつもカルマ様が思っていながら言えないことが──」


　と、アステナがハッとした顔を作り、ブンブンと首を振った。


「とにかく！　あんまり気にしなくていいことです！　ね！」


「そ、そうですか……」


　在紗は苦笑しながら頰をかいた。


　しかし困った。無論、在紗に母乳が出せるわけもない。


　だが無論のこと、鷹崎家に粉ミルクなど備び蓄ちくされているはずもなかった。もしあったとしても、恐らく消費期限が十年は前のデンジャラスミルクだろう。


　在紗の表情からそんな思考を察したのか、魔王が短い手を組みながら言ってくる。


「身体の機能が退行しているわけではないのだ。別に牛乳でも腹は壊こわすまい」


「あ……なるほど」


　在紗はポンと手を打つと、その場に立ち上がった。


「ちょっとねえさまをお願いします」


　アステナや冬香にそう言って、キッチンの方に歩いていく。


　そして十年以上前に在紗が使っていた哺ほ乳にゆう瓶びんを戸と棚だなの奥おくから引っ張り出すと、手早く煮しや沸ふつ消毒し、それに人ひと肌はだ程度に温めた牛乳を入れてリビングに戻ってきた。


「あぁぁぁぁぁぁ！　おぁぁぁ──っ！」


　アステナやウタの子こ守もりもむなしく、未いまだ駆真は手足をばたつかせて泣き叫んでいる。


「ねえさま、ほら、ミルクよ」


　在紗は駆真の身体を優やさしく抱だきかかえ、その唇くちびるに哺乳瓶の吸い口をつけてやった。


　瞬しゆん間かん──


「──ッ!?」


　駆真が突とつ然ぜん泣き止やみ、周囲を見取るかのように眼球をぐりぐりと動かした。


「ねえさま……？」


　在紗が不思議そうに言うと、途と端たんに駆真がハッとした様子で肩かたを震ふるわせ、


「だぁぁぁぁ、ばぁっ、ぶぅぅ」


　どこか恍こう惚こつとした表情を浮うかべて在紗にしがみつき、哺乳瓶にむしゃぶりついてきた。


　そのまま、夢中でミルクを飲んでいく。


「よかった……やっぱりお腹が空いてたんだね」


「うー、だっ！」


　在紗が言うと、まるでそれに応こたえるかのように、駆真が手を上げた。


　そんな様子に、アステナやウタ、冬香がほうと安あん堵どの息を吐く。何故なぜか魔王だけが、駆真にどこか羨うらやましげ……というか妬ねたましげな視線を向けていた。


「しっかし……あいつらにどんな考えがあるかは知らねーけどよ、十万人に小説読ませるなんて、そんなすぐできることじゃねーだろ？」


　と、冬香が、後方の床ゆかに手をつき、体重を預けるようにしながら言ってくる。


　在紗はその言葉の意図を察して小さくうなずいた。


　冬香は、単純にその行こう為いの困難さを言っているわけではない。


　要は、槙奈がヴェクサシオンの条件をクリアするまで、この赤ちゃん駆真の世話をせねばならないということだ。


　ミルクを与あたえるだけでこうもてんてこ舞まいしているようでは、先が思いやられる。


　と、在紗の手の中でミルクを飲み終えた駆真が、少しうとうととし始める。お腹が一いつ杯ぱいになって眠ねむくなったのだろうか。


　そんな様子に、アステナが微び笑しようを作った。


「やー、でもこうして見てみるとカルマ様も可愛いですねえ」


　と、まどろむ駆真の頰に触ふれようとしてか、手を伸ばしてくる。


　が。


「触れるな」


　アステナの指が頰に触れようとした瞬間、駆真がそれをぺしッ、とはたき落とした。


「へ……？」


　きょとんとした顔を作り、アステナが頰をかく。


　そして再び駆真に手を伸ばすが……またも寸前で、駆真に手を弾はじかれた。


「ね、ねえさま……？」


「だー、あっ？」


　在紗が問いかけるように声を発すると、駆真は可愛かわいらしい笑え顔がおを浮かべてくる。その様さまはまさに天使のようで、思わず在紗もきゅんとしてしまう。


　在紗は、今のは何かの間ま違ちがいだったのだろうと小さく首を振った。


「アステナさん、よかったら抱っこしてみますか？」


「え、いいんですか？」


　アステナが、ぱあっと顔を明るくする。


「ええ、もちろんです」


　言って、在紗は駆真のわきを持ち上げると、アステナの方にやった。定期的に空獣エア製せい剤ざいを投とう与よしている駆真の身体からだは、驚おどろくほどに軽い。非力な在紗でも、楽に持ち上げることが可能だった。


「はいはい、おいでませー、カルマ様ー」


　アステナが両手を伸ばし、駆真の身体を受け取ろうとする。


　だがその瞬間、


「ぅおぎゃぁぁぁぁああああああぁぁぁあああッ！　ぉぎゃぁぁぁああああああああああああぁぁぁっ！」


　駆真が、今までにない凄すさまじい泣き声を轟とどろかせ、手足を思い切りバタバタさせた。


「ちょ……ッ、か、カルマ様……ッ!?」


　身体は大人、頭脳は子供。その手足の筋力は微み塵じんも衰おとろえていない。アステナは駆真にパンチとキックとついでに引ひっ搔かきを見み舞まわれ、逃にげるように後方へ下がっていった。


「ひ……ひぃぃぃぃぃっ！」


「ねえさま、落ち着いて！」


　在紗は叫さけぶと、再び駆真をしっかと抱きしめた。


　すると駆真は、途と端たんに穏おだやかな笑顔になり、「あー、だぁっ」と可愛らしい声を発した。


「な、なんで……」


「……おまえ、なんかしたの？」


　アステナが涙なみだ目めで言うのに、冬香が半眼を作って応じる。


「し、してませんよ何も……っ！」


「ホントかー……？　あの嫌いやがり方は普ふ通つうじゃねーぞ？　ほら在紗」


　お手本を見せてやる、とばかりに、冬香が手を伸のばしてくる。


「あ……うん」


　在紗は一いち抹まつの不安を感じながらも、駆真の身体を持ち上げ──


「……ぅおぉぉぉぉあぁおぉぁおぁおぉぃぅおぃおいぉい……」


　冬香に差し出すより先に、もうこの世が終わってしまうのではないかといわんばかりの勢いで泣き出した駆真を、再度腕うでの中に戻もどした。


　やはり、そうするとピタリと泣き止む。


「……こりゃあ……」


　冬香が、額に汗あせを滲にじませながら頰ほおをかいた。


　アステナも察したように眉まゆ根ねを寄せる。


「……わ、私たちが云うん々ぬんというより……アリサさんじゃないと嫌みたいですね……」


「え、えと……」


　言われて、在紗は腕の中の駆真に視線を落とした。


「だぁぁ、きゃっ、きゃっ」


　その、腕に余るくらい大きな赤ちゃんは、この上なく可愛らしい笑顔で応えてくれた。


「はー……赤あかん坊ぼうってのはそういうもんなのかね。それとも駆真が特別なのか……？　シュウがいりゃ話聞けたんだろうけど……」


　冬香が、頰をかきながら漏もらす。


　在紗は顔を上げた。ふと、気になることがあったのだ。


　シュウ──宗しゆう吾ご。在紗の父の名である。


「ねえ、かあさま」


「あ？　なんだ？」


「さっき、ヴェクサシオンで頭を叩たたかれたときのことなんだけど……」


　在紗がそう言うと、冬香は恥はずかしそうに頰を染めて目を逸そらした。


「あー……変なとこ見しちまったな」


「ううん。そんなことないわ」


　在紗は首を横に振ふると、言葉を続けた。


「とうさまが生きていたときも、かあさまとのことはあまり話してくれなかったから。――ねえ、とうさまとかあさまは、どうして結けつ婚こんすることになったの？」


　片や人間。片や空獣エアの〈女王〉である。まず出会いの場面から想像ができない。


　冬香はしばらく恥ずかしそうに頰をかいていたが、在紗（と、ついでにアステナ）の期待に満ちた目に圧おされ、観念したように息を吐ついて唇を動かした。


「……まあ、なんつーの、一ひと目め惚ぼれだよ。あたしの。そんで……多分、シュウも」


　顔を真っ赤に染めながら、そんなことを言う。


「……十三年くらい前かね、シュウが、騎き士し団の調査に随ずい伴はんしたときに、危険空域で遭そう難なんしたんだ。あの佐さ間ま岡おかの野や郎ろうと一いつ緒しよによ」


「佐間岡さん……？」


「ああ、知らねーんならいい。気にしなくていい名前だ」


　冬香が手をひらひらと振りながら話を続ける。


「あたしはその頃ころ、人型の空獣エアたちだけで構築された〈城しろ〉に、かーちゃんと住んでたんだけどよ、そこで空を漂ただよってたシュウを保護してやったんだ」


　言って、冬香が小さく肩をすくめる。空獣エアが人間を保護するなんざ、普通の蒼穹園国民からしたら考えらんねーことなんだろーけどよ、と。


「へえ！　へえ！　なんかおとぎ話みたいですね」


　その話を脇わきで聞いていたアステナが、目をきらきらと輝かがやかせてそう言う。やはりそこは年とし頃ごろの女の子である。人の恋れん愛あい話ばなしは大好物なのだろう。


　冬香はそんな反応に苦く笑しようした。


「おとぎ話ねぇ……まあ、確かにそうかもな。こっから大事件が起こるわけだし」


「大事件？」


「なんですか？　なんですか？」


「んー……まあ、なんだ。あたしが人間のシュウにベタ惚ぼれしちまって、結婚したいとか言いだしたもんだから、かーちゃん激げき怒どしちまってよ。〈女王〉の血脈に人間の血を入れる気かー！　って」


　まあ、それはそうだろう。冬香のフランクな性格のため忘れがちだが、彼女は空獣エアの〈女王〉。蒼穹園の空を支配していると言っても過言ではない種族の頂点である。


「そ、それで、どうなったんですか？」


　アステナが、前のめりになりながら言う。


「そこで事件だ。ちょうどそんとき〈城〉の上空に、誰だれも見たことのねーくらいのでっけぇ空獣エアが現れたんだ」


「大きい、空獣エア……っていうと、あのティアマット級みたいな……？」


　在紗が訊たずねると、冬香は「いんや」と首を振った。


「ティアマット級って呼ばれてるヤツは、個体数は極きよく端たんに少ねーし、人間が目にする機会もほとんどねーけど、〈城〉のある空域ではたまーに見かけられるんだ。──そんなもんじゃねー。それこそ、体長が一キロ以上あるようなバケモンよ」


「い、一キロ……？」


　在紗は驚きよう愕がくに目を見開いた。さすがに、想像がつかない。


「ああ。なんでも千年前、異世界から来た魔ま獣じゆう軍の生き残りが、成せい層そう圏けんより上のエリアで一体だけ残ってたらしくてよ。それがたまたま、うちの〈城〉の真上に降りてきたわけだ」


　大おお仰ぎように手て振ぶりを使いながら、冬香が続ける。


「そりゃあ〈城〉中大パニックよ。一応は古来種なんだが、力が強すぎて命令も届ききんねーし、実際、〈城〉が攻こう撃げきされて半はん壊かいしたしな」


　在紗とアステナは、ごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。


「そ、それで？」


「ん。そこで我らがヒーロー・シュウの登場だ。みんなが慌あわてふためく中でよう、一人静かに、かーちゃんにこう言ったんだ。『もし僕があれをなんとかすることができたら、娘むすめさんを僕にください』ってよ」


「きゃー！」


　アステナが、興奮した様子で身をよじる。


「まあ、かーちゃんも人間にどうこうできるわきゃねーって笑ってよ、気安く許可出したんだよ。──まあ、シュウは人間にしちゃ相当強かったけど、逆立ちしたってあんなバケモンには敵かなわねえ。でもよ」


　冬香が指をピン、と立てる。


「天てん駆く機関技師だったうえ、生物学にも精せい通つうしてたシュウは、あたしらより全然空獣エアの習性やら生体やらに詳くわしかったわけよ。どうやったかはあたしもよくわかんねーんだけど、もう魔ま法ほうみたいにそのバケモンを大人しくさせて、壊こわされた〈城〉の下部に埋うめ込むみてーに仮死状態にして封ふう印いんしちまったんだ」


　くぅうううッ、と気持ちよさそうに冬香が続ける。


「そこまでされちゃ、かーちゃんも文句つけらんねーよ。──晴れてあたしはシュウの嫁よめ。在紗が産まれたってわけだ。めでたしめでたし」


　童話を締しめくくるように言った冬香に、在紗とアステナはパチパチと拍はく手しゆをした。駆真も、真似まねをするように手を叩き合わせてキャッキャと笑う。


「やー、ホントにおとぎ話の王子様じゃないですか。ああもう格好いいっ！」


「おいおい、あたしの旦だん那なだかんな？」


　肩かたを抱だいて身をよじるアステナに、まんざらでもないという様子で冬香が笑う。


　在紗も、初めて聞く両親の馴なれ初そめに、ほんのり頰を紅潮させた。


　だが──同時に、一つ気にかかることもあった。


「かあさま……その大きな空獣エアって、もう絶対に目覚めないんだよね……？」


「あ？」


　変なことを訊きく、というように、冬香が眉まゆを上げた。


「んー……まあ、あたしが見た限りだと有り得ねーと思うぞ？　仮死状態とは言ってるものの、もう完全に化石か鉱物状態だったし。あれが動いてたってことが信じられねーよ」


「そっか。なら、いいんだけど」


　在紗は眉をひそめた。……何故なぜだろうか、少しだけ、嫌な予感がしたのだった。





　　　　　　　◇





「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」


　空気漏れを起こしたタイヤのごとく、細ーく、長ーく、憂ゆう鬱うつ極きわまる息を吐く。


　そのまま身体中から空気が抜ぬけ、ペラペラになって消えてしまうことができたらどんなにいいだろうか。そんなことを思いながら、槙奈は充じゆう血けつしまくった双そう眸ぼうを歪ゆがめた。


　だが無む論ろん肺の容量には限界がある。槙奈は悲鳴を上げ始めた肺に酸素を供給すると、すぐにまた鬱うつ々うつとした色に染まったため息を吐いた。


「ほーら、突つっ立たってないで早くなさい、槙奈」


　と、立ち止まっていた槙奈に、前方から声がかかる。


　そこには、私服に身を包んだ草くさ薙なぎ音ね音おんが、手招きしながら立っていた。


　八月二十一日。槙奈が駆真の記き憶おくを失わせてしまった日から、一週間。


　騎士団長たる音音の権限によって、急きゆう遽きよ休きゆう暇かを与あたえられた槙奈は今、双ふた子ごに預けられたピコピコハンマーを入れた鞄かばんを携たずさえて、蒼穹園中ちゆう央おう都とのビル群の一角を訪おとずれていた。


　……否いな、正確に言うのなら、半ば無む理り矢や理り連れてこられていた。


「……一体こんなところで何をしようっていうんですか、閣下」


　槙奈は不安な心ここ地ちを隠かくすこともなく、表情を目め一いつ杯ぱい歪ませながら問うた。


　しかしそれも当然だ。こんなところに連れてこられた理由をまだ聞いていないのだ。


　加えて、一週間前まで槙奈の実家の押おし入れの奥おく底そこに封印されていた黒歴史ノートは、抵てい抗こうむなしく既すでに音音に押おう収しゆうされていたのである。不安にもなろうというものだった。


「うふふ、すぐわかるわ。──ほら、あそこよ」


　と、音音が、目の前に聳そびえたビルを指さす。


「え……？」


　槙奈は、そのビルの入り口に記されている文字を読み取った。


「……ひっ──」


　瞬しゆん間かん、半ば反射的に身体からだを翻ひるがえし、後方へ向かって全速力で駆かけ出だす。


　だが、


「もう、駄だ目めじゃない。どこへ行くのよ槙奈」


　そんな音音の声が聞こえると同時、槙奈は襟えり首くびを摑つかまれ、元の位置へと連れ戻もどされた。……絶対に手の届かないくらいの距きよ離りだったのだが、一体どうやったのだろうか。


　しかし今の槙奈には、そんなことを気にする余よ裕ゆうすらない。


　何故ならそのビルには──『白はく雲うん書しよ房ぼう』の名が記されていたのだから。


「こ、ここって……ッ！　出版社じゃないですか！」


「ええ。主に漫まん画がや、若じやく年ねん層そう向けの小説を出版してる会社よ。昔の知り合いが編集者をやっているの」


　音音のこともなげな補足説明に、槙奈は顔をより青くした。


　音音に押収されたノート。そして目の前に出版社。


　それらの材料から導き出される答えは一つだった。


　要は──音音は十万という途と方ほうもない数をクリアするため、槙奈の、いろんな意味で身の毛もよだつ素人しろうと小説を、本にして出版してしまおうというのだ……ッ！


「む……、無理無理無理無理無理無理無理無理……ッ！　それだけは絶対無理……ッ!!」


　敬語を使うことすら忘れ、首をぶんぶんと振る。


　しかし音音は意に介かいさず、そのまま槙奈をざりざりと引きずっていった。


「やぁぁぁぁぁぁぁぁッ！　離してぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」


　必死で手足をばたつかせるも、相手は蒼穹園最強の騎士団長である。抵抗は何の意味も成さなかった。すぐにビルの入り口まで到とう達たつする。


　と、そこで。


「おー、こち、こちよ」


　妙みような訛なまりの入った……というか片言の声が、二人にかけられた。


　見やると、ビルの入り口前に、鞄を袈け裟さがけにした細身の少女が立っていることがわかる。


　見たところ十代半ばくらいだろうか。寝ね癖ぐせの目立つ髪かみを、適当にアップにまとめている。


　可愛かわいらしい少女ではあるのだが、雑に着き崩くずした灰色のスーツと目元を彩いろどる厳いかついサングラスが、その容よう貌ぼうをこの上なく胡う散さん臭くさいものに変えていた。怪あやしい発音も相まって、まるで麻ま薬やくを捌さばいている密入国者のようである。


「ああ、そこにいたの？　悪いわね、急に呼び出して」


　音音が小さく手を振ふり、そちらに寄っていく。無論音音に捕つかまっている槙奈も、その方向に引っ張られていった。


「またくよ。せかくの休みだていうのに」


　少女が、大仰な動作でやれやれと肩をすくめる。


　と、そこで情けなく引きずられている槙奈に気づいたのだろう、腕うで組ぐみしながら顔を向けてくる。


「で、その人が電話で言てた金の卵さん？」


「ええ」


「ふうん……」


　言うと少女は槙奈の目の前で膝ひざを折り、その顔をまじまじと見つめてきた。


「な、何……？」


　槙奈が頰ほおに汗あせを垂らしながら言うと、少女は懐ふところから名めい刺しを取り出し、槙奈に渡わたしてきた。


「初めまして。白雲書房の八や坂さか言こと枝えです。これからあなたの担当なります。どぞよろしく」


「……ッ、編集者……!?　嫌いやよ、冗じよう談だんじゃ──」


　槙奈が言いかけた瞬間、オトの手が襟えりから首に移動した。


「……ひっ」


　ひんやりとした手のひらの感かん触しよくに、槙奈は身体を硬こう直ちよくさせた。


「ほら、ちゃんと受け取って。挨あい拶さつなさい。これからいろいろお世話になるんだから」


「で、でも……あんな小説を世に出すなんて……いやもうそれ以前にこんなの小説じゃないですから！　落書きにも劣おとりますから！　鼻紙みたいなもんですから！」


　槙奈が叫さけぶと、音音がふうむとうなった。


「ふうん……自分の小説を世に出すくらいなら、騎き士し団をクビになって何故か手回しされたように再就職も決まらず路頭に迷う方がいいのね」


「な……ッ、なんでそうなるんですか……っ！　これ騎士団の任務とは関係ないですよね!?」


「ええ。もちろんよ。これはあくまでプライベート。これが原因であなたが騎士団をクビになることはないわ」


「で、ですよね」


「でも……もしあなたの部屋から機密資料流出や装備の横流しの証しよう拠こが出てきたりしたら、私も心を鬼おににして懲ちよう戒かいの書類に判を押さざるを得ないわよねえ」


「…………ッ!?」


　至し極ごく穏おだやかでにこやかな音音の顔に、槙奈は息を詰つまらせた。


　もちろんそんなものに手を染めてはいない。だが、音音が言いたいのはそんなことではないだろう。あまりにもわかりやす過ぎる脅おどしだった。


　槙奈は顔を青くしながら、震ふるえる手で言枝の名刺を受け取った。


　言枝はそんな二人の様子に肩をすくめてから立ち上がり、親指をクイと立てて大通りの方を示した。


「さ、じゃあ近くの喫き茶さ店てんでも行くよ」


「あら？　ここじゃ駄目なの？」


　音音が、意外そうに眉を上げて言う。その言葉に言枝は首を振った。


「言たでしょ。今会社は夏休み中よ。開いてないね」


「あら、そうなの？　なら先に言ってくれればいいのに」


「勝手に待ち合わせ場所決めて電話切たのはどちよ。またく、昔から変わらないだから」


　不満げに口を尖とがらせ、言枝が言う。


「残念。編集部で打ち合わせってちょっと憧あこがれだったんだけれど」


「無む茶ちや言うないね。それにいつもの打ち合わせだて、普ふ通つうに外でやることあるよ」


「そうなの？　じゃあいいけれど」


　音音はうなずくと、槙奈の方に視線を向けてきた。


「さ、行きましょ槙奈。逃にげたら怒おこっちゃうからね」


「………………ハイ」


　行くも地じ獄ごく、逃げるも地獄。槙奈は涙なみだ目めになりながらよろよろと立ち上がった。


「ん、じゃ行くね」


　そしてそのまま、言枝の先導で大通りを歩いていく。


　三分ほど進んだ頃ころだろうか、通りに面した店の前で言枝が足を止めた。


「ここね」


　言って、扉とびらを開ける。瞬間、


「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！」


　やたら元気のよい声で、店内に待ちかまえていたメイドが深々とお辞じ儀ぎをしてきた。


「おぉう……」


　槙奈は一歩後ずさりながら声を発した。これが噂うわさのメイド喫きつ茶さというやつだろうか。


　いや、メイド喫茶というものの存在は知っていたし、一度行ってみたいとも思っていたのだが……槙奈の母親といってもいいくらいの年ねん齢れいの女性が、斯か様ような可愛らしい格好と所作をしているのには、何やら妙な迫はく力りよくを感じずにはいられなかった。


「へえ、中央都にこんなところできてたの」


　槙奈の後から店に入ってきた音音が、興味深げに声を発する。


　言枝は何度かここを訪れたことがあるのだろうか、慣れた様子で人数を伝えると、メイドについて店の中に入っていった。


「ほら、早くするね」


「ん、行きましょうか、槙奈」


「は、はぁ……」


　生返事をしながら足を進める。


　と、その途と中ちゆう、槙奈は、店の奥おく半分がビニールシートで覆おおわれているのを見つけた。改装中……というか、修しゆう繕ぜん中といった感じだ。


　ついでに、何故なぜか壁かべの一角に、駆真とアステナの顔写真が貼はられており、その下に『絶対入店拒きよ否ひ。最厳重注意御お嬢じよう様さま』と書かれていた。


「何これ……」


「槙奈、どうかしたの？」


「い、いや別に……」


　気になりはしたものの、無視して席に着く。


　そして適当に注文を済ませると、「さて」と言枝が鞄の口を開けた。


「さそく始めましょか」


　そして、その中から、見覚えのある三冊のくたびれたノートを取り出す。


「…………ッ!!」


　槙奈は身を凍こおらせた。


　何しろそれは、槙奈が先週音音に取り上げられた槙奈の中学時代の汚点しようせつ、『ダークパラディン伝説』上下巻＋設定資料集だったのだから。


「なッ、なんで……っ！」


「なんでって……私が渡したのよ。まずは編集者に読んでもらわなくちゃ」


　槙奈の反応がオーバーとでもいうように、音音があっけらかんとした調子で言ってくる。


　槙奈は、顔面に粘ねばっこい汗をだらだら垂らしながら音音と言枝の顔を交こう互ごに見た。


「よ……読んだ……ん、デスカ……？」


　馬ば鹿かな質問とは自覚しつつも、訊きかずにはいられなかった。


　二人は不思議そうに目を見合わせると、「そりゃあねえ」「当然ね」と首しゆ肯こうした。


「──────ッ!!」


　予想通りの返答に、槙奈は声にならない絶ぜつ叫きようを上げ、椅い子すを後方に蹴けり飛ばさん勢いで立ち上が──ろうとしたところで、音音に無む理り矢や理り肩かたを押さえつけられた。


「こら、お店では静かにするものよ」


「あッ、あだだだだっ！　わ、わかりましたからっ！」


　万まん力りきのような力で肩を摑つかまれ、涙目になりながら悲鳴を上げる。


　と、槙奈が椅子に腰こし掛かけ直すと同時、向かいに座すわった言枝がこほんと咳せき払ばらいをした。


「話進めてよいです？」


「っ、え、ええ……」


「では。ええと、金の卵さん。略して金たまさん」


「略すなっ！」


　思わず声を荒あららげると、言枝が不満げに腕組みした。


「だて、私アナタの名前知りませんですもの」


「……鳶とび一いち槙奈よ」


「じゃ鳶一さん。この小説ですけれども」


　言枝は、手の指を組み合わせながら重い息を吐はいた。


「単刀直入に言て、つまらんです。痛々し過ぎて全身がかゆくなてくるレベルです」


「…………っ」


　言われて、槙奈は握にぎった拳こぶしを膝の上にやって全身をぷるぷると震わせた。


　いや、予想はしていたのだ。というか痛々しいのは自覚している。


　だが面と向かってはっきり言われると、途と方ほうもない羞しゆう恥ちと、幾いくばくかの賛同と、あとはひとつまみの怒いかりや悔くやしさが頭の中でないまぜになって、なんだかよくわからなくなる。


　言枝は固まった槙奈から視線を外し、音音に顔を向けた。


「音音、悪いこと言わない。同人誌か何かで出した方がお互たがいのためよ」


　しかし音音は穏やかな笑えみを崩くずさないまま、小さく首を振ふった。


「諸事情があってね。出版してもらわないと困るのよ。お願い、どうしても必要なの」


　そんな音音の言葉に、言枝はしばしの間じっと音音を見つめ、はあと息を吐き出した。


「……ま、そう言う思たよ」


「それじゃあ」


　言枝の返答に、音音が顔を明るくする。


「音音は言い出したら聞かないだものね。仕方ないね」


「ちょ……ッ」


　意外とあっさりと許可を出してしまった言枝に、槙奈は声を上げかけた。が、その途中で音音に口をふさがれる。


「んー！　んー！」


「ありがとう、助かるわ」


　音音が、物理的言論弾だん圧あつに踏ふみ切きりながら微笑ほほえむ。


「どせ駄だ目め言ても無む駄だだと思て、いろいろ準備しておいたよ」


　と、言枝が、先ほどノートを取りだした鞄かばんからクリアファイルを取り出し、中に収納されていた紙を数枚、テーブルに広げてみせた。


「あら、これは……」


　音音が驚おどろいたように眉まゆを上げ、その紙に視線を向ける。


　その際ようやく解放された槙奈は、小さく咳せき込んでから紙に目をやった。


　そして、目を丸くする。


　そこには、幾体かのキャラクターのラフ画が描えがかれていたのである。


　しかも細部の特とく徴ちようを見るに──槙奈の設定資料集に描かれていた拙つたない絵をモデルにしているようだった。


「こ、これって……」


「ん。ダークパラディン伝説のキャラデザね。あなたのデザインをモデルに、プロのイラストレーターさんに依い頼らいしたです」


「……っ」


　槙奈は息を詰まらせると、絵を自分の方に向け、穴が空くのではないかというほどにジッと見つめた。


　中学時代の槙奈が描いたものとは比べものにならないほど、素す晴ばらしい出来である。……正直、嬉うれしくないといえば噓うそになった。


　だが次の瞬しゆん間かん、槙奈は目を見開いて顔中に汗あせを浮うかばせた。


　だって、こんなものが存在するということは、プロのイラストレーターが槙奈のゴミみたいな設定資料に目を通したということになるのだから。


「あ、あああああああああああああ」


　槙奈は、顔をトマトのように赤くしてテーブルに突つっ伏ぷした。


「……もう、お嫁よめにいけない……」


「大だい丈じよう夫ぶよ、そのときはもらってあげるから」


　音音がそう言いながら、槙奈の肩を軽く叩たたいてくる。……予期せぬ玉たまの輿こしだった。


　そして音音はデザイン画を手に取ると、まじまじと見つめてから感かん嘆たんの息を吐いた。


「ふうん、上手うまいものね。誰だれが描いたの？」


「悠ゆう木き美み耶や先生よ。ときどきうちで仕事してもらてる、フリーのイラストレーターさんね。やー、兼けん業ぎようさんなのにこの量を三日で上げてくれたよ。感謝感謝」


「へえ、それって早いの？」


「かなりのものよ。結構ギリギリでお願いしただけれどね、間に合わせてくれたよ。……まあ、なんでも何日か前に携けい帯たい電でん話わをなくしちゃたらしくて、新しいの買うまでの間連れん絡らくがつかなかたてのもあるんだけど」


「ふうん。……と、ん？　なんか少し煙草たばこ臭くさくないかしら？」


　と、音音が微かすかに眉をひそめてあたりを見回す。


「ああ、多分そのラフ絵ね。悠木先生かなりのヘビースモーカーだから」


　言枝が肩をすくめながら言う。音音は鼻をひくひくと動かした。


「あら、本当」


「あはは、毎回原げん稿こうがちょと臭くさいのよ。そこだけが玉に瑕きずね。完全アナログ派な人だからデータでもらうこともできないし。……多分悠木先生見たら驚くよー。こんな可愛かわいい絵え柄がらなのに、ご本人は猫ねこ背ぜで無ぶ精しよう髭ひげの男だから」


「…………」


　槙奈は顔をテーブルに突っ伏しながら眉をひそめる。なんかどっかで聞いたことのあるような人物像だった。


　だが、今はそんなものどうでもいい。槙奈はゆらりと顔を上げると、音音の手にしているデザイン画を再び覗のぞき込んだ。
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「どですね。問題なかたらそれで進めさせてもらいますが」


「……や、絵はすっごくいいんだけど、それ以前の問題で……」


　と、言いかけたところで、後ろに隠かくれていたキャラクターが目に付いた。


　闇やみ色いろの軍服を身に纏まとい、仰ぎよう々ぎようしい剣けんを携たずさえた黒くろ髪かみの少女である。槙奈の記き憶おくが確かならば──本作のヒロインの一人、〈常闇の魔剣士ブラツク・ソーダー〉リヴィエラ・ヴェール・ヴァルジャーノンだ。……今考えてみると本当に『ヴ』が多い。中学生の頃ころはものすごく格好いい字に見えて仕方なかったのだろう。


　ともあれそのヒロインキャラ。そのデザインが……どうしてもあの鷹崎駆真に見えて仕方なかったのである。


「……このキャラ、なんとかなんない？　なんかものすっごく嫌いやな奴やつに似てるのよ」


「あら、可愛いじゃない。駆真みたいで」


「だからそれが嫌だって言ってるんです！」


　槙奈はそう叫さけんだが、音音はさして気にせず、デザイン画を言枝に返した。


　言枝は言枝でそれを受け取ると、クリアファイルにしまい込み、それの代わりに今度は、ダブルクリップで留められたプリントのようなものを取り出す。


「……何、それ」


　槙奈が問うと、言枝がプリントをめくりながら答えてきた。


「本文中の気になる箇か所しよをピクアプしたものよ」


「え？」


「さすがにこのままでは本は出せないね。私たちにもプライドあるよ。きちんと改かい稿こうして、最低限読めるものにしてからでないと許可できないね」


「は、はあ……」


　槙奈は曖あい昧まいにうなずいた。どうせここで槙奈がどうごねようと、音音は出版を強行するだろう。ならば、少しでもプロの目で直してもらった方がよいのではないか──


「あ、でも」


　不意に、音音が何かを思い出したかのように指をピンと立てた。


「例の条件って、『槙奈の中学時代の小説』をたくさんの人に読ませること、なのよね。改稿ってしちゃっても大丈夫なのかしら」


「あ……」


　言われてみればその通りである。それはどういう扱あつかいになるのだろうか。


　と、そのとき、槙奈の持ってきていた鞄の中から、ピンポン！　というクイズの正解音みたいな音がした。


「……！」


　ハッとして鞄の口を開けると、やはりというか何というか、ピコピコハンマーが、ぴかぴかと明めい滅めつしていた。……これは、改稿してもＯＫということだろうか。


「ん？　何の音です？」


「あ、いや、……携けい帯たいよ」


　適当に言葉を濁にごし、鞄の口を閉じる。


　言枝は、不思議そうに首をひねったものの、それ以上追つい及きゆうしてはこなかった。


「んー、ま、それじゃさそく始めましょか。まあ全体通して改稿してもらうことなりますが……まず台詞せりふがもうちょとなんとかなりません？　たとえば主人公、ヴァリアルドの台詞なんですけども……『宵よい闇やみこそが私のプレリュード。今こ宵よいは貴き様さまの鮮せん血けつという美酒ワインに酔ようとしよう……』」


「ぎゃあああああああああああああああああッ!?」


　槙奈は、髪かみを振り乱して叫びを上げた。


「だから、落ち着きなさいってば」


　音音に頭をホールドされ、強制的に黙だまらされる。


　言枝はもう慣れた様子で、ぺらりと紙を一枚めくった。


「あとはこれ。『おまえは恋こいに破れたフロイラインか？　まだ牙きばが折れていないのならば、レオンとしての意志を持っているのなら、私とともに来い、ソルジャー』……んー、もちょと言葉統一してくれないと……」


「────！────！」


　音音に押おさえつけられながらも、声にならない絶ぜつ叫きようを上げる。


　しかし言枝は気に留めず、その後も続けてヴァリアルドの台詞を口にしていく。


「…………っ、…………」


　と、やがて槙奈が灰になりかけた頃、言枝は眉を上げた。


「とまあ、こなところですかね。まずはこの独特の台詞回し直してください」


「わ、わかったわ……」


　もう髪の毛が数本白髪しらがになってしまっているのではなかろうかという精神状態の中、槙奈はどうにかうなずいた。


　だが、そのとき鞄の中から、ブー、ブー、ブー！　と、不快な音が鳴なり響ひびいた。


「……っ！　な、何……？」


　何、とは言ったものの、考えられるものは一つしかない。鞄の中のピコピコハンマーだ。どうやら、台詞を変えるのは駄目、と言っているらしい。


　音音もそれを察したのだろう、首を横に振ふる。


「駄目よ。台詞はそのままでいきましょう。地の文でなんとか修正して」


「ええ？　無茶言うないよ」


「お願い。あなたくらい優ゆう秀しゆうな編集者にしか頼たのめないの」


　音音がそう言うと、言枝がむうとうなり（少し嬉しそうだった）、手にしたプリントとノートをまじまじと見つめ始めた。


「……まあ、なんとかするしかないね」


「ありがとう。愛してるわ」


　なんて言って、音音が笑う。


　言枝は「はいはい」と手を振ると、何かを思い出したように指をピンと立てた。


「あ……そいえば。先に決めとくよ。初版の部数は何部にするね？」


　それを聞いて、音音が微み塵じんの逡しゆん巡じゆんもなく口を開く。


「ん、十万部でお願い」


「ぶ……ッ!?」


　言枝が、飲んでいたコーヒーを吹ふき出した。


「じ、十万……？　この出版不ふ況きようの中で何言てるか。もちょと考えてもの言ういいよ。ただの新人がいきなりそんなに刷すても売れるわけないね」


「え、そうなの？」


「当たり前ね。初版十万なんて看板レベルの人気作しか有り得ないよ」


「ふうん……困ったわねえ。できるだけ早く十万人に読んでもらわないといけないのに」


　音音があごに手を当てて言うと、再び言枝が咳せき込んだ。


「あら、どうしたの？」


「……ッ、どしたの違ちがうね！　刷り数十万じゃなくて、実売十万言うか!?」


　言枝が言うのに、音音がキョトンとした顔で返す。


「え？　何か違うの？」


「そ、そらそうよ。十万部刷ても、それが全部売れるわけではないね。売れなかたのは返本なるし、十万売ろうとしたら、もと刷らないといけないね」


「ふうん……じゃあ面めん倒どうくさいから百万部刷っちゃいましょ」


「……ちょ、ちょっと閣下!?」


　さすがにその数字の途と方ほうもなさは知れた。槙奈は思わず叫びを上げる。


　言枝も同じ意見のようで、ダンとテーブルを叩き立ち上がった。


「百万部!?　漫まん画がの人気作でもないとそこまで刷らないよ！　売れるわけないね！　返本多いよくないよ！　倉庫代だて馬ば鹿かにならないだから！」


「大だい丈じよう夫ぶよ。印刷費や倉庫代、他ほかの諸経費も、全部草薙家が持つわ。他にもいろいろできる限り手を回してみるから、そこは心配しないで、あなたはできる限り槙奈をサポートしてあげてちょうだい」


「ぬ、ぬう……」


　言枝はしばしの間うなっていたが、やがて諦あきらめたように首しゆ肯こうした。


「…………ッ!?」


　槙奈としてはたまったものではないのだが……まだ音音に首をホールドされたままだったので、上手うまく声が出せない。


　鞄かばんの中では、ピコピコハンマーが、やたら嬉うれしそうに明滅していた。
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「あらあらあら」


「あらあらあら」


　まばらに棚たな引びく白雲を眼下に据すえた碧へき空くうの中、地ち宮ぐう院いん・天あま由ゆ良らと地宮院・霊たま由ゆ良らは、左さ右ゆう対たい称しようの動きであごに手を当てた。


　二人の視線の先には、巨きよ大だいに過ぎる灰色の塊かたまり──人間たちが空獣エアと呼ぶ怪かい物ぶつたちの〈城しろ〉が浮ふ遊ゆうしている。


　双ふた子ごは、同時にすっと目を細めた。


　まるで、〈城〉の内部を透すかして見るかのように。


「──なるほど。在あり紗ささんが仰おつしやっていた方は、彼女のことですわね」


「ええ。確かに神性の存在のようですわ」


　ふうむ、とうなる。


「別世界の神からの干かん渉しよう」


「これは由ゆ々ゆしき事態ですわね」


「しかも、見るに彼女は、封ふう印いんされし魔ま獣じゆうを復活させようとしているご様子」


「千年前の生き残り。厄やつ介かいですわね。せっかく眠ねむってくれていたというのに」


　二人は空中で踊おどるようにくるくると回ると、互たがいに顔を見合わせた。


「さて、どうしたものでしょう」


「ええ、どうしたものでしょう」


「なかなかに油ゆ断だんならない状じよう況きようですわ」


「しかし、この事態を解決できるお方となると──」


　と──二人は、同時にポンと手を打った。


「ああ、そうですわ。一人適任がおられますわね」


「ええ、そうですわ。一人適任がおられますわよ」


　そう言って、コンマ一秒の差異もなく、うなずき合う。


　だが。


「でも、彼は」


「ええ、彼は」


　双子は頰ほおに指を当てた。


「まあ、駄だ目めでもともと」


「とにかく、時じ生しよう院いんのもとに行ってみましょう」


　地宮院姉し妹まいは〈城〉の方をもう一いち瞥べつしてから、虚こ空くうに溶とけ消えていった。
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　夏休みが終わっても、まだ暑さには微塵の衰おとろえもない。


　神こう谷や祐ゆう子こは一歳になったばかりの我わが子の背を優やさしく撫なでながら、公園で遊ぶ子供たちを、木こ陰かげのベンチから眺ながめていた。


「やあ、元気ねえ。暑いのに」


　隣となりに座すわった女性──近所に住むママさん仲間の松まつ井い良よし美みが、ほうと穏おだやかな息を吐はきながら言う。


「本当ですね。──あと五、六年もすればこの子もあの子たちの仲間入りなんて、ちょっと想像できません」


　そう言って苦く笑しようすると、良美はあははと快活に笑った。


「神谷さんちって一人っ子だものね。子供の成長ってびっくりするくらい早いわよ？　光こう陰いん矢やのごとしってね。油断してるとこっちが置いていかれちゃうんだから」


　と、そこで背後から、きゅらきゅらというベビーカーを押おすような音が聞こえてきた。


「あら、誰だれか来たのかしら？」


　言って良美が振り返り──そのままの姿勢で表情を凍こおり付かせる。


「？　松井さん？　どうしました？」


　問うも、答えは返ってこない。


　不ふ審しんに思って祐子も首を回し、後方を見やってみる。


　そして──そのまま良美と同じように身体からだを硬こう直ちよくさせた。


　確かにこちらに向かってきているのは、祐子の予想通りベビーカーだった。


　だがそれに乗っているのは小さな赤ちゃんではなく、どう贔屓ひいき目めに見ても十代後半、高校生くらいの少女であったのだ。


　幻げん覚かくでも何でもない。黒くろ髪かみ赤目の少女が、無む理り矢や理り小さなスペースに身を押し込んで無む邪じや気きに笑っている。


　しかも、問題はそれだけではなかった。


　そのベビーカーを押しているのが、どう見ても小学生くらいの女の子なのである。


　ママというには明らかに若すぎる。というか、『赤ちゃん』より年下だった。


　ついでに、その女の子と並び歩くように、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった黒ずくめの人ひと影かげもあったのだが──そちらも子供にしか見えない。


　明らかに異様な光景だった。遊具で遊んでいた子供たちや、犬の散歩に来ていた近所のおじいちゃんなども、ポカンとした様子でそれに目をやっている。


「お、おままごとか何かでしょうか……？　お姉さんが赤ちゃん役で、妹さんたちがお父さんお母さん役、みたいな……」


　祐子が額に汗あせを滲にじませながら言うと、良美が似たような表情を作って首肯してきた。


「そ、そうね……そう考えるのが妥だ当とうかしらね。──あ、もしくは、あの女の子は閏うるう年どしの二月二十九日に生まれたから、まだ年ねん齢れい上は四歳だ、とか……」


「いやあ……さすがに無理があると思いますけど……」


　そんな会話を交かわしていると、件くだんの女の子が近くまで歩いてきた。


　ずっと視線を送っていたものだから、目が合ってしまう。


「こんにちは」


「ドーもゥ」


　ベビーカーを押していた白はく髪はつの女の子と、それと一いつ緒しよに歩いていた黒ずくめの女の子が、ぺこりと頭を下げてくる。


「こ、こんにちは……」


「ええ、こんにちは……」


　祐子と良美は、見るからに引きつった笑えみを作りながら挨あい拶さつを返した。


「いい天気ですね」


「え、ええ……本当に……」


　祐子は唾だ液えきを飲み下すと、ベビーカーに収まった『赤ちゃん』の方に目をやった。


「ええと……む、娘むすめさん……？」


「え？」


　白髪の少女は一いつ瞬しゆんキョトンとした顔を作ってから、苦笑して手を振ふってきた。


「いえ、ちょっといろいろありまして……」


「そ、そうよね、そんなはずないわよね。やだ私ったら……」


　と。





「在紗。直じか搾しぼりで頼たのむ」





　ベビーカーに収まっていた少女が、はっきりとそう言うのを聞いて、祐子は肩かたを震ふるわせた。


「ミルク？　ちょっと待っててね」


　言って、女の子が大きな『赤ちゃん』をなだめるように頭を撫でる。だが、


「まーま、まーま」


「ちょっと待って、すぐ用意──、あ……っ、だ、駄目よねえさま……！　私おっぱいなんて出ないから……っ」


　女の子がベビーカーの後方に取り付けられているポーチに手を伸のばそうとしたところで、大きな『赤ちゃん』が女の子にがっしと抱だきつき、その薄うすい胸に頰ずりし始めた。


「あー、うぃぃ……」


　やけに恍こう惚こつとした表情を作りながら、すりすりすりすりすりすりすりすりすりすり……と縦に横に斜ななめに前後に感かん触しよくを堪たん能のうするように顔を動かす。


「う、ウタさん……！　早くミルクを……っ！」


「は、ハイはい！」


　黒服の少女が慌あわててポーチから哺ほ乳にゆう瓶びんを取り出し、白髪の女の子に手て渡わたす。


　女の子は『赤ちゃん』の頭を半ば無理矢理自分の胸部から引きはがすと、その口に哺乳瓶を押し当てた。


「あー」


　ようやくミルクがきた！　というよりは、十分堪能したぜぇ……みたいな表情で、『赤ちゃん』がミルクを飲み始める。


「ふぅ……」


　女の子は手で額を拭ぬぐうようにしてから、乱れたブラウスの襟えりとボタンを直していった。


　それから祐子たちの視線に気づいたのだろうか、女の子がハッと肩を揺ゆらした。


「す、すいません、お騒さわがせを……」


　反応を返され、祐子と良美も同じようにぴくりと身体を揺らした。


「い、いや、そんな……」


「ええ……き、気にしないで？」


　そして、女の子はまたぺこりと頭を下げ、


「では、失礼します」


　そう言って、積せき載さい量オーバーのベビーカーを押して去っていった。


　その背が見えなくなったくらいのところで、祐子は呆ぼう然ぜんと声を上げた。


「……こ、子供の成長ってびっくりするくらい早いんですね……」


「いやいくらなんでも早すぎだから！　光こう陰いんがレールガンのごとく過ぎちゃってるから！　こっち置いていかれすぎだから！」


　言うと、良美が慌てたように首をブンブンと振ってきた。
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「もう……ねえさまったら、まだ癖くせが抜ぬけないんだから」


　鷹たか崎さき家のリビングで。


　在紗は頰を赤らめると、大きめのベビーベッドの上ですやすやと眠る駆かる真まに目をやった。


　今日はいい天気だったので、ボディガードにウタを連れて外に散歩に行ってみたのだが、途と中ちゆう公園を通ったとき、駆真がいつものように在紗に引っ付いてきたのである。


　在紗から母乳が出るはずないことくらい、もうわかってもいいと思うし、もう離り乳にゆう食しよくだって食べられるのに、何故なぜか駆真はお腹なかが空すくといつもこうなのだ。


「あはハ、まァまあ、赤チャンはソンなものデスヨお」


「そうかもしれませんけど……」


　帽子を脱ぬぎ、縫ぬい傷きずだらけの顔を晒さらしたウタが、カラカラと笑いながら言ってくる。


「おのれおのれおのれおのれおのれおのれ勇者め……ッ！　記き憶おくを失っているからといって羨うらやまし……ゲフンゲフン、けしからんことを……ッ！」


　ベビーベッドの脇わきでは、両手を震わせた魔ま王おうが、駆真に鋭するどい視線を送っていた。


　八月が終わり、もう九月。


　駆真が記憶を失ってから、実にひと月近くが経過していた。


　無む論ろん、小学校は既すでに始まっているのだが、駆真が頑かたくななまでに在紗以外になつかないため、特別に休みをもらって育児に勤いそしんでいるのだった。


　もっとも、リサがこの世界にいる以上、もともとこうなる可能性が高かったのだが。


「ふう……」


　ソファに腰こし掛かけ、小さく息を吐きながら、昨日きのうクラスメートの橙とう堂どう美み須す々ずがまとめて届けてくれたプリントに、適当に目を通していく。


　様々な教科の宿題に、給食の献こん立だて表ひよう、それに各種行事のお知らせ。


「──ん」


　在紗は、一番下に入っていたプリントを見て小さく眉まゆを動かした。


「授業参観のお知らせ……か」


　そう、それは二学期最初の授業参観を知らせるものだった。


　在紗は、もう一度駆真の方に目をやった。そういえば、一学期のときの授業参観はいろいろと大変だったなあ、なんて思い起こしながら。


「でも……今度は、無理だよね」


　少し残念に思いながら細く嘆たん息そくする。


　授業参観は今からおよそ二週間後。それまでに駆真が元に戻もどるかどうかは、全すべて槙まき奈なの手にかかっていた。


　神器ヴェクサシオンが提示した代だい償しよう──槙奈の小説を、十万もの人々に読ませること。


　それがどんなに途と方ほうもないことかは、在紗にもよくわかった。


　もちろん「任せて」と言った沈しず音ねの言葉に噓うそはないと思っているが──


「──？」


　ふと、耳が気になるものを捉とらえた気がして、在紗は顔を上げた。


「オお？　ドゥしましタ？」


「いえ、今──」


　気になったのは点つけっぱなしにしていたテレビの音声だった。液えき晶しよう画面の脇わきに付いたスピーカーから、どこかで聞いたような名前が聞こえてきたのである。


『──の、儚はかなくも美しい物語。時代は彼女を待っていた。新進の鬼き才さい・鳶とび一いち槙奈が贈おくる、次世代のエンターテインメント、『ダークパラディン伝説』。白はく雲うん書しよ房ぼうより本日、発売。――あなたは、歴史の証人となる──』


　そんなナレーションとともに、綺き麗れいなイラストで飾かざられた本が、画面に映し出される。


　ついでに画面の下部に、『発売を記念して、作者・鳶一槙奈のサイン会を開かい催さいします』などという文字が書かれていた。


「こ、これって……」


　沈音とオトの本気度を思い知って、在紗は頰ほおに汗を垂らしながらそう言った。
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「……ぉおう……」


　大型書店の裏にある控ひかえ室しつで。


　槙奈は前まえ屈かがみになりながら額に手を当て、重苦しい声を発していた。


「ほら、何やてるね。もすぐ出番よ」


「そうよ槙奈。せっかくの晴れ舞ぶ台たいなんだからしっかりしなさい」


　頭の上から、言こと枝えと音ね音おんの声がかけられる。


「……そんなこと言われても」


　うめくように言って、ちらと顔を上げる。


　その際テーブルの上に積まれた本を見て、槙奈は深くため息を吐ついた。


　著者・鳶一槙奈。イラスト・悠ゆう木き美み耶や。白雲書房刊・『ダークパラディン伝説』。


　槙奈が中学時代書きためた小説を改かい稿こう・製本したものである。


「う……」


　ついでに、ガラス扉とびらに映った自分の装よそおいを見て、また一層頭痛が酷ひどくなる。


　何しろ今の槙奈は、頭頂から爪つま先さきまでを、派は手でなフリルで飾られていたのだから。


　つい先刻、オトの「どうせサイン会やるなら目め一いつ杯ぱいお洒落しやれしなくちゃ！」というよくわからない提案によって、完全装備のゴス少女に変身させられてしまったのである。


　しかも、作者のキャラを認にん知ちしてもらえるのはある種の宣伝になる、と、言枝も敵に回っていた。


　奇き抜ばつな格好で有名な作家や漫まん画が家かにも、実はこういう事情があるのかもしれない……なんて思う槙奈だった。


「なんだってこんなことに……」


　大きなため息とともに、何度吐はいたとも知れない言葉を発する。


「もう、今さらごちゃごちゃ言ても仕方ないね。とにかく笑え顔がお忘れる駄だ目めよ？」


「……わかってるわよ。ていうか──」


　槙奈はテーブルに積まれていた本を一冊手に取ると、その表紙をバン！　と叩たたいた。


　その、黒くろ髪かみ赤目の凜りんとした美少女が描えがかれた表紙を。


「何だって表紙がこのキャラなのよ！　私こいつだけは嫌いやって言ったわよね!?」


　槙奈が叫さけぶと、言枝はやれやれといった様子で肩をすくめてきた。


「自分で読み返してみるいいよ。この子しかないて」


「ぐっぬぬぬぬ……」


　槙奈は悔くやしげに歯をすり合わせた。


　と、その瞬しゆん間かん、ガラス扉が開いて書店員と思おぼしき男性が顔を出してくる。


「では、そろそろお願いします、鳶一先生」


「…………っ」


　槙奈は思わず身をよじった。『先生』という響ひびきが、いろんな意味でむず痒がゆくて仕方なかったのだ。


「さ、じゃあ行きましょうか、先生」


「そね。早く立つね、先生」


　そんな槙奈の反応を面おも白しろがったのか、音音と言枝がわざとらしく『先生』にアクセントをおいてニヤニヤと言ってくる。


「あ、あんたらねえ……」


　槙奈は頰をぴくつかせ背中を汗あせでじっとりと濡ぬらしながらも、観念して椅い子すから立ち上がった。どうせここでごねたところで事態は好転するまい。


　着慣れないひらひらのスカートに足を取られながら、のったのったという歩調で、書店員のあとをついていく。後方から、音音と言枝も続いてきた。


「では、こちらです」


「はいはい……」


　書店員が、木製の扉を示す。槙奈は適当に応こたえてから扉に手をかけ、ゆっくりと開いた。


　瞬間──


　カシャカシャカシャカシャ──ッ、と、ものすごい数のフラッシュが焚たかれ、槙奈は泡を食って扉を閉めた。


「……ッ!?……ッ!?」


　槙奈は一いつ瞬しゆんにして顔面を汗まみれにし、全身を震ふるわせながら、壊こわれかけのからくり人形のような挙動で後方に振ふり向むいた。


「ナ……ナンデスカアレ……」


　そんなたどたどしい声で、後ろにいた音音と言枝に問いかける。


　……冗じよう談だん抜ぬきで心臓が止まるかと思った。扉の向こうに、夥おびただしい数のカメラや、マイクを持ったインタビュアーの姿があったのである。


「何って……取しゆ材ざい陣じんだけど」


「しゅ、取材陣……？」


　こともなげに言う音音に、槙奈は眉まゆ根ねを寄せまくった。


「ええ。テレビ局に、新聞社に、雑誌関係。併あわせて二十社。足りなかったかしら？」


「なッ、なんで新人のサイン会にそんなのがッ!?」


　槙奈が問うと、音音と言枝が不思議そうに目を見合わせた。


「なんでって……ねえ」


「ん、テレビＣＭに新聞広告に、あとインターネトの主要ポータルサイトにもデカデカと広告載のてるし、ああ、ほらあれ、土曜にやてる情報番組、あれにも特集されてたし。あれだけ注目集まてたら当然ね」


「ちょ……ッ、ちょっと待った！　テレビに新聞に……？　聞いてないわよそんなの！」


「あら、そうなの？」


「あー、そういえば言てなかたね」


　あっけらかんとした調子で言う二人に、槙奈は軽い目眩めまいを覚え、壁かべに手をついた。


「ま、それはいいから早く出なさいな。みんな待ってるわよ？」


「そうね、マスコミ敵に回すよくないよ」


　と、音音ががっしと槙奈の両りよう脇わきを摑つかみ、言枝が扉に手をかける。


「ちょ……ッ、まだ心の準備が……ッ！」


　しかし最後まで言い終わる前に扉が開け放たれ、槙奈は音音に扉の外へと押おし出された。


　再び、夥しい数のフラッシュが視界の中で煌きらめく。まるで芸能人の記者会見だった。


　また逃にげようと後方を見やるも……扉の前に音音と言枝が立ち、にこやかな笑顔でゆったりと手を振っていた。……突とつ破ぱは不可能だろう。


　槙奈は観念すると、ばくばくと激しいリズムを刻む心臓に手を置きながら、書店名の入ったボードの前に歩いていった。


　と、槙奈の隣となりに、漆しつ黒こくの全身鎧よろいを着た男が歩み寄ってくる。……ダークパラディン伝説の主人公、〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルだった。


　どうやらイベント用にわざわざ鎧まで拵こしらえたらしい。


「…………」


　もう今にも失神してしまいそうな精神状態で、槙奈が立ち位置と思しき場所に立つと、ボードの脇に立った司会らしき女性がマイク越ごしに声を発し始めた。


『──皆みな様さまお待たせいたしました。ご紹しよう介かい致いたします。このたびデビュー作を出版されることになった、鳶一槙奈先生です。鳶一先生は新人ながら──』


　だが無論そんな話、これっぽっちも耳に入ってこない。


　ただ呆ぼう然ぜんと、その場に突つっ立たっているしかできなかった。……だが、


『──それでは質問に入りたいと思います。質問がある方は、挙手をお願いします』


　司会の女性がそう言ったかと思うと、目の前にいた眼鏡めがねの男性が、槙奈に向かって声を発してきた。


「テレビ蒼そう穹きゆう園えんの小こ池いけです。鳶一先生は、一億苑えんの使い道をどうしようとしていますか？」


「……は──はぁあ!?」


　槙奈は、男性の発した言葉に思わず目を見開いた。


「いッ、一億苑って何よ……？」


「え？　賞金一億苑の新設賞を受賞されての出版なんですよね？」


　男性が、意外そうな顔で訊き返してくる。


「…………!?」


　槙奈はバッと顔を音音と言枝の方に向けた。……グッ、と親指を立てられた。


「…………」


　槙奈はギギギ……と錆びた機械のような挙動で視線を男性の方に戻もどすと、頰をかきながら口を開いた。


「え、ええと……恵めぐまれない子供たちに……寄付を……」


　槙奈が適当に言うと、取材陣は一いつ斉せいに『おおッ！』という声を発し、一層強くフラッシュが焚かれた。


　次いで、男の右方にいた化け粧しようのきつい女性が声を上げてくる。


「新人作にして初版百万部。空前の話題作であるダークパラディン伝説ですが……見所はどんなところですか？」


「え……っ、そ、そうね……」


　問われて、槙奈は頰をぴくりと動かした。


「やっぱり話の終しゆう盤ばんに、だ、〈黒衣のダーク──」


　どうにかその名を口にしようとしたところで、またもフラッシュが焚かれ、槙奈はのどを引きつらせた。


「ダーク……なんですか？」


「よ……っ、読んでのお楽しみってことで……ッ！」


　槙奈が言うと、また一斉にシャッターが切られ、一部の記者が「焦じらすねぇー」と楽しげにうなるような顔を作った。


　……なんだかハードルがガンガン上がっている気がする。


　その後いくつかの質問がされたあと（答えは九割方適当だったが）、槙奈は司会の案内によって別の場所へと移動させられた。


　そこには。


「う……」


　槙奈が思わずたじろぐくらいの、終わりが見えない人の列が形作られていた。


　槙奈が姿を現した瞬間、「あ、あれじゃない？」「えー、すごい。あんなに若いんだー」「ホントだ！　可愛かわいーい！」というざわめきが聞こえてくる。


「…………」


　なんか恥はずかしくなって、目を逸そらす。──昔から、あまり可愛いとか言われ慣れていなかったものだから。


「さ、ではこちらへ」


　係の人に促うながされ、槙奈は列の先頭──本が積まれたテーブルの前に座すわらされた。


　会場から追ってきたカメラマンの一団が、その横にずらりと並ぶ。


「アシスタントが一冊ずつ開いて渡わたしていきますので、そこにサインをお願いします」


「……はあ」


　生返事をし、言われるままにサインペンを取って、目の前に開かれた本にサインを──


　書こうとしたところで、手を止める。


「どうしました？」


「あ、いや……」


　槙奈は目をぐるぐるとさせた。


　──サインって、どう書くんだろう。


　さすがに書類や宅配便なんかに書くサインみたいなものでは駄だ目めだろうし、やっぱりちょっとこう、格好良く崩くずしたりするものなのだろうか。だが、そんなものすぐには──


「…………あ」


　だが、槙奈は小さく呟つぶやくと、額に手を当ててしばしの間顔をうつむかせた。……主に、途と方ほうもない恥ずかしさで。


「先生？」


　槙奈の隣で本を開いていたアシスタント──鎧を着たヴァリアルドが、不思議そうな声を出してくる。


「……や、なんでもない」


　槙奈は答えると、本の表紙裏にすらすらとサインをしたためた。


　ときには大だい胆たんにときには繊せん細さいに『鳶一槙奈』の文字を崩し、終しまいに☆マークまでつけた、一昔前のアイドルみたいなサインを。


　……無む論ろん、今即そつ興きようで考えたものではない。小学校高学年くらいの頃ころアイドルに憧あこがれて、ノートいっぱいに練習した自作のサインである。……まさかこんなところで役に立つとは思わなかった。


「……はは」


　乾かわきまくった笑いを浮うかべつつ本にカバーをかけ直し、顔をうつむかせながら目の前に並んでいた人に手て渡わたす。


「あ、あの……」


　言って、先頭にいた女性客が怪け訝げんそうな声を発する。


「あ……」


　どうやら本を渡すまいと、手に力が入っていたらしい。どうにか震える手を制して、槙奈の黒歴史が詰つまった一冊を手渡す。いろんな意味で泣きそうになった。


　次いで、ようやく顔を上げてその女性客と握あく手しゆを交かわし──


「……はあ？」


　槙奈は、予想外の事態に素すっ頓とん狂きような声を出した。


　槙奈が握手を交わした女性客の顔に、見覚えがあったのである。


「ち、千ち恵え子こ……？　あんた何してんの？」


　そう、その女性は、蒼そう穹きゆう園えん騎士団鳶一小隊の副隊長を務める騎士、要は槙奈の直属の部下である影かげ井い千恵子だった。


「あはは……来ちゃいました」


　そう言って苦く笑しようする千恵子に、槙奈の心臓はその鼓こ動どうを急速に速めていった。


　ただでさえ逃げ出したいくらいの状じよう況きようなのに、自分の本を部下に読まれる、だなんて、もう死んでしまうくらい恥ずかしかった。


「きょ……ッ、きょきょ今日普ふ通つうに仕事でしょ。……っ、このために休きゆう暇か取ったっての？」


　槙奈が震ふるえながら言うと、千恵子はどこか気まずげに目を逸らした。


「や……取ったというか、取らされたというか……」


　千恵子の言葉に妙みような含ふくみを感じ、槙奈はそろそろと首を横に伸のばして、列の後ろの方を見やった。


「…………」


　案の定、その長ちよう蛇だの列にちらほらと、顔なじみの騎士が紛まぎれ込んでいた。間ま違ちがいない。音音の仕し業わざである。


「私たちもよくわからないんですが、あんまり人数が集まらないと困るから、何人かサクラに来なさい、と……」


「──いッやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ──!?」


　槙奈は、星のように煌めくフラッシュを背に、その場から逃げ出した。


　……無論、すぐ音音に捕つかまったが。





　　　　　　　◇





　リサが〈城しろ〉に現れてから、ひと月。


　人の形をした空獣エア──特とく殊しゆ小型種・ディアブロ級たちの住まう〈城〉は、今や完全に、その新たな主あるじの支配下となっていた。


〈城〉に住んでいたディアブロ級の数は、およそ三百。


　リサはそれら全すべてに覚かく醒せいと祝福の魔ま力りよくを送り込み、その力を超ちよう常じよう的てきな領域にまで高めると同時に、その意思をも完全に掌しよう握あくしていた。


　空獣エアの〈女王〉としての、圧あつ倒とう的てきなまでの資質と魔力。


　たとえ冬ふゆ香か──彼らの元の主たるフューゼシカ・アシュ・クーレィンが現れたとしても、リサが命令すれば、彼らは微み塵じんの逡しゆん巡じゆんもなくその爪つめを向けるだろう。


　加え、その〈城〉の周囲には、ディアブロ級と同様にリサによって強化された様々な等級の空獣エアが浮ふ遊ゆうしている。


　リサの最強の軍勢は、着実に整いつつあった。


　そして──今。


「──ふふ」


　ワイバーン級空獣エアの翼つばさを鞣なめして縫ほう製せいされた鉄くろがね色いろのドレスの裾すそを揺ゆらしながら、リサは小さな笑えみを浮かべた。


　三十の夜をかけて丹たん念ねんに魔力を注ぎ込み続けた、鉱石のようなウロヴォロス級の皮ひ膚ふに手を触ふれる。


　否いな──鉱石のような、という表現は、もう相応ふさわしくないかもしれない。


　確かに、赤い文様の描えがかれたその皮膚の硬こう度どは石と見まごうほどではあったが──しばらくの間手を触れていると、その奥おくから、微かすかな体温と、鼓動のようなものを感じることができるようになっていたのだから。


　そう。化石とさえ呼ばれていた巨きよ大だいに過ぎる空獣エアは、永い時を越こえ、呼吸を再開していたのである。


　あと一押し。


　あと一度魔力を注ぎ込めば、この最大の魔ま獣じゆうは完全に目を覚まし、己おのれの力で空を翔かけることができるようになるだろう。


「そうすれば──私の軍勢は完成する」


　丹念に鞣された羽製スカートを翻ひるがえし、リサは踊おどるように両手を広げて天を仰あおいだ。


　と、そこで。


「──〈女王〉」


　背後からウィスの野太い声が響ひびいてくる。リサは両手を下ろしてそちらに向いた。


「なぁに、ウィス」


「は。地上に偵てい察さつに出ていたギールの一団から伝令が」


「ああ……彼ね。何？」


　リサは小さく首を倒たおし、続きを促した。リサが駆真や在紗の状況を探さぐるため、偵察の任を与あたえたディアブロ級の男の名だ。


　無論空獣エアである以上、かつて神々が施ほどこしたという『空くう刑けい』によって、身体からだは不ふ随ずい意いに浮遊してしまう。


　だがそれも千年も前のもの。段々とだが、綻ほころびができ始めているらしい。


　冬香がそうであったように、今や純血の空獣エアでも、強い力を持つ者は地上に降り立つことが不可能ではなくなっていた。リサの力によって強化されたディアブロ級であれば、そう難しいことではない。


　ウィスは、咳せき払ばらいを一つこぼしてから言葉を続けてくる。


「──にわかには信じ難いことなのですが、鷹崎駆真という女が……」


「ねえさまがどうかしたの？」


　ウィスの難しげな表情を見ながらも、リサはさして深刻そうな顔を作らなかった。


　リサの存在が知られた以上、駆真が何らかの対策を取ることは予想の範はん囲い内である。


　そしてリサは、そんな小こ賢ざかしく愛いとおしい抵てい抗こうを、容よう赦しやも慈じ悲ひもなく一いつ瞬しゆんで磨すり潰つぶすために、今手にしうる最さい凶きようのカードを用意していたのだ。


　どんな報告であろうとも、問題はない。


　……はず、だった。


「は……？」


　だが、ウィスの報告を聞いたリサは、そんな間の抜ぬけた声を発した。


「……ちょっと、もう一度言って」


「は。──鷹崎駆真は今、記き憶おく喪そう失しつ状態にあり、ほとんど子供と変わらぬ精神年ねん齢れいになってしまっている……そうです」


「…………」


　さすがに予想外だった。リサは数分前までの狂きよう気きに染まった雰ふん囲い気きを霧む散さんさせると、ううむと考え込むように腕うで組ぐみした。


「記憶喪失……？　一体何があったのかな。アステナさんか魔ま王おうさんの仕業？　それとも天由良さんや霊由良さん……？　いや、でもこんなときにわざわざねえさまの記憶を失わせる意味がわからないし……」


　しばしの間うなってから、リサはふうと息を吐はいた。


「……まあ、別に構わないか。ねえさまの精神年齢が退行したって、在紗がねえさまを嫌きらうわけがないし、むしろねえさまを殺しやすくなったわけだし……」


　と、頰ほおをかきながら言っていたリサは、言葉を終える寸前でぴくりと眉まゆを動かした。


「あ──」


　脳のう裏りに、最低で最悪な方法が過よぎったのである。


　思わず、笑みが漏もれる。


「ふ──ふふ」


「〈女王〉……？」


　突とつ然ぜん笑い声を発したリサに、ウィスが眉まゆ根ねを寄せて不ふ審しんそうに言ってくる。


　だが、止まらない。


　その、吐き気を催もよおすくらいに卑ひ劣れつで救いようのない、屑くずのような思いつきが、あまりに酷ひどく感じられて。


　そんなことを考えついてしまう自分が、どうしようもなく汚けがらわしく思えて。


「あははっ──はは、あははははははははははははははははははははは────ッ！」


　リサは、哄笑わらった。





　　　　　　　◇





　槙奈は、自宅である騎き士し官舎の一室で、指先を細かく震わせながら机の上のノートパソコンに向かっていた。


　ダークパラディン伝説発売から一日。


　もう昨日の晩は、記者会見やサイン会のときのことを思い出して「ああああああああ」となったり、自分の黒歴史の塊かたまりが全国にバラ撒まかれてしまったという事実に「ううううううう」となったりしながら、ベッドの上で布ふ団とんを被かぶって悶もだえまくっていたのだが、短いながらも睡すい眠みんを取ってからは、なんとか落ち着きを取とり戻もどすことができていた。


「…………」


　槙奈はごくりと唾だ液えきを飲み込むと、無言でパソコンを立ち上げ、インターネットブラウザを開いた。
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　理由は単純──ダークパラディン伝説が世間からどのような評価を受けているのかが気になって仕方なかったのである。


　人間というのは不思議なもので、悪い結果しか出ないと予測できているのに、どうしても自分の行動を抑おさえることができないときがあるのだ。


　果たして槙奈も、熱い情事を繰くり広ひろげたかのような乱れ方をした布団を放ほうり、そのまま顔も洗わずパソコンの前に直行したのだった。


「ええと……と、とりあえずフォレストかしら……？」


　フォレスト・ドットコムは、国内最大の通つう信しん販はん売ばいサイトだ。ユーザーが自由にレビューを書き込めるようになっているため、槙奈も本を買うときなどはよく参考にしていた。


　ブックマークから通つう販はんページを選んでクリックし、書しよ籍せきのカテゴリを表示させる。


　と。


「……ッ！」


　コンコン、と、槙奈のクリックに合わせるようなタイミングで部屋の扉がノックされたものだから、槙奈は思わず椅い子すごと後方へひっくり返ってしまった。


「──ったたた……誰だれよ、こんな早くに……」


　言ってから、パソコン画面の右下に表示されていたデジタル時計を一いち瞥べつする。


　十時三十分。……大して早くもない時間だった。


「はいはい……っと」


　息を吐きながら身を起こし、扉を開ける。


　そこには、涼すずしげな淡あわいブルーのローブを纏まとった金きん髪ぱつの少女が立っていた。


「アステナ……？　何、どうしたのよ」


　槙奈が眠ねむたげに瞼まぶたを擦こすりながら言うと、アステナは手にしていた風ふ呂ろ敷しき包づつみを示しながら唇くちびるを動かしてきた。


「アリサさんから、槙奈さんの様子を見てくるよう言われまして……あ、これ差し入れです。ティボルを焼いてみました」


　言って、それを手て渡わたしてくる。


「ティボ……何？」


「レーベンシュアイツの焼やき菓が子しです。こちらにも似たような材料があったのでアリサさんにお台所を借りて作ってみました。──あ、レーベンシュアイツ産のいい茶葉も持ってきたので、ティーポットを貸してくれればお淹いれしますよ」


「ふうん……でも、わざわざ玄げん関かんからなんて珍めずらしいじゃない。いつも転移盟術で勝手に部屋の中に入ってくるのに」


　槙奈が包みを受け取りながら言うと、アステナが気まずげに頭をかいた。


「え、ええ……それはこの前懲こりたので、今日は入り口の前に転移してきました……」


「……ああ、そう」


　そういえば、全すべての原因はこの少女だった。


　……が、今さら蒸むし返したところでどうにもならない。槙奈は頰をぴくつかせながらそうとだけ言うと、あごをしゃくって部屋の中を示した。


「ま、入りなさいよ。朝ご飯まだだったし、ちょうどいいからいただいとくわ」


「はい、失礼します」


　槙奈はアステナを部屋に招き入れると、包みをテーブルの上に置き、ティーポットの位置を指し示してから、再びパソコンの前に戻った。


「マキナさん、何をされているんですか？」


　鷹崎家で使い方を習ったのだろうか、存外慣れた様子で水を入れたヤカンをコンロにセットしながら、アステナが問うてくる。


「あー……まあ、ちょっと気になることがあるのよ」


　槙奈は適当に手をひらひら振ふると、中断していた作業を再開した。


　心しん拍ぱくを落ち着けてから、フォレスト・ドットコムの検けん索さくバーにダークパラディン伝説の名を打ち込み、検索ボタンをクリック。


　するとすぐに、商品ページが表示される。


「……っ！」


　槙奈は息を呑のんだ。発売日は昨日きのうだというのに、槙奈の本には既すでに、百件以上のレビューがついていたのである。


「い、いくら何でも多すぎない……？」


　だが、意外だったのはその横、評価ポイントを星の数で簡単に表した部分だった。


「星……三つ？」


　最低が星一つ、最高が星五つ。つまり槙奈の本は、全体で見れば中程度の評価を受けているということになる。


「は、はは……」


　槙奈は肩かたの力が抜けるのを感じた。


　絶対に星一つしかあり得ないと覚かく悟ごしていたのだ。中程度の評価とはいえ、十分だった。


　少し安あん堵どして、画面をスクロール、評価の内訳に目をやる。


　と……そこで、槙奈は固まった。


　レビューは百件以上付いているのだが、そのほとんどが、星一つと星五つに偏かたよっていたのである。


　最低評価が半分、最高評価が半分。……全体で見れば、平均点。


「…………」


　槙奈は嫌いやな予感を覚えながらも、さらに画面をスクロールさせた。


　……そして、予想通りの結果に、頭を抱かかえて椅子にうずくまった。


　最高評価を付けているユーザーのレビューは、


『素す晴ばらしい画集でした！』


『インクの香かおりと紙質が素晴らしい』


『これを燃やして作った焼やき芋いもは最高の味です。是ぜ非ひお試しください』


　……完全にふざけきっており、本気で最高評価をつけたと思おぼしきものは一つもなかった。


　要は、最低評価ばかりということだ。


「……おぉう……」


　中学生時代に書き連ねた稚ち拙せつ極きわまる小説とはいえ、一応プロの編集者の指導のもと必死に改かい稿こうを施ほどこしたものである。


　もしかしたら……程度ではあるが、あれを面おも白しろいと言ってくれる人が一人くらいいるのではないか、という希望も、ないではなかったのだ。


　槙奈は低くうなりながら額を机の角に何度もゴツゴツとぶつけ始めた。


「ま、マキナさん！　何してるんですか！」


　お湯をティーポットに注そそごうとしていたアステナが、慌あわてて槙奈の肩を押おさえてくる。


「……止めないで。こうやってれば頭の中身がマシになるかもしれないでしょ……？」


　言って、乾かわいた笑いを浮うかべると、アステナが青い顔をして返してきた。


「い、一体どうしたんですか……!?」


「これね……」


　簡単に事情を説明すると、アステナは槙奈を激げき励れいするように背を軽く叩たたいてきた。


「そんなの、一部の評価じゃないですか！　もっとよく調べてみましょう！」


「そ、そう思う……？」


「もちろんです！」


「……そうよね、一人くらいそういう人がいたっておかしくないわよね……？」


　槙奈は何とか顔を上げると、今度は検索サイトで『ダークパラディン伝説・感想』のキーワードを検索してみた。


　瞬またたく間まに、いくつもの書評ブログの名が連ねられる。


「ほら、こんなにあるんです！　マキナさんの本を評価してくれる人だって、必ずいるはずです！」


「う、うん！　そうよね！」


　槙奈は元気よくうなずくと、上から順にページを開いていった。


　……そして、数十分後。


　槙奈はベッドにうずくまり、頭から布団を被って、よくわからない言葉をぶつぶつと呟つぶやいていた。


「マキナさん……！　だ、駄だ目めですよ負けちゃ！　まだ終わってませんよっ！」


「いいんです、あすてなさん。おきづかいはとてもうれしいですが、わたしはこのよにひつようのないにんげんなんです。わたしにさわってはいけません。くずがうつります」


　光の無くなった目で虚こ空くうを見つめながら、抑よく揚ようのない声でそう言う。


「しっかりしてください！　せ、せめてもう一つだけでもチェックしてみましょう！」


　半ば強ごう引いんにアステナに引きずられ、またもパソコンの前に座すわらされる。


　槙奈は嫌な考えを振り払はらうように頭かぶりを振ってから鬱うつ々うつとした息を吐はくと、マウスに手を置き、画面をスクロールさせていった。
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　と、検索一覧の中に、見慣れない名前があった。


「……Ｚちゃんねる？　何これ。これも書評サイトなの……？」


　試しにクリックしてみる。


　と、今までとは少し感じの違ちがう画面が表示された。


　どうやらブログではなく、掲けい示じ板ばんのようなものらしい。飾かざり気けのない画面に、番号の振られたコメントがたくさん書かれている。


「え……何、これ全部私の本に関してのコメントなわけ……？」


　槙奈は眉まゆをひそめながら、上から順にコメントに目を這はわせていった。


『ダｗｗｗーｗｗｗクｗｗｗパｗｗｗラｗｗｗディｗｗｗンｗｗｗｗｗｗｗ』


『フォレストの評価ネタばっかじゃねえかｗｗｗ』


『おい、おまえら読んでもいないのに駄だ作さくとか言うんじゃねえよ。俺おれはちゃんと読んだぞ。駄作だった』


「…………」


　頭がフラフラしてきた。


「ま、負けないでください、マキナさん！」


「えっ、ええ……」


　だがどうにか頭を押さえ、一つでもいい評価を探すため画面を繰くっていく。


　と、112と書かれたコメント欄らんに、画像のＵＲＬが載のっていた。恐おそる恐おそるクリックしてみると……サイン会のときの槙奈の画像が表示された。


『＞＞112　ゴｗｗｗスｗｗｗロｗｗｗリｗｗｗｗ』


『アイタタタタタタタタタ』


『メンヘラかよ』


『槙奈ちゃんペロペロ』


「…………」


　なんかもう最後の方はペロペロされていた。


『鳶一槙奈。蒼穹園騎き士し団少しよう尉い。鳶一小隊隊長』


『特定早すぎｗ』


『マジかよ騎士かよ』


『騎士が聖騎士ｗｗｗｗｗ』


　しかも個人情報まで特定されていた。


『ほれ』


『＞＞556　チェンジ』


『＞＞556　おいグロ貼はるな』


『＞＞556　むしろもっとくれ』


　もっと下へ行くと、槙奈の顔写真に雑誌のヌードグラビアの身体からだを合成した画像まで作られていた。


「…………」


　……そして、それからまた数分後。


「マキナさん！　マキナさぁぁぁぁぁんッ！」


　アステナの声が、どこか遠くで響ひびいている。


　槙奈は、雪山で遭そう難なんした登山者のような心ここ地ちでその呼び声を聞きながら、すっと目を閉じた。
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『いやー、昨日きのう発売のダークパラディン伝説、読みました？』


『読みましたよー！　話題の本ですからねー！』


『どうでした？』


『え……ッ、そ、そりゃあ面白かったですよ？　ね？　文章とかストーリーとか構成とかキャラクターとかはちょっとアレなところがあるんですけど、な、なんていうかこう、その後ろからある意味とんでもないセンスを感じたというか……』


「…………」


　……文章とストーリーと構成とキャラクターが駄目だったら、もう大体駄目なんじゃないだろうか。


　お昼の情報番組で交かわされるそんな会話を聞いて、在あり紗さは苦く笑しようしながら頰ほおをかいた。


　在紗の目の前。鷹たか崎さき家のリビングの中心に置かれたテーブルの上には、昨日冬ふゆ香かが買ってきた槙まき奈なの本がある。


　少しでも早く目標人数を達成するため、在紗も駆かる真まの子こ守もりの傍かたわら、昨日のうちに読み終えていたのだ。


　感想は……面白いとかつまらないとかいう以前に、設定や台詞回しが痛々しすぎていたたまれない気分になってくるというか……段々こっちが恥はずかしくなってきて、最後まで読み進めるのが難しかったというか……


　正直、面と向かってコメントを求められたら、今テレビに映っているキャスターと同じような反応をしてしまいそうだった。


「うわー！　あー！」


　実際、向かいのソファでは、冬香がクッション代わりに魔ま王おうを握にぎりしめながら、顔を真まっ赤かにして足をじたばたさせていた。


　……無む理りもあるまい。彼女も、在紗に次いで先ほどダークパラディン伝説を読み終えたばかりなのだ。


「なんだよもうこれこっ恥ぱずかしい……ッ！　なんでこんなんシラフで書けんだよあいつは！　ある意味すげー才能なんじゃねーのか？　ああ……まだ鳥とり肌はだが治まんねー……」


「な、何でもいいから離はなさんか！　耳を引っ張るな耳を……っ！」


　冬香の腕うでの中で、魔王がバタつく。


　冬香はもう一度「あー！」と魔王のふかふかそうきゅんボディをもみくちゃにしてから、床ゆかに放ほうり投げた。


「げふっ」


　魔王の丸っこい身体が、ぼむ、ぼむとバウンドして床に転がる。


「こ、この……」


　魔王が忌いま々いましげな視線を冬香に向ける──が、落ちた場所が悪かった。


「あー、そうきゅん、そうきゅん！」


　在紗の足あし下もとにぺたんと座っていた駆真が、目の前に転がってきた魔王の顔を、縫ほう製せいが解ほどけてしまうのではないかと思えるくらいに引っ張る。


「や、やめんか勇者よ……ッ！　ああっ、縫ぬい目めが！　縫い目が！」


　在紗はそんな様子に苦笑してから、優やさしく駆真の肩かたを叩いた。


「ねえさま、駄目よ。魔王さんを痛くしちゃ」


　在紗が言うと駆真は少し目を丸くし、在紗と魔王を交こう互ごに見てから「うん！」とうなずいた。魔王を乱雑にポイ捨てする。


「ぐぁ……ッ!?」


　魔王がぴくぴくと手足を動かしたあと、ぐったりとその場に突つっ伏ぷす。


　駆真は一いつ瞬しゆんで魔王に興味を失ったかのようにぷいと視線を外すと、膝ひざを立ててソファに上り、在紗の太ももの上に頭を載のっけてきた。ちょうど、膝ひざ枕まくらのような格好だ。


「まーま、まーま」


「ん、どうしたの、ねえさま」


「んーとね、なんでもない！」


　言って駆真が、えへへー、と笑え顔がおを作る。


　それを見てか、向かいのソファに座った冬香が、頰に汗あせを垂らしながら苦笑した。


「……しっかしまあ、あの駆真が随ずい分ぶん可愛かわいらしくなっちまったもんだな。在紗にべったりってのは変わってねえけどよ、実際、リサってのがいなけりゃ、別にこのままでもいーんじゃねーの？　少しずつだけど精神年ねん齢れいは育ってんだろ？」


　冬香が言うと、駆真が不思議そうな顔でそちらに向いた。


「なーに、ばーば」


　冬香は「ぐ」とうなると、額に薄うすく血管を浮うかせながら頰をぴくつかせた。


「……撤てつ回かい。さすがにまだお祖母ばあちゃんにはなりたくねーや」


　舌足らずな感があるとはいえ、一応言葉が発せるくらいの精神年齢になった駆真は、在紗のことを『まーま』と呼んでいた。


　当然、『まーま』の『まーま』である冬香は、『ばーば』となる。


　在紗はそんな様子を笑いながら見てから、「でも」と声を発した。


「やっぱり、駄だ目めだよ。今のねえさまも好きだけど、私は本当のねえさまに戻もどってきて欲ほしい。──確かに精神年齢は成長してるけど、アステナさんの話だと、このまま元の年齢まで精神が育っても、今までと同じねえさまにはならないらしいし……」


　在紗がそう言うと、冬香はばつが悪そうな顔を作って頰をかいた。


「ん……や、悪い。別にそういう意味で言ったんじゃねーんだ」


「ふふ、わかってるよ、かあさま」


　在紗が微笑ほほえむと、冬香は恥ずかしそうに頰を染めて目を逸そらした。


「そ、そういや今日はあの金きん髪ぱつとちっこいのはどこ行ったんだ？　姿が見えねーけどよ」


　話題を変えるように、冬香が言ってくる。在紗は膝枕の上に載った駆真の頭を優しく撫なでながら返した。


「アステナさんは、槙奈さんの様子を見に行ったよ。ウタさんは、オトさんに呼ばれて騎士団の方へ。よくわからないけど、ウタさんのセンサーが使いたいんだって」


「ふーん……」


　と、冬香が小指で耳をほじりながら言ったとき。


「──え？」


　遠くから、何やら甲かん高だかい口笛のような音が聞こえてきた。


　注意していなければ気づかないくらいの、ひどく小さな音。


　それが聞こえてきた瞬しゆん間かん、冬香がバッと顔を窓の方へ向ける。


　そして、怪け訝げんそうに目を細め、小さくうなるような声を発した。


「あぁ……？」


「どうしたの、かあさま」


　在紗が問うも答えず、冬香がソファから立ち上がる。


「悪わりぃ、ちょっち出てくる。留る守すは──そこのつぶれまんじゅうがいれば大だい丈じよう夫ぶだな？」


「誰だれがつぶれまんじゅうだ……ッ！」


　と、冬香が言った瞬間、床にべたーっと俯うつぶせになっていた魔王が顔を起こして抗こう議ぎの声を上げた。


　……まあ、反論している時点で、その言葉が自分に向けられているものと自覚してしまっていることになるのだが。


「ん、そんだけ元気があれば大丈夫だ」


　冬香が笑って言い、小さく手を振ふって窓の方に歩いていく。隣りん家かに住む冬香はいつも窓側から入ってくるため、履はき物ものがそちらに置いてあるのだ。


「かあさま……？　どこへ行くの？　それに、今の音は一体──」


　在紗が冬香の背にそう訊たずねると、冬香がぴくりと肩を揺ゆらした。


「ん──そっか、おまえには聞こえるんだな、在紗。……まあなんだ、ちょっと昔なじみに顔見せてくるだけだ。すぐ戻る」


　冬香はそうとだけ答えると、リビングの大窓から出て行ってしまった。


「まーま、ばーば、どーったの？」


　在紗の膝に頭を預けていた駆真が、冬香の背を視線で追いながら声を出す。


「ん……どうしたんだろうね」


　在紗は優しく駆真にそう言ってから、胸のあたりに手を置き、冬香の消えた窓の方に、少し不安げな視線を送った。








「──ったく、一体なんだってんだ」


　鷹崎家から出た冬香は、周囲に人目がないことを確かく認にんしてから羽と角、そして尾おを出現させ、空獣エア本来の姿へと変へん貌ぼうした。


　そして思い切り縮めた脚あしを一気に解き放って空へ舞まい、すぐに、地上からでは冬香の姿を米こめ粒つぶ程度にしか見取れないくらいの高度に達する。


「あっちか」


　次いで、先ほどから響ひびく耳みみ障ざわりな音の出所に目を向けると、背から生えた巨きよ大だいな翼つばさで空くうを打った。そのまま、文字通り目にも留まらぬくらいの速度で、一直線に空を裂さき、目的の方向へと向かう。


　どれくらい進んだ頃ころだろうか、都市部から離れた、ひとけのない山地にさしかかったあたりで、冬香は小さく目を細めた。


　そして落下するかのようなスピードで、地上に降り立つ。


「……ふぅ」


　首筋に手を当て、頭を軽く二、三度振ってから、冬香はそこに集まっていた十名ほどの人間に向いた。


　否いな──彼らは、人間の姿をしているものの、人間ではない。


　今は羽や角を隠かくしてヒトに擬ぎ態たいしているようだが、その全員が、冬香と同じく空獣エアと呼ばれる存在だった。


「お久しぶりです、フューゼシカ様」


「おう」


　言ってくるリーダー格の男──ウィスに、小さく手を上げて返す。


「……んで？　一体どーしたってんだよ。わざわざ地上に降りてきてあたしを呼び出すなんざ。しかも緊きん急きゆうコールだぁ？　もしつまんねーことだったら二、三発どつくぞ」


　冬香は、眉まゆ根ねを寄せて凄すごむようにウィスを睨にらんだ。


　空獣エアは、遠くの仲間とコミュニケーションを図はかるとき、のどから、人間には聞こえないくらいの高周波を発する。


　人の形を持つディアブロ級も、口笛や指笛という形で、そのコミュニケーション手段を用いることがあった。


　しかも先ほどウィスが発していたのは、最も緊急度の高い危険色の音だったのだ。それこそ、適応種の群れに彼らの〈城しろ〉が喰くらい尽つくされそうになっているレベルでなければ発することはないくらいの。


　しかしウィスは冬香の問いに答えようとせず、静かに目を伏ふせるのみだった。


　その態度に舌打ちを一つこぼし、訝いぶかしげな視線に、不ふ機き嫌げんさを上乗せする。


「……あんだよ。わざわざ呼んどいて言えねーってのか？」


「いえ。──我々の目的はこれで、ほぼ達成されましたので」


「ああ？　どーいうこった」


　冬香が腰こしに手を当てながら言うと、ウィスが唇くちびるを歪ゆがめた。


「あなたが家から出てきてくれた段階で、もう目的は達されたと言っているのですよ」


「あんだと？」


　その物言いに、冬香は視線を尖とがらせ──


「まさか──」


　すぐに、都市部の方を振り返った。


「同どう胞ほうを信じ過ぎましたな。あなたのその性格は、美徳であると同時に隙すきでもある」


「てめーら……〈女王〉を裏切ろうってのか？」


　冬香は憎にく々にくしげにウィスたちを睨み付けた。


「滅めつ相そうもない。我々は〈女王〉の命めいに背そむいてなどいませんよ、先代」


「……ッ」


　その呼こ称しように、冬香は全すべてを理解した。


〈女王〉の血脈は今、世界に冬香と在紗しか残っていないはずである。そしてそのどちらもが、こんな命令を出すはずがない。


　話に聞く、未来の在紗──リサ。


　考えられるのは、それだけだった。


　知能の低い通常等級の空獣エアならばまだしも、まさかディアブロ級までもその支配下に置いてしまうとは思わなかったのだが──どうやら、冬香の認にん識しきが甘あまかったらしい。


「──くそったれ……ッ！」


　恨うらみ言ごとに、怨えん嗟さに、後こう悔かいに。


　吐はきたいことはいくらでもあったが、それらを全て放ほうって、冬香は地を蹴けった。


　ウィスたちは、追ってこない。


　冬香と戦うのを嫌きらったのか……否いな、今戻ったところで、間に合うはずがないという確信があるのだろう。


　冬香はもう一度大きな舌打ちをこぼすと、限界速で鷹崎家へと戻った。








　冬香が鷹崎家を出、空に飛び立ってから、一分くらいが過ぎたときだろうか。


「──っ！」


　魔ま王おうに駆真の子こ守もりを任せてトイレに立っていた在紗は、不意に肩かたを震ふるわせて振り返った。


　リビングの方から、まるで爆ばく弾だんでも爆ばく発はつしたかのような轟ごう音おんが聞こえてきたのである。


「な、何……っ!?」


　慌あわてて、リビングの方に戻っていく。


　そして──すぐに息を詰つまらせてその場に凍こおり付いた。


　鷹崎家のリビングが、目を離はなした数分ばかりの間に、見る影かげもなく破は壊かいされている。


　壁かべに大きな穴が空き、ソファやらテレビやらが纏まとめて吹ふき飛とばされていた。


　無む論ろん……その脇わきに置かれていたベビーベッドも。


　一体何が起こったのかはわからない。だが、そこにいたはずの駆真の姿が見えないことだけはすぐに脳が認識した。


「ねえさま……っ！」


　焦しよう燥そうにかられ、在紗は駆かけ出だした。廃はい墟きよのようになったリビングで、瓦が礫れきを退のけて駆真の姿を捜さがす。だが……見つからない。


　と──そこで、在紗は俯うつぶせに倒たおれ伏ふした魔王を発見した。何故なぜか後頭部に、踏ふみつけられたかのような靴くつ跡あとがついている。


「魔王さん！　魔王さん！」


　在紗が肩を揺すると、魔王がハッとした様子で跳はね起おきた。


「……ッ、あ、アリサか……っ」


「一体何があったんですか！　ねえさまは!?」


「ぬ、ぬぅ……いきなり『おすわり』だなどと……リサめっ！」


「────っ！」


　魔王の言葉は明確な在紗への返答ではなかったが──事態を理解するのにはその名だけで十分だった。足の裏に瓦礫が刺ささるのも厭いとわず、走って壁の大穴から庭に出る。


　そこには──鉄くろがね色いろのドレスを風に揺らしながら、背に生えた羽をゆったりとはためかせながら空に浮ういたリサの姿があった。


　そしてその手には、眠ねむっているのか眠らされたのか、目を閉じ、物言わなくなった駆真が抱かかえられている。


「ね、ねえさまっ！」


「うふふ、油ゆ断だんしたね、在紗ちゃん」


　心臓が締しめ付つけられるかのような感覚。在紗は今にも膝ひざを突ついてしまいそうな重圧の中、どうにかリサに視線を送り続けた。


「そんなに睨まないで。私は別に、ねえさまを殺しにきたわけじゃないんだから」


「──え……？」


　突とつ然ぜんのリサの言葉に、在紗は目を丸くした。だが、すぐに視線を鋭するどくする。


「ふふ、本当よ。気が変わったの」


　在紗は油断なくリサを睨ねめつけながら、小さく口を開いた。
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「……じゃあ、一体何をしに来たんですか？」


「ふふ」


　リサが、笑う。


「──ねえ、在紗ちゃん。今ねえさまは記き憶おくを失っているんだよね？」


「…………っ」


　沈ちん黙もくが答えとなってしまうことを自覚しながらも、在紗は何も答えられなかった。


　鼓こ膜まくに、くすくすという笑い声が響いてくる。


「ふうん、やっぱりそうなんだ。──じゃあさ、在紗ちゃん」


　すぅっと息を吸ってから、リサが続ける。


「──あなたのねえさま、私がもらってあげる」


「────ッ、え……？」


　一いつ瞬しゆん、彼女が何を言っているのか理解できなかった。


「何、を──」


「そのままの意味よ。あなたの記憶がないねえさまを、私が、私の、私だけのねえさまに育ててあげる」


「……ッ！」


　在紗は目を見開くと、全身に力を込め、背に羽を出現させた。


　が──遅おそい。


「じゃあね、在紗ちゃん」


　リサはそう言うと、翼を羽ばたかせ、凄すさまじいスピードで以もつて上空へと昇のぼっていった。


「く──」


　在紗もそれを追って空へ飛ぶが──追いつけるはずもない。すぐにその姿を見失ってしまった。


「ねえ、さま……っ」


　在紗は、己おのれのあまりの無力さに、声を震わせた。


　そして、それと同時に、もう一つの感情が湧わき出てくる。


「…………」


　リサ。並行世界の、未来の、鷹崎在紗。


　──駆真を失ってしまった、自分。


　彼女は、くすくすと笑っていた。


　笑っていた、のに。


「どうして──あんなに悲しそうな目を、するの……？」





　　　　　　　◇





「──見つけた」


　沈しず音ねは、静かな声でそう言った。


　今彼女がいるのは、いつもの草くさ薙なぎ邸ていではなく、蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団本部の一角に設しつらえられた特別管制室である。広い空間にいくつものモニタが並び、めまぐるしく情報を表示している。


　とはいえ──沈音が真の騎士団元げん帥すいであることはトップシークレットである。今ここにいるのは、彼女を含ふくめて三人だけだった。


　沈音と、頭部に特とく殊しゆな装置を取り付け、椅い子すに腰こし掛かけたウタとオトである。


「ンー……なんカ変な感ジですネエ……」


「まあ、そう言わないで。もうすぐ終わるわ」


　ウタが渋しぶい顔をするのに、オトが言う。


　今沈音は、オトと、鷹崎家から借りてきたウタという、二人の機き巧こう人形の反応センサーを流用して、蒼穹園上空の空獣エア群を探さぐっているところだった。


　ひと月前から、蒼穹園上空に古来種の空獣エアが集まっているのを確かく認にんしていたのだが──それらがあるときを境に、感知できなくなっていたのだ。


「……なるほど、嫌いやなところに入り込んでくれたものだわ。偶ぐう然ぜん──じゃあないんでしょうね、きっと」


　沈音は忌いま々いましげに唇を舐なめた。


　蒼穹園上空には無数の無人レーダーが浮ふ遊ゆうしており、そのデータがリアルタイムで騎士団に送られてくるのだが──如何いかんせん空は広大である。未いまだ全空域をカバーできているとは言い難がたかった。


　そんな空くう隙げきを、魔ま人じんのセンサーを借りて洗ってみたところ、とんでもないものが確認できたのである。


「──〈城〉……ついでに周囲の空獣エア群の中に、最低三体はティアマット級の空獣エアが確認できるわね。しかも、全てが古来種ときてるわ」


　沈音は、陰いん鬱うつに歪んだ目をさらに尖らせながら、指をパチンと鳴らした。


「ビンゴよ。──在紗の言う『リサ』の率いている群れと見て間ま違ちがいないわ」


　この空域にとどまっているということは、あちらはまだ、騎士団に〈城〉の位置が割れていないと思っているのだろう。ならば──


　と、そこまで考えを巡めぐらせたところで、沈音はビクッと肩を震わせた。


　急に、ポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わが震え始めたのだ。


　沈音はポケットから携帯電話を取り出して、画面に表示された名前を見──


「……ッ」


　先ほどよりも盛せい大だいに身体からだを震わせて、携帯電話を手から落としてしまった。


「お嬢じよう様さま？」


「な、なんでもないわ」


　オトが不思議そうに言ってくるのに、どうにか平静を装よそおって返す。


　そして床ゆかから携帯電話を拾うと、沈音はごくりと唾だ液えきを飲み下した。


　しかし、それも仕方のないことだった。


　何しろ、携帯電話の画面には、『鷹崎在紗』の名前が表示されていたのだから。


　確かに在紗とは、〈女王〉の一件が解決したあと、携帯番号とメールアドレスを交こう換かんしていた。


　だが、大体の用件はメールで済んでいたため、着信は初めてである。


　……というか、オトと草薙家の使用人以外から電話を貰もらったこと自体が初めてだったため、妙みように緊きん張ちようしてしまったのだ。


　震ふるえる指で通話ボタンを押おし、電話を耳元に持っていく。


「も……ももももももももしもし……？」


　そして、動どう揺ようしまくった声で、そう言う。


　もう在紗とは幾いく度ども会話を交かわしているのだが、こう、個人的な連れん絡らくを携帯電話で取り合うという、そこはかとなく友達ポイントの高そうな行こう為いは、沈音にとって未体験ゾーンだったのだ。──だが、


『──沈音ちゃん……っ、助けて……っ！』


　電話を取るなり響ひびいてきた、悲鳴にすら近い声に、沈音は逆に冷静さを取とり戻もどした。





　　　　　　　◇





　蒼穹園上空。騎士団の無人レーダーの索さく敵てき範はん囲いの間かん隙げきに浮遊した、ディアブロ級空獣エアたちの〈城〉。


「──ふふ」


　幾いく体たいもの強化空獣エアに守られた居城で、リサは小さな笑い声を発した。


　──目の前ですやすやと寝ね息いきを立てる、駆真の無む邪じや気きな寝ね顔がおを見て。


　駆真が寝かされているのは、〈城〉の中で最も高い位置に設えられた一室だった。


　上等なキングサイズのベッドに、精せい緻ちな細工の施ほどこされた調度品。まるで王様かお姫ひめ様さまの部屋である。


　通常の空獣エアの〈城〉は、空獣エアの死し骸がいのみで構成されているものなのだが──人間に比ひ肩けんする知能を持つディアブロ級の〈城〉となれば話は別だった。


　人間に擬ぎ態たいすることのできる者が、定期的に地上に降り、空で入手することのできない物品を購こう入にゆうしてくるのである。


　無む論ろんそのためには相応の資金が必要であるのだが、ディアブロ級の中には、地上で人間として空獣狩りハンターのライセンスを取得している者もいるため、空で狩かった適応種の空獣エアの死骸を大量に売うり捌さばいてくることが可能なのだった。


「ねえさま」


　リサは小さく唇くちびるを動かすと、駆真の頰ほおに手を触ふれた。


「私の、私だけの、ねえさま」


　リサが、五年前に失った、感かん触しよく。


　百を、二百を、三百を超こえる失敗の果てに、リサが諦あきらめかけた『ねえさま』。


　もう、絶対に手に入ることはないと思っていた存在の可能性が、今目の前に横たわっていた。


　だけれど──


「…………」


　何故なぜだろうか、これで自分だけの『ねえさま』が手に入るというのに、リサの心は晴れなかった。


　否いな──きっと、この駆真がリサのものになりさえすれば、こんな気分もなくなるだろう。リサは小さく首を振ふると、独り言のように言葉を続けた。


「もう絶対に離はなさない。もう絶対に諦めない。──誰だれにも邪じや魔まはさせないわ」


　そう、今この〈城〉には、古いにしえの魔ま獣じゆうが、ウロヴォロス級がいる。


　まさか駆真を確実に殺し切るために復活させた怪かい物ぶつが、駆真を誰にも渡わたさないよう守ることになるだなんて、想像だにしなかったけれど。


「私が全部教えてあげる。私との思い出、私との記憶、私との過去を。ねえさまの精神年ねん齢れいが十七歳に戻るまで。こっちの在紗のことなんて、微み塵じんも思い出せなくなるくらいに。ずっと、何度でも」


　リサは、駆真の額に煙けぶった前まえ髪がみを優やさしく払はらいながら続けた。


「──だから、ねえさま。もう一度私を抱だきしめて？　もう一度、私の名前を呼んで？」





　　　　　　　◇





　駆真がリサによって連れされてから、一日。


　騎士団本部の特別管制室には、沈音の、そして在紗の招集により、蒼穹園でも指折りの戦力が集結していた。


　沈音、オト、ウタ、魔ま王おう、冬香、それに──在紗。


　世界も、種族も関係なく、〈女王〉リサ率いる〈城〉討とう伐ばつのために集められた、精せい鋭えい中の精鋭。


　いわば、前回の〈城〉攻こう略りやく戦せんのときと同じように編制された、新・草薙特務小隊であった。


「何か質問はある？」


　管制室の大画面に表示された映像、画像を用い、空獣エア群の規模と位置、そして作戦を説明したオトが、皆みなを見み渡わたすようにしてから声を発した。


　おおよその流れは前回の〈城〉攻略戦と変わらない。


　外に待機している騎士、三個軍団とともに空に昇り、〈城〉を覆おおう群れと交戦、その間に、オトたち特務小隊が〈城〉に侵しん入にゆうして、内部から〈城〉を瓦が解かいさせる。


　もともとオトの、冗じよう談だんとしか思えないオーバースペック頼だよりだったこの作戦ではあるが──今ここに集まっている面子メンツであれば、その成功率は格段に跳はね上がるだろう。


　と、皆異存ないと小さくうなずく中で、小さく手を挙げる人物がいた。──冬香だ。


「何かしら？」


　オトが訊たずねると、冬香は半眼を作りながら頰をかいた。


「や、別に作戦についての質問じゃねーんだけどよ、あの二つ結びの嬢じようちゃんと金きん髪ぱつの嬢ちゃんは連れていかねーのか？　あいつらだったら間違いなく即そく戦せん力りよくクラスだろ」


「それはそうなんだけどね」


　オトは、大おお仰ぎような仕草で肩かたをすくめた。


「作戦に参加するよう言っておいたのだけれど、何か精神に傷を負ってふさぎ込んでいるらしくてね」


「ふーん……」


　オトが小さく手を振りながら言うと、冬香は不思議そうな顔を作りながらも、一応は問題ないというように首しゆ肯こうした。


　と、次いでウタがそろそろと挙手する。


「どうしたの、ウタ」


「やー、情けナクて申シ訳ナイ話なのデすガ……ワタクシはドウしたラいいンデしょ」


「どうって？　駆真を助け出すのが不満？」


　オトが問うと、ウタは「メッソウもナイ！」と首をブンブン振った。


「タだ……ワタクシ、どうモお空ガ飛べマセんで……」


「あ」


　今思い出した、というように、オトが口をポカンと開ける。


「んん……ウタが戦力から外れてしまうのは困るわねえ。天てん駆く機関ならいくらでも貸せるけど……」


「は、初メてでもダイジョーブでしょウカねエ？」


「むむう」


　オトがうなると、その隣となりで呆あきれるように沈音が肩をすくめた。


「……ウタさんは〈城〉内部の攻略要員なので、辿たどり着つけさえすればなんとかなります。誰か搭とう乗じよう型の──そうですね、三み谷や原はら曹そう長ちようあたりの天駆機関の後部に乗ってください」


「オオ！」


　ウタが了りよう解かいを示すように首肯する。


　それど同時に、沈音が、先を促うながすようにオトに目配せした。


「他ほかには？」


　それに従い、オトが特別管制室に居並んだメンバーを見渡すように首を回す。


　もう、手を挙げる者はいない。


「…………」


　そんな中で。


　在紗は、きゅっと唇を嚙かみ、手でスカートの裾すそを握にぎった。


　どくどくと、心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねの如ごとく鳴り響く。


「……ないみたいね？」


　オトが、小さく首肯しながら言う。


「……っ」


　在紗は、少しうつむきがちになっていた顔を上げた。


　しかし、オトは気づかない。


「さて、外に待たせてる騎き士したちも痺しびれを切らしているでしょうし……そろそろ──」


「あ、あの……っ！」


　と、オトが空を見上げるように視線を上にやったところで、在紗ののどはなんとかその言葉を絞しぼり出だした。


「……在紗？」


　首をひねったのは、オトではなく沈音だった。怪け訝げんそう……というよりは、どこか不安そうな眼まな差ざしで、在紗を見つめてくる。


　それに次いで、部屋にいる全員分の視線が、在紗に注そそがれた。


「？　まだ何かあるかしら？」


　それらを代表するように、オトが、首を傾かしげながら訊ねてくる。


　在紗は渇かわいたのどを唾だ液えきで湿しめらせてから唇を開いた。


「わ……私も、連れていってください」


「……っ」


　在紗の言葉に息を詰つまらせたのは、やはり沈音だった。


「……危険です。賛成できません」


「でも、私は……っ」


　在紗は爪つめが手のひらに食い込むほどに強く拳こぶしを握り、立ち上がった。


「落ち着いてちょうだい、在紗ちゃん」


　それを制したのはオトだった。いつものように穏おだやかな笑えみを浮うかべながら、静かな口調で言ってくる。


「あなたの気持ちはわかるわ。目の前で駆真をさらわれたんだものね。無む念ねんだと思うし、自分の力で取り返したいというのも理解できる。──でも、そういう問題ではないの」


「わかっています、そんなこと！　でも、でも──」


　在紗が言うと、オトは小さく息を吐はいた。


　在紗の方に歩み寄り、腰こしをかがめて目線を合わせてくる。


「ここにいるのは精せい鋭えい揃ぞろいよ。蒼穹園の中でも、別格レベルの戦力ばかりと言っていいわ。──少し厳しいことを言うわよ、在紗ちゃん。一体あなたに、何ができるの？」


　凄すさまじいまでの、魔ま人じんのプレッシャー。思わずへたり込んでしまいそうになる。


　だが、在紗は口の中の肉を嚙んでそれに耐たえた。


　駄だ目め、なのだ。


　在紗が行かなければ、多分、駄目なのだ。


　確かにここにいるのは、考え得うる限り最高のメンバーと言えるだろう。


　異世界の不思議な術を使う魔王。


　絶大なる力を誇ほこる古代の魔人・ウタとオト。


　空獣エアの〈女王〉冬香。


　そしてそれらを指揮するのは、蒼穹園最高の頭脳・沈音である。


　如何いかにリサの支配する〈城〉といえど、このメンバーが攻略できないとは思えない。


　きっと彼女らは、見事リサの〈城〉を墜おとし、駆真を救い出してきてくれるだろう。


　でも──それだけでは、足りないのだ。


　だが、今それを口にしたところで、理解してくれる者はいないだろう。


　──理由が、必要だった。


　在紗を、戦場に同行させる必要があると、彼女に思わせるに足るだけの理由が。


　だから。在紗は、バン、と自分の胸を叩たたいた。


「──魔王さんが本来の力を振るうためには、ぬいぐるみなんかじゃない、ちゃんとした肉体が必要なはずです。──私の身体からだを、使ってください」


「そうなの？」


　オトが眉まゆを歪ゆがめ、魔王の方に顔を向ける。


　魔王は、いきなり在紗がそんなことを言い出したのに驚おどろいたのか、少し目を丸くしながら答えてきた。


「ああ。確かにその通りだ。平時であれば問題ないが、戦せん闘とうをするとなれば、生物ですらないこの身体では、本来の力は出せん」


「……ふうん」


　オトが、考え込むようにうなる。


　──もう一ひと押おし。


　在紗は手を伸のばすと、オトの胸むな元もとに触ふれた。


「……？　何をしているの？」


　不思議そうに首を傾げていたオトだが──すぐに、眉をぴくりと動かす。


「これは──」


　オトは一歩足を引いてから、床ゆかを蹴けってみせた。


　瞬しゆん間かん、オトの身体が宙に浮く。


　──その足から、赤い光の軌き跡せきを残しながら。


「……よし」


　在紗は、小さく唇くちびるを動かした。


　二ヶ月くらい前、オトが駆真たちと一いつ緒しよに高校に通っていたとき、彼女が靴くつの中に小型の天駆機関を仕込んでいたので、もしやと思ったのだ。


「……オト？」


　沈音が問うと、オトはその場で何回か旋せん回かいしてみたり、蹴りを放ってみたりしてから、むうと息を吐いた。


「──素す晴ばらしいわ。何、これ」


「……どういうこと？」


「ん……通常私は、天駆機関を着けての空戦だと、力が制限されてしまうんです。天駆機関を着けている以上、その〈翔ソア〉駆く動どうよりは速く動けないわけじゃないですか」


　まるで天駆機関の〈翔ソア〉駆動よりも、自分の筋力のみで動いた方が速いとでも言いたげな口くち振ぶりだった。……まあ、実際そうなのだろうが。


「それが……限りなく、地上での動きに近くなっているんです」


　オトが、在紗に視線を向けてくる。


　在紗はそれに応こたえるように口を開いた。


「オトさんの天駆機関を──正しく言えば、それに使われている空獣エアの死し骸がいを『祝福』しました。──いかがですか？」


　その言葉に、ウタが「オお？」と声を上げる。


「ソレってあレデすよネ、姪めい御ごサン。あのでっカイ姪御サンが使っテタ──」


「はい」


　ウタが言ってくるのに、首肯で返す。


「私の〈女王〉としての固有魔ま力りよく──リサさんにできるのなら、私にだってできると思って」


　そう、リサが現れ、その力を以もつて無数の空獣エアを強化しているのを目もく撃げきしてからおよそ一ヶ月間。在紗は駆真の子こ守もりの傍かたわら、暇ひまを見つけては冬香に魔力の使い方を教わっていたのだった。


　事実、在紗は一度、無意識下でこの能力を用いていた。


　先月、在紗と冬香に誘さそわれて蒼穹園上空に現れた〈城〉。それに対する際に、駆真の天駆機関を覚かく醒せいさせたのだ。


　そして──


「効果程度、範はん囲いはまだリサさんに及およびませんが……私が近くにいれば、今ある効果は保証します。──これでも、私は足手まといですか？」


「…………」


　オトが、唇を結んであごに手を当てる。


　畳たたみかけるように、在紗は続けた。


「──理論値や、計算上の話でなく、この中に一人でも、〈城〉を墜おとしたことのある人はいますか？」


　ぐっと拳を握り、皆を見回す。


「私は、あります。前回の〈城〉は、私と、私が『祝福』した天駆機関を着けたねえさまが、墜としました。これ以上の実績はないはずです」


　オトがむうとうなり、沈音に目配せをする。


　沈音はしばしの間考えを巡めぐらせるように目を伏ふせてから、声を発してきた。


「……私は在紗に死んで欲ほしくありません」


「沈音ちゃ──」


「だから」


　在紗の言葉を、沈音が遮さえぎる。


　在紗が目を丸くしていると、沈音が静かに言葉を続けた。


「……必ず生きて帰ってくると、約束してくれますか？」


「うん。もちろんよ、沈音ちゃん」


　微み塵じんの逡しゆん巡じゆんもなく在紗が言うと、沈音は諦あきらめたように首を前に倒たおした。





　　　　　　　◇





「さーてーと……」


　八や坂さか言こと枝えは、肩かたこりをほぐすように首を横に倒しながら、白い床に靴くつ音おとを響ひびかせていた。


　彼女がいるのは、中ちゆう央おう都と鮮あざ宮みやに位置する大型書店・凜りん々りん堂どう本店の二階だった。ちょうど昨日きのう、槙奈がサイン会を行った場所である。


「できる限りの宣伝は打たけど、どうだろね……」


　言いながら、言枝はずり落ちてきたサングラスのブリッジをくいと上げた。どうもサイズが大きいため、よくずれるのである。


　と、文庫コーナーの入り口に差し掛かかったとき。


「んん？」


　言枝は眉をひそめて声を発した。


　文庫コーナーの入り口には、昨日イベントに使った〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルの全身鎧よろいが展示されているのだが、それを、一人の男性客が感かん触しよくを確かめるようにペタペタと触さわっていたのである。


「あー、こらこら、駄目ですよお客さん」


「──？」


　言枝が言うと、男性客は不思議そうに首を傾げてきた。


　眼鏡めがねをかけた、純じゆん朴ぼくそうな青年である。顔立ちは整っているのだが、髪かみ型がたや服装がぞんざいなため、どこか垢あか抜ぬけない感があった。


「もしかして、僕ですか？」


「他ほかに誰だれいますか。ほら、そこ触さわちゃいけない書いてあるますね」


「あ、これは失礼」


　青年は素す直なおに鎧から手を離はなすと、ぺこりと頭を下げてきた。


「ん、そんなにこの鎧気になるでしたら、ぜひ白はく雲うん書しよ房ぼうのダークパラディン伝説読むといいですね」


「はあ、どうも」


「ではでは」


　ちゃっかり宣伝も済ませ、言枝は文庫コーナーの方に進路を戻もどした。


　と、すぐに後方から、何やら話し声が聞こえてくる。先ほどの青年が、いつの間にそこに現れたのだろうか、豪ごう奢しやなドレスを着た双ふた子ごの少女と会話を交かわしていた。


「どうしましたの？」


「早くしてくださいまし」


「ん……ああ、そうですね。でもこれ本当にいいんですかね……？　今注意されたばかりなんですけど」


　何やら青年は、女の子に急せかされているようだった。


「……？」


　気にならないではなかったが、盗ぬすみ聞ぎきをするような趣しゆ味みもない。


　言枝は文庫コーナーに歩いていくと、レジに立っていた顔なじみの店員に小さく手を振ふって挨あい拶さつをした。


「や、どもども」


「おお、八坂さん」


　文庫コーナーの担当者である中年の男が、ホクホクした顔で応じてくる。


　その表情の理由にはなんとなく目算が付いた。言枝もまた、口元に笑えみを作りながら声を発した。


「どですね、ダクパラは」


「いやあ、調子いいですよ。こんなに初動がいい本は久々です」


「内容の方は？」


　言枝が意地悪く笑いながら訊きくと、担当者は後頭部をかきながら苦く笑しようしてきた。


「いや、まあ……ははは」


「ま……そでしょね」


　完全に支し離り滅めつ裂れつだったあの文字塊かいを、一応小説の形にしただけでも言枝の功績は評価されるべきなのだが……まあ、完成品しか見ていない人の反応はそんなものだろう。言枝は大おお仰ぎように肩をすくめた。


　と。


「あ、あれっ？」


　先ほど言枝が通ってきた通路の方から、そんな声が聞こえてきた。


「ん……？」


　言枝が眉まゆを跳はね上げると同時、若い書店員が慌あわてた様子で走ってくる。


「あ、あのっ、入り口に置いてあったダクパラの鎧がなくなってるんですけど……！」


「ええっ？」


　言枝は、間の抜ぬけた声を発した。
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『──第一部隊、空獣エア群を確かく認にん』


　耳につけていたインカムから、不意にそんな声が聞こえてきて、在あり紗さは羽をぴくりと動かした。


「……！」


　空中、とりわけ戦場では肉声での会話が困難ゆえ、通信用に借りているものなのだが、いきなり耳元で音声が響く、という感覚に慣れがないため、少し驚おどろいてしまった。


　冬ふゆ香かやウタなど、在紗と同様に普ふ段だんインカムをつける機会のないメンバーも、同じような表情を浮かべている。


『……っと、あんま後ろで暴れてくれんなよ、嬢じようちゃん』


　と、駆かる真まの部下である三み谷や原はら雄ゆう一いちの声が聞こえてくる。


　左方を見やると、後部座席で身体からだを揺ゆらすウタをなだめるようにしながら、無ぶ精しよう髭ひげの男が必死にバランスを取っていた。


『ご苦労様。どんな感じかしら？』


　と、先ほどの通信に応えるように、オトの声が響く。


　オトは在紗や冬香のすぐ前方に浮ふ遊ゆうしていた。今はいつも着けている簡易天てん駆く機関ではなく、手足に、駆真のものとよく似た装着型の天駆機関を着用している。


　そして無む論ろん──その表面には、赤い光の線が描えがかれていた。


　さすがに騎士団全員分の天駆機関を賄まかなうことはできなかったのだが、〈城しろ〉突とつ入にゆうメンバーを始めとした主力級の天駆機関には、魔ま力りよくを送り込むことができていた。


　蒼そう穹きゆう園えん東部・天てん領りよう高こう原げん上空。


　今在紗たちは、夥おびただしい数の騎士たちとともに、沈しず音ねが割り出した〈城〉のある空域に向かっているところだった。


　無論、在紗や冬香の羽に不ふ審しんそうな顔を向ける者もいないではなかったが、そこは、『音ね音おんの秘密兵器』という必殺のフレーズによって、強制的に納なつ得とくさせられているようだった。


『──え？』


「…………？」


　と、オトが意外そうな声を発するのを聞いて、小さく眉を上げる。


『もう一度言ってくれるかしら？　何が、何だって？』


　オトが問うように言うと、またもインカムから、先ほどの騎士の声が聞こえてきた。


『お、おかしいんです。明らかに。──この距きよ離りなら絶対に気づいているはずなのに、空獣エアが、一いつ匹ぴきもこちらに吼ほえてこないんです。それどころか、まるで軍隊のように綺き麗れいに整列までしています』


『──なんですって？』


　インカムから、他ほかの騎士のざわめきのようなものが聞こえてくる。


『落ち着きなさい。私たちもすぐに着くわ。あちらから攻こう撃げきが行われないようならかえって好都合よ』


　オトの一いつ喝かつで、ざわめきはどうにか収まった。


　そのまま、速度を緩ゆるめず空の青を裂さき、数分後。


　在紗たちの属するグループも、〈城〉が視し認にんできる距離にまで辿たどり着ついた。


「何……これ」


　在紗は、先ほど通信を送ってきた騎士のような言葉を吐はいていた。


　切れ切れになった雲の浮うく蒼穹に浮遊する、灰色の影かげ──〈城〉。


　そのあまりに巨きよ大だいな死し骸がい塊かいの周囲には、大小様々な空獣エアが確認できたのだが、それら全すべてが、ハーピー級、ガーゴイル級、グリフォン級、ワイバーン級、ティアマット級と、綺麗に等級順に列を作って並んでいたのである。


　しかも、吼え声どころか、威い嚇かくにのどを鳴らすことすらせずに。


　在紗でさえ途と方ほうもない違い和わ感かんを覚えているのだ。日ひ頃ごろ獰どう猛もう極きわまる空獣エアたちを狩かっている騎士たちには、さぞ気味の悪い光景に映ったことだろう。


「ふん……別に驚くこたあねーよ」


　冬香が腕うで組ぐみしながらそう言う。すぐ近くに浮遊していたため、インカム越ごしでない肉声が響ひびいてきた。


「リサってのは在紗──要は〈女王〉の血を引いてるんだろ？　うんならこれくらい、号令一発だ。口笛の一つでも吹ふきゃあ、曲芸だってやってくれるぜ」


　在紗は力無く苦笑した。空獣エアが口笛に合わせて曲芸をする、やたらシュールな光景が思い浮かんで。


　だが、いくら彼女がそう言っても、騎士たちの戦せん慄りつはどうしようもなかった。


　普ふ通つう、空獣エア群は、如何いかに恐おそろしい存在とはいえ、野生動物の集まりでしかないのだ。


　彼らの行動は何よりもまず、闘とう争そう本能や食しよく欲よくが先に立つ。無論、〈女王〉種の発する誘性物質に引き寄せられるというのもあるが、要は全て本能に属する行動原理である。


　だからこそ、御ぎよしやすい。


　如何に強大な力を誇ほこるとて。


　如何に膨ぼう大だいな数の群れとて。


　それがただがむしゃらに向かってくるだけならば、対応のしようがある。


　実際、騎き士し団の座学では、空装や天駆機関の扱あつかいに次いで、空獣エアの習性を頭に叩たたき込まねばならないという話を聞いたことがあった。


　だが、もし。


　人間なんて問題にならないくらいの力を、牙きばを、爪つめを持つ異い形ぎようの怪かい物ぶつが。


　人間と同等以上の知能を持つ存在に、微み塵じんの隙すきもなく完かん璧ぺきに統とう率そつされたなら──それはどれほどの脅きよう威いになるだろうか。


　──と。


『ぐぁ……ッ!?』


「え……っ？」


　突とつ然ぜんインカム越しに響いた悲鳴に、在紗は肩かたをビクッと震ふるわせた。


『何があったの、応答しなさい』


　オトが問うも──答えは返ってこない。


　いや、少し違ちがった。


　何かがさごそという音が聞こえてきたのち、先ほどの騎士とは違う声が、在紗たちのインカムに届いてきた。


『あー、テステス。──聞こえるかな？』


　そんな、凜りんと響く鈴すずの音ねのような、声が。


「──ッ！」


『オお？　こノ声ハ……』


　在紗に次いで、ウタが声を上げる。


　次の瞬しゆん間かん、〈城〉と、冗じよう談だんのように整列した空獣エア群の前に、上方から、純白の髪かみと鉄くろがね色いろのドレスを躍おどらせながら、翼つばさの生えた少女が一人、現れた。


『ごめんなさい。ちょっと前にいた騎士さんに、インカムを貸してもらいました』


　少女──リサは、血色の隻せき眼がんと薄うすい唇くちびるを笑えみの形にしながら、空に浮遊した騎士団員を睥へい睨げいするように首を回した。


『──皆みなさん、お勤めご苦労様です。いつも蒼穹園の空を守ってくれてありがとうございます』


　言って、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


　突然、目標の目の前に現れた少女。


　その意外に過ぎる風ふう貌ぼうと行動に、騎士たちは一様に不審そうな顔を作った。


『──あれが未来の在紗ちゃん？』


　と、インカムからオトの声が聞こえてくる。周りの騎士たちが反応を示していないところを見ると、多分〈城〉突入メンバー間だけへの秘ひ匿とく通信だろう。確かそんな設定がしてあると、沈音が言っていた気がする。


「はい。間ま違ちがいありません」


『そう。よかったわね』


「え？」


『美人さんじゃない』


　オトはそう言うと、インカムに手を触ふれた。きっと、秘匿回線から一いつ般ぱん回線へと戻もどしているのだろう。


『リサ──って言ったかしら？　新しい空獣エアの〈女王〉。御おん大たい将しよう自らお出ましとは度胸のあることね』


『あなたほどじゃありませんよ、オ──いえ、音音さん』


　オト、と言いかけて、リサが訂てい正せいする。


　別にオトの正体が割れようと、リサに不利益などはないはずだったが、もしかしたら、不特定多数の騎士たちに、会話の内容がわからなくなることを嫌きらったのかもしれなかった。


　リサはドレスを翻ひるがえすようにくるりと回ると、再び声を上げた。


『さて、本題に入ります。──騎士の皆さん。ここは危険です。逃にげてください』


『何ですって？』


　オトが、訝いぶかしげに反応する。


　しかしリサは、笑みを崩くずすことなく言葉を続けた。


『私も一応騎士団少しよう尉いなもので。騎士団の実戦要員がどれだけ貴重で大事なものかは身に染しみてわかっているんですよ。──だから、逃げてください。私は別に、大量殺さつ戮りくをしたいわけじゃないんです。このまま退ひいてくれるのなら、私たちが人間を襲おそうことはありません』


「…………」


　在紗は、心臓の鼓こ動どうを抑おさえるように胸に手を置いた。


　騎士団の出しゆつ撃げきはあくまで、『駆真を助け出すこと』ではなく、『蒼穹園上空に現れた〈城〉の討とう伐ばつ』が目的なのだ。


　駆真の奪だつ還かんはあくまで、在紗の目的であり、ついででしかない。


　もしリサが人を襲わないことを確約したとしたなら──


『大だい丈じよう夫ぶよ、在紗ちゃん』


　在紗の思考を察したのか、オトが声を上げた。


『敵の甘かん言げんに惑まどわされるような人間は、私の騎士団にはいないわ。──そうでしょう？』


　空に並んだ騎士たちが、『はッ！』と応える。


『残念です』


　リサは、言うほどに残念そうな色を見せずに息を吐くと、右手の人差し指と親指で円を作り、それをゆっくりと口元に持っていった。


　そして、ピィィィィィィィィ──────っ、と、甲かん高だかい指笛を鳴らす。


　同時に、あたりから金属音が響いてきた。彼女の挙動を警けい戒かいした騎士たちが、空装を構え直したのだろう。


　だが──予想に反して、〈城〉の前に居並んだ空獣エア群は、ぴくりとも動かなかった。


　と。


「え……？」


　そんな声が、自然とのどから漏もれ出た。


　確かに、空獣エア群に動きは見られない。


　しかし、その奥おく。


　空獣エア群に守られるように浮ふ遊ゆうした灰色の巨大な塊かたまりが、まるで胎たい動どうするかのように、どくんと蠢うごめいたのである。


『な……あれは……っ！』


　インカムから、動どう揺ように震えた騎士の声が聞こえてくる。


　それに合わせるように、〈城〉下部の外がい壁へきにヒビが入り始めた。


　そして──そこから、あまりに巨大な手が、生えた。


『な……っ』


　その狼ろう狽ばいは、一体誰だれのものだっただろうか。


　すぐには判別がつかなかった。何故なぜなら──皆みな、同じような表情を浮かべていたから。


　そうしている間にも、強固であるはずの〈城〉の外壁が、ボロボロと崩れていく。


　空獣エアの死し骸がいで構築される〈城〉の断だん片ぺんは、例外なく浮遊するはずなのだが──何故だろうか、一部重力に従って落下していくものも見受けられた。〈城〉の中に、空獣エアの死骸以外のものでも置かれていたのだろうか。


　だが、そんな異常さえ、今の在紗たちには些さ細さいなことだった。


〈城〉の下半分が完全に砕さい片へんとなり、その中から──怪物が、姿を現したのだ。





　──ぐぅううぅぅうううぅぅぅぅぅうううぅるぅぅぅぅぅぅぅぅぉおおぉおぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおぉおおぉおぉぉぉぉお────





　空を打つ咆吼。


　見る者を凍こおり付かせる偉い容よう。


　頭部は金属製の甲かつ冑ちゆうのように甲こう殻かくに覆おおわれており、ヒビのような隙すき間まから、爛らん々らんと光る眼めが覗のぞいている。上半身は人間を思わせる形状をしているのだが、肩からは右に三本、左に三本、長く骨張った腕うでが生えていた。腰よう部ぶから下は蛇へびのようになっており、そこからも、まるで百足むかでの脚のごとく幾いく本ほんもの腕が並んでいる。


　そして、その体表には、血管のように赤く光る模様が浮うかんでいた。


　空に浮遊している以上は空獣エアであるのだろうが──少なくとも、在紗はこんな形状をした空獣エアを見たことはなかった。


　否いな……問題なのは形状のみではない。


　何よりも、その大きさだ。


　大型種であるワイバーン級で、およそ五十メートル。規格外の怪物、伝説上の生物とさえ言われた超ちよう大型種・ティアマット級空獣エアでさえ、その体長は三百メートルほどである。


　だが今在紗たちの目の前に姿を現した異形の空獣エアは、目算でも一キロメートルを超こえていた。
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「あれは──」


　在紗は、こくんと唾だ液えきを飲み込んだ。


　宗しゆう吾ごが封ふう印いんしたという、巨きよ大だいな空獣エア。それが、完全に覚かく醒せいして目の前に浮遊していた。


『あら？』


『オお？　随ずい分ぶんお久シブりでスネえ』


　と、オトとウタが、声を発する。


「知ってるんですか、オトさん、ウタさん」


　在紗が問うと、オトがインカムを弄いじって秘匿回線を開いた。ちなみに、ウタの方は余計な情報を漏らさないように、デフォルトで秘匿回線に設定されている。


『──千年前に何度か戦った記き憶おくがあるわ。空に適応したのか、少し形は違うけれど、あんな大きさの生物なんて他ほかにいないでしょうし』


『やー、イヤなのガキマシた。マダ生きテたんデスねエ』


　オトが眉まゆ根ねを寄せ、天てん駆く機関の後部座席に乗ったウタもまた、うヘェ、と心底嫌いやそうな顔を作る。


　だがこの場で最も険しい渋じゆう面めんを作っているのは、彼女らではなく、在紗のすぐ近くに浮遊していた冬香だった。


「……ちッ、古神獣エンシエだと？　あんな化石野や郎ろうを復活させたってのか……？」


　忌いま々いましげに舌打ちをし、ぎりと歯を嚙かみ合わせる。


　そしてすぐに冬香は、先ほどのリサのように甲かん高だかい指笛を吹ふいた。


　だが──空獣エアたちは、ぴくりとも反応しない。


「ふん、やっぱ駄だ目めか。あたしの言うこと聞かなくなってら」


　そんな冬香の行こう為いを笑うように、リサが唇の端はしを上げる。


『ふふ、驚おどろきましたか？　ウロヴォロス級、空獣エア。この世界に現存する最大最古の空獣エアです。──逃げる者を追いはしません。ただし、向かってくる者には容よう赦しやしません。ここから先は、どうぞご自由に』


　リサは最後にそう言うと、耳に押おし当てていたインカムを投げ捨て、翼を大きくはためかせて、空に残った〈城〉の上部に飛んでいった。


　それと同時に、行ぎよう儀ぎ良く並んでいた空獣エア群が、待ちわびたとばかりに咆吼を上げる。


　巨大な空獣エア──ウロヴォロス級と呼ばれたそれもまた、その蛇のような下半身で空を撫なでながら、ゆっくりと顔を上げた。


「在紗」


『在紗ちゃん』


「は……はいっ」


　冬香とオト、二人同時に名を呼ばれ、在紗は小さく肩かたを揺ゆらした。


「予定変へん更こうだ。──あたしは〈城〉内に入れねー」


『悪いけれど、私もよ。あれはちょっと洒落しやれにならないわね。下手へたを打ったら、こちらの全ぜん滅めつもあり得るわ』


「え──っ？」


　二人の言葉に、在紗は思わず目を見開いた。


「ただ、リサってのを追わないわけにもいかねー。駆真の件もあるし、あいつとっつかまえて、古神獣エンシエに大人しくするよう指示を出させるのが一番手っ取り早いしな」


『まあ、そういうことね。──在紗ちゃん。行ってくれるかしら？』


　言われて。在紗は、ごくりと唾液を飲み下してから首しゆ肯こうした。


「──はい。行きます」


　在紗が言うと、冬香は一いつ瞬しゆん不安げな顔を作り──すぐにそれを振ふり払はらうように頰ほおを張ってから、在紗の頭を撫でてきた。


「うし、行ってこい。ウタ、ミヤ、それにブタマル。在紗を頼たのんだぞ」


『はいハイ！』


「あいよ」


「誰がブタマルだ……ッ！」


　インカムの先からウタと、ウタを後部座席に乗せた三谷原が答え、ついでに在紗の口から、無意識のうちにそんな言葉が発される。


　今魔ま王おうは、在紗を守るために、在紗の身体からだに憑ひよう依いしていた。それを示すように、今在紗には、灰色の羽とは別に頭部にねじくれ曲がった角が生えている。


『そうだ。私たちの代わりになるかどうかはわからないけど──』


　と、オトがインカムを操作しながら、何やらブツブツと唇くちびるを動かし始める。


　そして数秒のあと、在紗たちの前に、数名の騎き士したちが集まってきた。


「あ、あなたたちは──」


　在紗は目を丸くした。


　集結した騎士は四名。いずれも装着型の天駆機関を身に着けた者たちだったのだが、在紗は、その全員に見覚えがあったのである。


　まず前列にいたのは、


『おおッ！　お呼びですかい、閣下！　暴れてやりますぜぇぇぇぇぇッ！』


　と、いやに暑苦しく叫さけぶ禿とく頭とうの大男──〈鉞童子アクスマン〉大だい郷ごう元もと治はると、


『──っフゥン……我々を選ぶとは、さすが元げん帥すい。お目が高い』


　不自然に固められた前まえ髪がみを風にそよがせる優やさ男おとこ──〈ノーブル・ブラッド〉爽そう世せい寺じ直なお次つぐ、


『あらぁ？　随分可愛かわいらしい子が隊長さんなのねぇ。うふふ、お姉さん興奮しちゃうわぁ』


　そして、無む駄だに色気を振りまく女──〈完かん熟じゆく女教師・桃もも色いろ参さん姦かん日び〉魅み島しま薫かおる子こだった。


　ついでにその陰かげに隠かくれて、


『うおおおおおおッ！　駆真さん見ててくださぁぁぁぁいッ！　姪めい御ごさんはッ！　俺おれがッ！　必ず守ってみせまぁぁぁぁすッ！』


　なんて声を上げる、髪かみを引ひっ詰つめにした若い男──松まつ永なが衛えい二じの姿も見受けられた。


　皆、三ヶ月前の蒼穹園武会に出場していた選手たちだ。


『まあ、いないよりはマシでしょう』


「は、はあ……よ、よろしくお願いします」


　在紗がぺこりと頭を下げると、居並んだ〈城〉突とつ入にゆうメンバーは一いつ斉せいに『おうッ！』と声を上げた。


『さて、そろそろ始めましょうか。──全隊、攻こう撃げき開始。獣けもの共に、私たちの力を見せてあげなさい』


　オトが、高らかに戦せん闘とうの開始を宣言する。


　そして──戦いは、始まった。





　　　　　　　◇





「マキナさぁん……そろそろ立ち直ってくださいよう……」


　疲つかれたようなアステナの声が、毛布越ごしに槙まき奈なの鼓こ膜まくを揺らす。


　しかし槙奈は反応を返さず、自室のベッドの上に体育座ずわりをして、毛布を被かぶりながらガタガタと震ふるえるだけだった。


　ついでにグゥとお腹なかが鳴る。そういえば、昨日きのうネットを見て精神に傷を負ってから、何も口にしていない気がする。


「よ、よかったんですか、ネオンさんの呼びつけ無視しちゃって……」


　アステナがそんなことを言ってくる。


　そういえば昨日、何やら連れん絡らくがあったのだが──完全に無視を決め込んでいた。というか、まったく反応を返せないでいた。


　と。


「…………っ！」


　アステナが息を詰まらせるのがわかった。理由は単純。机の上に置かれていた槙奈の携けい帯たい電でん話わが震しん動どうし始めたからだろう。


「え、ええと……マキナさん？」


「…………」


「で、出ないんですか？」


「…………」


「私、出ちゃいますよ……？」


「…………」


　槙奈が何も喋しやべらないものだから、アステナは緊きん張ちようした様子でごくりと唾液を飲み込むと、震える携帯電話を開いて、よーくボタンを確かく認にんしてからプッシュした。きっと、在紗あたりに操作を教わったのだろう。


「は、はい……も、もしもし？」


　慣れない様子で定型句を言ってから、言葉を続ける。


「あ、いえ。ちょっと今マキナさんは……、え？　はぁ、それくらいなら……」


　少し逡しゆん巡じゆんのようなものを見せてから、アステナが槙奈の方に歩みを寄せ、そろーっとした手つきで毛布を剝はぎ取り、槙奈の頭部を露ろ出しゆつさせた。


「…………っ」


　およそ一日ぶりの太陽光が目を灼やく。槙奈は思わず瞼まぶたを閉じた。


「し、失礼します……」


　と、アステナがおっかなびっくりといった調子で、携帯電話を槙奈の耳に近づけてくる。すぐに、電話の先から特とく徴ちよう的てきな発音が響ひびいてきた。


『あー、ども、ども。白はく雲うんの八や坂さかです。ダークパラディン伝説のことなのですけども――』


「ひ──っ!?」


　槙奈は電話から発された、今一番聞きたくない単語に、全身をびびくぅッ！　と震わせ、仰あお向むけにベッドに倒たおれ込んだ。


　その際、後頭部が部屋の壁かべにクリティカルヒットする。


「──ったぁッ!?」


「ま、マキナさん！」


　アステナが、慌あわてた様子で手を伸のばし、槙奈の頭にかざしてくる。何かの盟術でも使ったのだろうか、少し痛みが引いた。


「……あー」


　久々に声を発したものだから、少しのどが痛む。槙奈は頭をくしゃくしゃやると、低いうなり声を発した。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、マキナさん……」


「ん……なんとか」


　テンションの低すぎる声でそう言うと、何故なぜかアステナがものっすごく嬉うれしそうな顔を作った。


「……何よ」


「あ……す、すいません。久々にマキナさんが人間らしい反応を返してくれたもので……」


　言って、苦く笑しようしながら頭をかく。


「…………」


　そういえば、昨日ネットを覗のぞいて精神をボロボロにされてから、ずっと会話をしていなかった気がする。槙奈は隈くまの浮うかんだ目を擦こすりながらむうとうなった。


「あ！　そ、そうだ、マキナさん。これを──」


　と、アステナが手にしていた携帯電話を手て渡わたしてくる。


「……っ」


　槙奈は肩を震わせた。


　電話口の相手はわかっている。担当編集の言こと枝えだ。そして用件は──槙奈の小説についてである。


　とはいえ、出ないわけにもいかなかった。震える手を伸ばして電話を受け取り、耳元に持っていく。


「も、ももももしもし……？」


『おお、鳶とび一いちさん。大丈夫です？　書評サイトとか見てヘコんでたりしないです？』


　言って、あははと言枝が笑う。彼女からしたら軽いジョークのようなものなのだろう。


　しかし槙奈は、もう肺がぺしゃんこになってしまうのではないかと思えるくらいの、大きな大きなため息を吐ついた。


『ど、どしたですか』


「……いや、インターネットってのはホントに恐おそろしいところね……」


『ええ？　ホントに見ちゃたですか？　やめとけ言いましたのに』


　言枝が、苦笑じみた声を響かせてくる。


「……で？　何の用だってのよ」


『ああ、そでしたそでした』


　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、言枝が続けてくる。


『やー、こんなコト初めてです。まだ発売一週間も経たてないのに』


「な、何よ。何だってのよ」


　槙奈が身構えながら問うと、言枝が嬉しそうに含ふくみ笑わらいを漏もらした。


『ふふふ。実はですね、──ダクパラに、早々とアニメ化と実写映画化の話が来まして』


「…………」


　言枝がその言葉を吐いた瞬しゆん間かん。槙奈は、視界が極ごく彩さい色しきのマーブリングに侵しん食しよくされていくかのような感覚を覚えた。


　麻ま薬やくというのはこういう感覚なのだろうか。グラグラで、フラフラで、ダラダラで、ゲラゲラだった。脳がゲル状になって、耳の穴から溶とけ流れていくかのような錯さつ覚かく。心臓が肥大して、内側から胸が圧あつ迫ぱくされるかのような幻げん覚かく。


　口とのどだけが、槙奈の意思を外部に伝えるために運動を開始する。


「はああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」


　槙奈は、のどを潰つぶさんばかりの絶ぜつ叫きようを上げた。


「な……ッ、なななななななななななななによそれ……！　書しよ籍せき化だけでも十分でしょうに、なんでそんな……ッ!?」


『やー、ま、書評の方は軒のき並なみ酷こく評ひようばかりなんですけども、なにぶん、うちの会社でも前例がないくらい売れに売れてまして。今はどの業界もコンテンツ不足ですからね』


「だ、だからって──ッ！」


　冗じよう談だんではない。出版されただけでもこんなダメージだというのに、映像化なんてされたら、それこそ作品を目にする人間の数はドンと跳はね上がる。もはや自殺を考えてしまうレベルだった。


　と──そのとき。


「ま、マキナさん！　あれを……！」


　電話口に向かって叫さけびを上げる槙奈の横で、アステナが驚おどろいたような声を発する。


「何よ、今それどころじゃ──」


　振ふり向むき、言いかけて、槙奈もアステナと同じような表情を作った。


　机の脇わきに置かれていた鞄かばんの中から、ぼんやりとした光が漏れ出ていたのである。


「あ、あれは……」


『んん、どしました？　鳶一さんー？』


　そんな呼び声を上げてくる電話をベッドの上に放ほうり、槙奈はそろそろと机の方に寄っていった。


　そして、恐る恐る鞄の口を開け、中を確認する。


「──！　ピコハンが──」


　そう、槙奈の鞄の中に放られていた神器ヴェクサシオンが、淡あわい輝かがやきを放っていたのだ。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


「──ッ!?」


　と、後方からいきなり声が響いて、槙奈とアステナは同時にバッと振り返った。


「あ、あんたら……天あま由ゆ良らに、霊たま由ゆ良ら……っ!?」


「ええ」


「お久しぶりですわね、槙奈さん」


　いつの間にそこに現れていたのだろうか、豪ごう奢しやなドレスを纏まとった双ふた子ごの女の子が、にこりと微笑ほほえむ。


「どうやら、ヴェクサシオンの発動条件を」


「無事満たしたご様子ですわね」


　言われて、槙奈は再び鞄の中で光るピコピコハンマーに視線を戻もどした。


「……と、いうことは……」


「ええ」


「ええ」


　天由良と霊由良が、こくりとうなずく。


「あなたの小説を読んだ方が」


「十万人を超こえたということですわ」


「──────ッ！」


　その言葉に。槙奈はぺたんとへたり込んだ。


　無む論ろん、それを目標に改かい稿こう、出版をしたわけであるのだが……直接そう言われると、なんかもう全身を搔かきむしって叫びだしたくなるような気分に陥おちいるのだった。それくらい、体表全部が鳥とり肌はだでカユい。


「ぉ、ぅおおぅ……」


「あらあら、いかがいたしましたの？」


「さあ、早くヴェクサシオンで駆真さんの思い出を呼び起こしてあげてくださいまし」


「…………」


　しかし、槙奈はのそのそとした動作でベッドの上に戻ると、再び毛布を被かぶってガチガチと歯を鳴らし始めた。


「あ……ああッ！　また昨日きのうと同じ状態に……っ！」


「あらあらあら」


「どうしましたの、槙奈さん」


　アステナと双子が何やら声を上げてくるが、槙奈の耳には入らない。途と方ほうもない倦けん怠たい感かんと無気力と羞しゆう恥ちが脳内を駆かけ回る。


「ふむ、仕方ありませんわね」


「ここは彼にお任せするとしましょうか」


　天由良と霊由良が、言葉を続ける。


　無論、槙奈は何の反応も示さなかった。


　だが──


「ふん、情けないな。それでも我わが造物主か」


　突とつ然ぜん、アステナと双子以外の声がして、槙奈はぴくりと肩かたを震ふるわせた。


　聞き慣れない、男の声である。槙奈は微かすかに毛布を揺ゆらしながら、恐る恐る振り向いてみた。


　そこには。


「……ッ!?　ヴァ、ヴァリアルド……ッ!?」


　槙奈は驚きよう愕がくに目を見開いた。


　そう、そこには、漆しつ黒こくの全身鎧よろいに深しん紅くのマントを纏った、〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルが立っていたのだった。


「は……？　な、なんであんた……」


　ヴァリアルドは槙奈の小説の主人公。言うまでもなく架か空くうの人物である。そんなものが存在するはずが──


「…………」


　と。そこで槙奈は半眼を作ると、ヴァリアルドの鎧をコンコン、とノックしてみた。


　明らかに金属ではない。軽くて丈じよう夫ぶな樹じゆ脂し製だった。


「……何よ、イベントのときに使ったコスプレ衣い装しようじゃない。店から持ってきたの？　ていうか中身誰だれ？　イベントスタッフ？」


　槙奈が、ため息混じりに言う。


　だがヴァリアルドは槙奈の言葉を聞いているのかいないのか、大おお仰ぎように首を振ると、バッ、とやたら格好いいポーズを取ってみせた。


「行くぞ造物主。おまえの友が待っているのだろう？　安あん穏のんの地にうずくまっている暇ひまはないはずだ。おまえには、鮮せん血けつ舞まい散る戦場こそが相応ふさわしい」


「……知らないわよ。もうほっといてちょうだい。私はもう……」


　槙奈は嘆たん息そくすると、再び毛布を被り直そうとし──


「おまえは恋こいに破れたフロイラインか？　まだ牙きばが折れていないのならば、レオンとしての意志を持っているのなら、私とともに来い、ソルジャー」


　ヴァリアルドがそう言うのを聞いて、その動作を停止させられた。


「──っ」


　そのフレーズは、槙奈が作中でヴァリアルドに言わせた台詞せりふであったのだ。


「……あんた」


　槙奈が再度振り向くと、ヴァリアルドは懐ふところから一冊の本──ダークパラディン伝説を取り出した。


「──素す晴ばらしい本ではないか。青あお臭くさく、恥はずかしい。だがおまえの心からの叫びが、闇あん黒こくの淵ふちより生まれいでしアヴィスの混こん沌とんが伝わってくる」


「…………っ」


　槙奈は、息を詰つまらせた。そんなことを言われたのは、初めてだったのだ。……後半は少々意味がわからなかったが。


「なれば作者よ、造物主よ。主人公わたしに吐はかせた台詞を偽いつわりとするな。私を、高潔なる〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉でいさせろ」


　完全に作中のヴァリアルドの口調で、捲まくし立たてる。


　槙奈は顔を真っ赤に染めながら、うがー！　と手足をバタつかせた。


「わかったわよッ！　だからそのクソ恥ずかしい台詞を吐くのをやめなさい……ッ！」


　槙奈がそう言うと、アステナが顔を明るくし、双子もまた、唇くちびるを微び笑しようの形にした。


　槙奈は頰ほおを染めたまま、つまらなそうに舌打ちすると、のしのしと歩いていって鞄の中からピコピコハンマーを手に取った。


「……で？　とにかく鷹たか崎さきの頭ブン殴なぐりゃいいんでしょ？　早くあいつの家行くわよ」


　言って、光り輝くピコハンをブンブン振り回す。


　しかし、アステナはキョトンとした顔を作って首を振った。


「い、いえ、今カルマ様はお家うちにはいらっしゃいませんよ……？」


「はぁ？　こんなときに遊び回ってるっての？　ったく──」


「いえ、そうではなくて……」


「？　じゃあ何だってのよ」


　含みを持たせた言い方に少し苛いらつきながら槙奈が問うと、アステナは気まずげに頰をかきながら答えた。


「その……誘ゆう拐かい、されちゃったみたいで……」


「……ッ、はぁっ!?」


　槙奈は、ヴェクサシオンを振り下ろしながら叫びを上げた。


「な、何よそれ、聞いてないわよ!?」


「や、言いましたって！　私も！　電話の先でネオンさんも！」


　音音の名が出て、槙奈は身を竦すくませた。昨日きのうのショックで前後不覚に陥ってしまっている間に、音音の命令を無視してしまったらしい。


　どうにか首を振って自分を落ち着かせ、言葉を続ける。


「え、何、じゃあドコにいるかわからないってわけ？　そんなの私がピコハン使えるようになっても、どうしようもないじゃない」


「い、いえ、場所はわかったみたいなんですけど……」


「はあ……？　一体ドコだってのよ！」


　槙奈が叫ぶと、不意に横からヴァリアルドが進み出てきた。


「──私が案内する」


「は、はぁ？　あんた何言って……」


　と、槙奈が答えきるより早く、ヴァリアルドが槙奈の背後に回り、脇わきに手を差し入れてきた。


　そして、鎧の中に小型の装着型天てん駆く機関でも纏まとっていたのだろうか、そのままふわりと宙に浮うく。


「わきゃ……ッ！　な、何よいきなり……！」


「悪いがあまり時間がない。少し、急がせてもらうぞ。摑つかまっていろ造物主。漆黒の風に振ふり落とされたくなくばな」


「ちょ、ちょっと待っ──」


　だが槙奈の制止など聞かず、ヴァリアルドは、ピコピコハンマーを手にした槙奈を抱かかえて、部屋の窓から空へ飛び立っていった。








「あ、あの……」


　槙奈と黒い鎧の男が部屋を飛び立ってから数秒後。アステナは、頰に汗あせを垂らしながら、隣となりに浮ふ遊ゆうした双子の姉し妹まいに声をかけた。


「はいはい」


「なんですの？」


「あの鎧の方、一体何者なんですか……？」


　アステナが問うと、天由良と霊由良はにぃ、と唇の端はしを上げた。


「あの方は」


「我々が今できる最大限の手助けですわ」





　　　　　　　◇





「無事でスカ、姪めい御ごサン！」


「な、なんとか……っ！」


　空に残った〈城〉上部。


　夥おびただしい数の空獣エア群をすり抜ぬけ、その入り口にどうにか入り込んだ在紗は、ウタの問いかけにのどを震わせた。


「さァて……ま、とりあえずは成功か」


　突とつ入にゆうの際に破損してしまった搭とう乗じよう型天駆機関をその場に乗り捨てた三谷原は、両手に短機関銃サブマシンガンを携たずさえ、全身に弾だん薬やくを巻き付けながらふわりと空中に浮かび上がった。


　今彼はその身に、装着型天駆機関を纏っていたのだ。


「三谷原さんって、装着型も使えたんですね」


　そんな彼の姿を見て、在紗はそう言った。確か三谷原は後衛。狙そ撃げきを専門とする騎士のはずである。


「はは、空獣狩りハンター時代、鷹崎の奴やつに空中格かく闘とうを教えてやったのは誰だと思ってんだ？」


「え……っ？」


　在紗が目を丸くすると、三谷原は小さく肩をすくめて〈城〉の奥おくをあごで示した。


「──ま、それはあとにしようや。ここからが大変だ。気ィ引き締しめてな」


「は、はい……っ！」


〈城〉内部にはまだ、多数の空獣エアが潜ひそんでいるだろう。三人は警けい戒かいを緩ゆるめぬまま先へ進んでいった。在紗と三谷原は浮遊しながら。ウタは、床ゆかを走ったり、壁かべに背から生えた『手』を突つき刺さしながら。


　……ちなみに、他ほかの突入メンバーは、全員〈城〉に到とう達たつする前にリタイアしていた。


「にしても、これが〈城〉ねェ。随ずい分ぶん想像と違ちげェな」


　と、油ゆ断だんなくあたりを見回していた三谷原が、不意に声を上げる。


　しかしそれも無む理りからぬことだろう。


　在紗たちが侵しん入にゆうした〈城〉の内部は、まるで本物のお城のように綺き麗れいに整備されていたのである。


　壁かべ床ゆか天てん井じようは空獣エアの死し骸がいで構築されているようなのだが、丁てい寧ねいな防ぼう腐ふ処理が施ほどこされた上、一度粉々に砕くだいてから建材に作り直しているのだろう、測量されたかのように綺麗な直線が描えがかれている。


　しかもその壁には、光源のためか等とう間かん隔かくでランプが並んでいた。とても野生動物が作ったものとは思えない。少なくとも、以前在紗が駆真と墜おとした〈城〉とは比べものにならない文明レベルだった。


「多分……ここはディアブロ級空獣エアの〈城〉なんだと思います」


「ディアブロ級……ってェと人型のやつか」


「はい」


　在紗の言葉に、三谷原は一いつ瞬しゆん在紗の角と羽に目を向けてきたが──すぐに視線を前方に戻もどす。


　それは彼なりの気き遣づかいだったのかもしれないが、それよりも明確な理由があった。


「オお？　アれハ──」


　ウタが、頭部から生えた目玉つきのケーブルを蠢うごめかしながら声を上げる。


　住民が皆みな空を飛べるからだろう、広めに作られた通路の先に、白い髪かみが揺ゆらめくのが見えたのである。


「──リサ、さん……ッ！」


　在紗は、眉まゆ根ねに深いしわを刻みながら声を上げた。


「ふふ、来たわね、在紗ちゃん。──それに、三谷原さんにウタさん、か。見たところ、魔ま王おうさんも憑ひよう依い状態みたいね」


　リサが、大きな翼つばさをはためかせながら、くすくすと笑う。


「予想より少し多いかな。ウロヴォロス級にもっと人員を割さいてくれるかと思ったんだけど。……まあ、かあさまとオトさんがいないだけでも十分か。あとは、こっちで始末すればいいんだし」


　と、リサがウロヴォロス級を呼び覚ましたときのように、ひゅうッ、と指笛を吹ふく。


　すると通路の奥や左右、さらには後方からも、翼と角、そして尾おの生えた人型の空獣エアたちが幾いく体たいも姿を現した。


　皆空獣エアの甲こう殻かくを加工した鎧よろいに身を包み、骨や牙を使った武器を在紗たちに向けている。


「な……っ」


　在紗が短く息を詰まらせると、リサはドレスの裾すそを両手で持ち上げてみせた。


「それじゃあ、楽しんでいってね」


　言って、通路の奥へと消えていく。


「待っ──」


　追いすがろうとするが、すぐにリサが消えた方向を、幾人ものディアブロ級空獣エアたちが埋うめる。


　前方、後方、そして左右。広い通路の中心で、在紗たちは完全に囲まれてしまっていた。


「……まずいな。ここで足止めを食うのは上手うまくねェ」


　声を潜めるようにして、三谷原が言ってくる。


「デスねェ。まトモにやってタラ、結構な時間ガかかッテしまいマス」


　次いで、ちらとウタが顔を向けてくる。


『ふむ……』


　と、在紗の頭の中に、そんな声が響ひびく。在紗の身に憑依した魔王が語りかけてきているのだろう。


『アリサよ。ここはこやつらに任せ、我らはリサを追おう』


「え……でも──」


　在紗は、眉まゆを八の字に歪ゆがめながら、周囲を取り囲む空獣エアたちに目をやった。パッと見ただけでは見当すらつかないくらいの数が、通路に犇ひしめいている。こんな数をたった二人に任せるなんて──


「ダイジョーブですヨオ」


　在紗の考えを察したのか、ウタがカラカラと笑って見せた。


「ワタクシは皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん。コンナ手合い、千年前に飽あきルホど千切ッテは投げ千切っては投ゲシマシた」


「おう。行ってきな、在紗ちゃん。俺おれもここ何日か、副業の方で机に向かいっぱなしだったもんだから身体からだがなまってたとこだ」


　と、三谷原もまた、短機関銃サブマシンガンを構えながら言ってくる。


「…………」


　在紗は一瞬の逡しゆん巡じゆんのあと、首を前に倒たおした。


「──お願いします」


「はいハイ！」


「了りよう解かいしました」


　言うと二人は、合図もなしに同時に空を、床を蹴けって前方に固まった空獣エアたちに向かっていった。


　そして、まるで踊おどるような動作で空獣エアたちを屠ほふる。


「ぐ……ッ!?」


「がぁ──っ！」


　空獣エアの甲殻で全身を固めたディアブロ級たちが、苦く悶もんの声を上げる中、完全に固められていた包ほう囲い網もうに穴が空く。


「おぅら、行けっ！」


「今デス、姪御サン！」


「──はいっ！」


　三谷原とウタが言ってくるのに答え、在紗は翼で空を打って前方に身を躍おどらせた。


　翼を後方に畳たたみ込み、泳ぐように空獣エアの包囲の中をくぐり抜ける。


　そしてそのまま、一度も振り返らずに、リサが消えた方向へと進んでいった。


　だが──リサの白い髪は、いくら進めども見えてこない。


「一体どこへ……」


　がらんとした通路を、上へ上へと進み、在紗は眉をひそめた。


　と、そこで、再び頭の中に声が響いてくる。


『──アリサ。その先の扉とびらから、覚えのある気配がする』


「え……？」


　在紗はぴくりと眉を動かすと、唾だ液えきを飲み下してから、魔王の言う扉に飛んでいってノブに手を掛かけた。


　そして、呼吸を整えてから一気に開け放つ。


「──！」


　瞬しゆん間かん、在紗は驚きよう愕がくに目を見開いた。


　恐おそらく鷹崎家の全敷しき地ちよりも広大な部屋である。そこかしこに高級そうな調度品が置かれ、まるでお姫ひめ様さまの部屋のようだった。


　しかし、在紗が驚おどろいたのはそんなことに関してではない。


　部屋の奥に置かれた巨きよ大だいな天てん蓋がい付きのベッド。そこに、在紗の叔母おばである駆真が横たわっていたのである。


　在紗が扉を開けたのに気づいたのだろう、目を擦こすりながらむくりと身を起こしてくる。


「ん……まーま……？」


「ねえさま……！」


　在紗は、険しくなっていた表情を一瞬明るくし、駆真に向かって翼をはためかせた。


　が──ベッドに辿たどり着つく前に。


「……ッ！」


　在紗は、自分の身体が急に言うことを聞かなくなるような感覚に襲おそわれた。身体が突とつ然ぜん、回かい避ひ行動を取るように後方へと飛び退のいたのである。


　誰だれの仕し業わざかはすぐに知れた。魔王だ。


「魔王さん、何を……」


　と──言い終わるより先に、在紗は魔王の意図を知った。


　部屋の天てん井じようから在紗の目の前に、リサが鋭するどい蹴りを放ってきたのである。


「リサさん……ッ！」


「よく避よけたね、今のは」


　リサが、感心するように言う。実際、在紗は完全に気づいていなかった。魔王が助けてくれなかったら、今いま頃ごろ延えん髄ずいに攻こう撃げきを受けて昏こん倒とうしていたに違ちがいない。


「……ありがとうございます、魔王さん」


『よい。それより今は、敵に集中しろ』


　在紗が小声で言うのに、魔王が返してくる。在紗はその指示通り、リサに油断なく視線を放った。


「まーまが……ふたり……？」


　ベッドの方から、少し混乱した様子の駆真の声が響く。


　それを聞きながらに、在紗とリサは対たい峙じした。


「随分早かったね。──ああ、三谷原さんもウタさんもいないところを見ると、一人だけ抜ぬけてきたのかな。うん、優ゆう秀しゆう。いい判断よ」


　リサが、パチパチと拍はく手しゆをしながら言う。


　しかし在紗は険しい視線を保ったままだった。


　リサが小さく肩かたをすくめ、少し腰こしを落とす。


「ここまで来たのは誉ほめてあげる。でも、ここで終わりよ」


「──まだ、遅おそくありません。リサさん、ねえさまを返してください。空獣エアに攻撃を止やめさせてください。そして、迷めい惑わくをかけた皆みなさんに謝あやまりにいきましょう。きっと、許してくれるはずです」


　在紗が静かな口調で言うと、リサが目を丸くした。


「呆あきれた。何を言っているの？　我ながら甘あま過すぎるよ。──もう、何もかも遅いの。私を止めたいのなら、もう殺すしか手段はないわよ？」


　言って、リサがどこか悲しげに、親指で自分の心臓を指さす。


「そんなこと、ありません」


　そして、静かに右半身を引き、構えを取る。


　全身に魔王の力が満ちる感覚。


　それに応ずるように、リサもまた、空中に浮ふ遊ゆうしながら構えを取った。


　数瞬の間、部屋の中に緊きん張ちようが満ちる。


　その静せい寂じやくを破ったのは──


「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──ッ!?」


「──!?」


「……っ」


　在紗でもリサでもなく、突然部屋の窓をぶち破って現れた鳶一槙奈だった。








「……ったたた……」


　槙奈は頭を押おさえながら身を起こした。


　突然現れた〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉ヴァリアルド・ヴァン・シュナーヴェルによって、部屋着のまま自室から危険空域まで連れてこられた挙げ句、混戦極きわまる騎士団と空獣エアの戦場を抜けて、〈城〉の上部に放ほうり込まれたのである。


「ここは任せたぞ、造物主」


　と、今し方窓をぶち抜いた張本人──ヴァリアルドが、指を二本立ててビッ！　と敬礼のようなポーズを取る。


「ま、任せたって……」


　槙奈が声を上げるも、ヴァリアルドは聞いていないらしかった。視線を部屋の奥──ベッドに横たわった鷹崎駆真にやり、立てていた二本の指をそちらに向ける。


「いつまで寝ているつもりだ、我が友、リヴィエラ・ヴェール・ヴァルジャーノン。音に聞こえた〈常闇の魔剣士ブラツク・ソーダー〉がその体たらくでは、祖国の民も悲しもうというもの」


　そして、そんなことを言う。


　……いやまあ、リヴィエラはデザインが似ているだけで駆真とは無関係なのだが。


　しかし槙奈が突っ込みを入れるより早く、ヴァリアルドは壁を蹴り、〈城〉から離脱していった。


「ど、どこ行くのよあんた……ッ！」


「私は他ほかにもやらねばならぬことがある。そう、虚きよ無むの母が命ずる限り」


「ちょっと！　私天てん駆く機関着けてないのよ!?　どう帰れってのよ！」


　叫さけぶも──ヴァリアルドは聞く耳持たず、瞬またたく間まに戦場の方に飛んでいってしまった。


　実際、恐ろしいまでの飛行技術であった。ティアマット級に、見たこともないような大きさを誇ほこる空獣エアが跋ばつ扈こする戦場を、槙奈を抱かかえたまま滑すべり抜けるように突とつ破ぱしてみせたのである。恐らく騎士団員にもあそこまでの技能を持つ者はそういまい。


　と……槙奈はそこで、部屋にいた三人の少女たちから、ジッと視線を投げられていることに気づいた。


　ベッドに座った駆真。そしてその前で対峙する、在紗とリサ。


「あ……」


　誰がどう見ても、ラスボス戦真まっ直ただ中なかだった。


「ど、どうぞお構いなく……」


　槙奈は気まずげに肩をすぼめると、そそくさと部屋の端はしに退たい避ひしていった。


「…………」


「…………」


　在紗とリサはもの凄すごく何かを言いたげにしていたが、相手から視線を外したままにしているのは得策でないと考えたのか、頰ほおに汗あせを浮うかべながら、互たがいの方に目を戻もどして構えを取り直した。


「…………」


　どうせ、天駆機関も空装もない……どころか、裾すそがほつれて首のゴムが伸のびきった部屋着しか纏まとっていない槙奈が、あのリサと、魔ま王おうの憑ひよう依いした在紗との戦いに割って入れるわけがない。


　と、槙奈はそこで思い出した。


「あ……そうか」


　あまりにジェットコースターな出来事が続いたせいで失念していたが、場ば違ちがいな装備の槙奈がこんな戦場に放り込まれた理由は、一つだったのである。


　つまりは──駆真の頭をピコピコハンマーで殴なぐり、思い出を呼び起こさせること。


　幸い、リサは在紗に釘くぎ付づけになっている。槙奈は足音を立てないようそろそろとベッドに寄っていった。


「……久しぶりね鷹崎。あんたのせいで随ずい分ぶん苦労させられたわよ」


「…………」


　槙奈が忌いま々いましげに言うも、駆真は反応を返そうとしない。今にも戦せん闘とうを開始しそうな在紗とリサの対峙に、ジッと視線をやっていた。


　槙奈はムッとした顔を作ると、右手に握にぎっていたピコピコハンマーを大きく振ふり上げ、駆真の後頭部目がけて力の限り振ふり下ろした。


「うぉりゃっ！」


　が──


「え……っ？」


　スカっ、と空から振ぶり。勢い余って槙奈はベッドに転がり込んだ。








「うぉりゃっ！」


　部屋の奥から響ひびいた、そんな槙奈の声が合図になった。


「…………っ！」


「────！」


　視線を交わらせ膠こう着ちやく状態を作っていた在紗とリサは、同時に足を踏ふみしめて拳こぶしを握り、腕うでを大きく振りかぶった。


　純じゆん粋すいな力では、間ま違ちがいなくリサには敵かなうまい。


　だが今在紗の身体からだには、魔王ルーン・ロヴァルツが宿っている。彼の魔ま力りよくを込めた一いち撃げきであれば、在紗の非力な腕でも、なんとかリサに対たい抗こうし得るはずだった。


　十と二年を生きてきた中で、在紗は、一度も本気で人を殴ったことがない。


　物静かな性格のためでもあるし、そんなことが必要とされる状じよう況きように置かれたことがなかったからでもある。


　そして何よりも、駆真が守ってくれていたからというのが大きいだろう。


　だが──今は。


「────っ！」


　その、駆真を助け出すために。


　そして、最悪の運命を選ばされてしまった目の前の自分を救うために。


　生しよう涯がいで初めて、全身全ぜん霊れいで拳を打つ──ッ！


　──だが。


「え……？」


「は……？」


　互いの顔面目がけて渾こん身しんの拳打を放った在紗とリサは、双そう方ほうほぼ同時に間の抜けた声を上げた。


　それはそうだろう。こんな至し近きん距きよ離りで拳を打ち合っておきながら、そのどちらもが、相手に届いていなかったのだから。


　否いな、正しく言うのであれば──


「ぐぇふ……っ」


　──在紗とリサの間に、突とつ如じよ駆真が乱入し、二人の攻撃をその身に受けていたのだから。


「ね、ねえさま……？」


「な……っ」


　二人は、驚きよう愕がくにのどを震ふるわせ、拳を引いた。


「ねえさま……？　い、一体──」


「今の動き……まさか、記き憶おくが戻って……!?」


　リサがハッとした顔を作り、槙奈の方を睨にらみ付ける。確かに、今の駆真の動きは、身体が覚えている、というレベルを超こえていた。


　滑なめらか、かつ素す早ばやい跳ちよう躍やく。見まごうことなき、蒼穹園の〈魔ま女じよ〉の疾しつ駆く。


　そこで、在紗も気づく。そういえば槙奈が、光ひかり輝かがやくピコピコハンマーを握っていた気がしたのである。


「い、いやいやいやいや！」


　だが槙奈はブンブン首を振った。


「わ、私はまだ何もしてないわよ!?　ほら！」


　在紗に向けて、光の宿ったハンマーを示してくる。


　確か槙奈が代だい償しようを満たしたとしても、あのハンマーは一度しか効力を発揮しないという話だった。槙奈の言葉は本当だろう。
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　だが、それならば一体──


　在紗とリサが困こん惑わくした顔を作っていると、駆真が赤くなった頰をさすりながら、穏おだやかな声を発してきた。


「──駄だ目めだよ、在紗、リサ。二人が殴り合うなんて絶対に、駄目」


　そう。


　はっきりした発音で、しっかりと。


　鷹崎駆真は、そう言った。


「あ──」


　在紗は、一いつ瞬しゆんリサを前にしていることすら忘れ、手を胸むな元もとに置いた。


　心臓の鼓こ動どうを抑おさえるように。あるいは──神に感謝するように。


「ねえさま……！　思い出してくれたの……？　自分のこと……私のこと……っ！」


　在紗が問うと、駆真は優やさしくうなずいた。


「うん。心配かけてごめんね。もう大だい丈じよう夫ぶだよ、在紗」


「ねえさま……っ」


　その優しげな笑えみに、在紗は泣いてしまいそうになる。──と、


「大丈夫だよ、じゃなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああぁぁぁああああああぁぁああああああああいッ！」


　在紗の声を押しのけるように、槙奈がのどを潰つぶさんばかりの大絶ぜつ叫きようを上げた。


「なんだ鳶一。いたのか」


　槙奈の方に視線だけを向け、駆真がいつもの調子で返す。


「いたのかって……ッ！　あんたッ！　一体どうやって記憶が戻ったってのよ！　まだハンマー当たってないじゃない！」


「ん、少し前から戻っていたぞ」


「は……はぁ……ッ!?」


　槙奈が、口をあんぐりと開けて驚愕を露あらわにする。


　無む論ろん、驚おどろいたのは槙奈だけではない。在紗も、リサも、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。


「ど、どれくらい前から……!?」


「ん……確か一番初めに在紗にミルクをもらったときだったか。いやもう、在紗の暖かい感かん触しよくと昔在紗の使用した哺ほ乳にゆう瓶びんというアイテムのダブルインパクトでな。思わず記憶が戻ってしまうくらいの凄すさまじい衝しよう撃げきだった」


「……ッ！　あんたそれ相当前じゃない！　なんで赤あかん坊ぼうの振りしてたのよ！」


　槙奈が叫ぶと、駆真は照れるように両頰に手のひらを当てた。


「まあ、なんだ。もう少し在紗に甘えたくなってな」


「じゃ、じゃあなんでわざわざさらわれたりしたのよ！」


「リサを説得できるのではないかと思ったのだ。うむ、決してリサのまーまも体験してみたいなあなんて思ったわけではないぞ。断じてないぞ」


「…………」


　槙奈が、急に見えない荷を背負わされたかのように、がっくりと膝ひざを折って四よつん這ばいになった。


「わ……ッ、私の苦労は一体なんのために……」


　そう言って、ふるふると全身を小刻みに震わせる。


　しかし駆真はそんなことを気にしないまま、在紗の頭を撫なでた。


「──在紗。下がっていて。ここから先は私がやるわ」


　駆真がそう言った瞬しゆん間かん、リサが顔に緊きん張ちよう感かんを取とり戻もどす。次いで、タン、と床ゆかを蹴けり、駆真から十分な間合いを取った。


「……残念。もう記憶が戻っていたなんて。──これで、私だけのねえさまを作る計画はパアか……」


　そして、途と端たんに視線を刃は物ものの如ごとく鋭するどく研とぎ澄すます。


「──じゃあ、もういいや。私のじゃないねえさまなんて、いらない。最初の予定通り、殺してあげるわ、ねえさま」


　リサが、冷たい口調でそう言う。


「ね、ねえさま……？」


　在紗は、不安げに駆真の顔を見上げた。


　それはそうだ。駆真は今、その身に天駆機関を纏っていないのだ。如何いかに記憶が戻っていたからといって、その状態でリサに敵うはずがない。


　リサもそれをわかっているのだろう、不敵な笑みを浮うかべながら、前まえ髪がみを優ゆう雅がにかき上げた。


　だが──駆真は、その顔に微み塵じんの動どう揺ようも浮かべていなかった。


　それどころか、絶対とも言えるほどの自信が溢あふれている。


　まるで、今の状態でもリサに勝てると確信しているかのようだった。


「…………」


　リサも在紗と同じことを感じ取ったらしい、少し不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。


「……何、その顔は。今のねえさまが、私に勝てるとでも思っているの？」


　リサが言うと、駆真は涼すずしげな顔をリサに向けた。


　さらに、リサの表情が険しくなる。


「それとも、しばらくの間優しい私を見ていたものだから、まさか本当に殺すわけがないとでも思っているのかな……？　悲しいなあ。信じてくれないなんて」


　リサが挑ちよう発はつするように言うが、駆真の様子は変わらなかった。


　ただ静かな目で、慈いつくしむように、リサを見つめている。


「──何か勘かん違ちがいしてはいないか、リサ」


　そして、駆真は小さく唇くちびるを動かした。


「……なんですって？」


　対して、リサが頰ほおをぴくりと動かす。


「勝つ？　負ける？　殺す？　殺される？──ふふ、違ちがうだろう、リサ。私とおまえの間に、そんな言葉は必要ない」


　駆真は、まるでリサを抱だき留とめようとするかのように両手をバッと広げた。


「さあ来い、リサ。──海よりも深く、私が、愛してやる」





　　　　　　　◇





「ち──ッ、硬かてぇな」


　冬香は、眉まゆ根ねを寄せて忌いま々いましげな表情を作りながら、うめくように言った。


　最大最古の空獣エア・古神獣エンシエ。ウロヴォロス級。


　幸いスピードの面では冬香に、そしてオトに分があるが、どのような攻こう撃げきを仕し掛かけようとも、その堅けん牢ろうな甲こう殻かくには傷一つ付かなかった。


『冬香、聞こえる？』


　と、耳につけたインカムから、オトの声が響ひびいてくる。


「あ？　なんだよ」


『このままじゃ埒らちが明かないわ。──私は、少し本気を出させてもらうわよ』


　私は、という部分にアクセントをおいた喋しやべり方。冬香はフンと息を吐はいた。──要は、冬香にも本気を出せ、と言っているのだ。


「ちッ……仕方ねー。このバケモン相手じゃ──」


　と──


「く……ッ!?」


　言いかけていた冬香は身をひねって、右方へと離り脱だつした。


　その瞬間、今まで冬香が居た場所を、爪つめの軌き跡せきが通り抜ぬけていく。


「てめーら……」


　その攻撃は、ウロヴォロス級空獣エアのものではなかった。いつの間にやら冬香を囲むように、五十近いディアブロ級空獣エアが浮ふ遊ゆうしている。皆みな完全に装備を調ととのえたうえ、身体からだに赤く光る線をのたくらせている。


「余計なことは止やめていただきましょうか、先代」


　その中の一人──ウィス・アリュー・ガが、静かに言ってくる。


「今この中で古神獣エンシエをどうにかできる可能性があるのは、あなたくらいだ。〈女王〉の邪じや魔まはさせませんよ」


　その言葉に合わせて、ディアブロ級たちが一いつ斉せいに、冬香に武器の切っ先を向ける。


「我々は〈女王〉によって力を何倍にも強化されています。観念していただきましょうか」


　それを聞いて、冬香は一瞬ポカンとした顔を作り──


「──ふ、ふ、ひゃはははッ！」


　思わず、笑い出してしまった。


「……何がおかしいのですかな？」


　少しだけ不機嫌そうに、ウィスが言ってくる。


　冬香は風に遊ぶ前髪をかき上げながら、呼吸を整えた。


「ふふ、いんやぁ……？　ちっとばかし強くなったくらいで、あたしに盾たて突つくてめーらが可愛かわいくてなあ」


「なんだと……？」


　ウィスが、表情を歪ゆがめる。


　──その瞬間には、冬香はもう、空を蹴っていた。


　瞬まばたきの間に、前方に浮遊していたディアブロ級の鳩尾みぞおちに爪つま先さきをめり込ませ、その勢いを殺さないまま、左右の敵の首目がけて手を伸のばし指先でのどの肉を抉えぐり取る。多分地じ獄ごくの痛みだが、回復力の強い空獣エアのことだ、死にはすまい。


　その段階で、ようやくウィスたちも冬香の猛もう襲しゆうに気づいたらしい。一斉に武器を突つき立たててくる。


「──ハッハァ！」


　しかし冬香はその隙すき間まをすり抜けると、上空に逃のがれる際に、両脚で近くにいた空獣エアのあごを蹴り砕くだいた。


　次いで、一いつ瞬しゆんのうちにディアブロ級たちを一望できる地点まで辿たどり着つくと、冬香は大きく息を吸い込むように身体を仰のけ反ぞらせる。


　そして身体を戻すと同時、その口から、紫むらさき色いろの魔ま力りよく光こうを吐き出した。


「ぐ……ぐあッ……!?」


「こ、これは──」


　ディアブロ級たちの苦く悶もんが、耳に心ここ地ちよい。冬香は、唇の端はしをニヤリと上げた。


　そこで、彼らも気づいただろう。己おのれの身体が、限りなく重くなっていることに。


「──忘れたのかい、馬ば鹿か野や郎ろうども。リサの魔力が覚かく醒せいと祝福なら、あたしの魔力は停てい滞たいと退たい廃はい。てめーらの身体から力を失わせる、枷かせの力だ」


「く──っ」


　ウィスが、苦しげにうめきながら冬香を見上げてくる。


　冬香はその目に見せつけるように、手を、脚を、羽を、大きく開いた。


　そして、全身に力を入れ、その体表に、ウィスたちと同じ赤い文様を浮かび上がらせる。


「な──それは……っ！」


「さっき在紗が〈城〉に向かう前に、一発魔力打っといてもらったのよ」


　ディアブロ級たちの目に、絶望の色が過よぎる。


「さぁて……忘れんぼさんたちによぉーく教えてやっかな」


　冬香は、両手の指をぽきぽきと鳴らした。


「──〈女王〉様の、力ってヤツを」








「────ふう」


　オトは、巨きよ大だいに過ぎる空獣エア──ウロヴォロス級を眼下に見み据すえながら、細く息を吐いた。


　千年前、地上を荒あらし回った魔ま獣じゆう軍の中でも、最大最悪の化物。オトたち魔ま人じんの力を以もつてしても、完全に放ほう逐ちくすることは叶かなわなかった異い形ぎよう。


　しかも、あの体表に描えがかれた文様に関係しているのだろうか、千年前よりも、明らかに力が増している気がする。


　眠ねむりから覚めたばかりだからか、比ひ較かく的てき動きがゆっくりしているため、まだ他ほかの騎き士したちも対応できているものの……その硬かたい甲殻に覆おおわれた身体には、ダメージらしいダメージは与あたえられていなかった。


　この状態で身体が馴な染じみ、ウロヴォロス級が本来のスピードを取り戻したとしたなら、一体どれほどの被ひ害がいが出るか予想もつかない。


「仕方ないわね。これは疲つかれるからあまりやりたくなかったんだけれど」


　言って、オトは頭をぐるんと回し、首に巻き付いていた三つ編みを風に躍おどらせた。


　そして──右手で三つ編みの先せん端たん付近を摑つかみ、器用にリボンを解ほどく。


「さて、と」


　短く言うと同時、今まで綺き麗れいに編まれていた長い髪かみが一瞬のうちに解け、オトの周りにぶわっと広がった。


　周囲の騎士たちの驚きよう愕がくが、インカムを通して伝わってくるが、まあ、今は構うまい。


「行くわよ、化物」


　オトは口元を歪めると、装着型天てん駆く機関を纏まとった脚あしで空を蹴り、一瞬のうちにウロヴォロス級の背に到とう達たつする。


　体長一キロメートルを超こえようという怪かい物ぶつである。大きさの比率で言えば、オトなど蠅がとまったに等しいだろう。さして気に掛かける様子など見せなかった。


　しかし。


「──さあ、踊おどり狂くるいなさい」


　オトはそう言うと、身体を振ふりかぶるようにして、ウロヴォロス級の背に両手を深々と突き刺さした。


　さすがにこれでウロヴォロス級もオトの存在に気づいたのだろう、苦しげに身をよじる。凄すさまじい振しん動どうと風圧が、オトの身体を襲おそった。


「ふふ、まだよ」


　だがこの行動は、攻撃を目的としたものではない。


　ただ単に、ウロヴォロス級の背から振るい落とされぬよう、身体を張り付けておくための手段に過ぎなかった。


　──オトは頭をブンと前に振った。


　瞬しゆん間かん――ウェーブのかかったオトの髪が、それぞれ独立した意志を持ったかのごとく蠢うごめき、ウロヴォロス級の身体を包み込むように広がり、伸びていった。


　だがそれは、決して優やさしい抱ほう擁ようなどではない。


　オト。皇華栄禅の魔人の中でも、最も後期に造られた機き巧こう人形。


　その髪は、一本一本が凄まじい力を持った、極ごく細ぼその『手』である。


　その数、およそ十万。


　その『手』が、ウロヴォロス級の体表を、次々に刺し、穿うがち、抉えぐっていった。





　──ぐぅうぅぅぅるぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお────ッ!!





　苦悶にも似た咆吼が、空を震ふるわせる。


　先ほどとは比ひ較かくにならないような勢いで、ウロヴォロス級が激しくのたうった。


　だが無む論ろん、がっしりと組み付いたオトは決してその場から離はなれようとしない。無数の『手』を一いつ旦たん体表から抜き、また一斉に、その硬い皮ひ膚ふに突き立てた。


　またも凄まじい絶ぜつ叫きようが、びりびりと空気を打つ。


　が──今度はそれにとどまらなかった。


　ウロヴォロス級が一瞬大人しくなったかと思うと、口を大きく開け、微び妙みように身体を縮めているのが確かく認にんできる。


「────っ」


　オトは眉まゆをひそめた。この動き──覚えがある。


「全隊に通達！　最優先！　ウロヴォロス級の直線上から退たい避ひしなさいッ！」


　オトが叫さけぶと同時、周囲で空獣エアと交戦していた騎士たちは、泡あわを食ったようにその場から退避した。


　空獣エアたちも何かを感じ取ったのだろうか、それを追うように上下左右へ逃のがれていく。


　瞬間──ウロヴォロス級が首を前方に伸ばすのと同時に、その口から、斜ななめ上空に向かって、凄まじい光の奔ほん流りゆうが放たれた。


「……ッ！」


　思わず、両手に力を込める。そうしないと、さすがのオトでも吹ふき飛とばされてしまいそうだった。


　だが、オトの警告が功を奏したのだろう、もうウロヴォロス級の前に騎士は──


「な──」


　そこで、オトは顔を険しくした。


　空を裂さく空獣エアの光こう砲ほう。その先に、冬香と数名のディアブロ級空獣エアの姿があったのである。








「あ……？」


　立ちはだかったディアブロ級空獣エアを軒のき並なみ片づけ、大将格であるウィスの胸むなぐらを摑み上げていた冬香は、後方から迫せまる違い和わ感かんに眉をひそめた。


　そして、そこでようやく気づく。


「な……ッ!?」


　自分たちのいる方向に、凄まじい威い力りよくを誇ほこる古神獣エンシエの光砲が迫っていることに。


　千年前、大陸に穴を空けたとまで言われる比類なき破は壊かいの光。如何いかに冬香であっても、直ちよく撃げきすれば命はないだろう。


「く──っ」


　冬香は顔をしかめると、手をブンと回し、ウィスの身体からだを右方へ投げ飛ばした。


　次いで、周りに浮ふ遊ゆうしていたディアブロ級たちを、光砲の到とう達たつ範はん囲いから蹴けり飛ばす。


　そしてそれからようやく脚を縮めて空を蹴ろうとするが──間に合わない！


「…………ッ!!」


　視界を、光が満たす。


　だが……いつまで経たっても、身体に痛みや熱は伝わってこなかった。


　痛みを感じる間もないくらい一瞬で身体が蒸発し、もう死後の世界に来てしまったのかとも思ったが──違ちがう。


「……あ？」


　冬香は呆ぼう然ぜんと声を発した。


　まだ、生きている。手足に感覚がある。


　いつの間にか冬香は、光砲の直線上から離り脱だつしていたのだ。


　というか……何故なぜか、黒い全身鎧よろいを着た男に、お姫ひめ様さまだっこをされていた。


「……な、誰だれだ、おめー」


「ふ、私の名など、些さ細さいなことだ。我わがイデアは斯か様ようなものには縛しばられん」


　冬香が問うと、鎧の男は芝しば居い臭くさく作ったような声こわ音ねでそう言った。正直台詞せりふの意味はよくわからなかった。


　よくよく見てみると、その姿は、槙奈の書いた小説の主人公・ヴァリアルドそのものである。確か挿さし絵えで見た記き憶おくがあった。


「…………」


　少々意味がわからないが、状じよう況きようからいって、この男が冬香をあの窮きゆう地ちから救ってくれたのだろうか。冬香は頰ほおに汗あせをひとすじ垂らしながら眉をひそめた。


「や……ま、まあ、助かった。ありがとよ」


「気にするな。私の通り道におまえがいただけのこと。謝辞ならば、そんな奇き妙みような巡めぐり合わせを作った光の女神にでも言うのだな」


「……あ、ああ、そう……」


　やたら格好いい動作で言ってくるヴァリアルドに、頰をかきながら返す。


　と──いつまでもそんな呑のん気きな問答をしてはいられなかった。


　冬香の視線の端はしで、古神獣エンシエがまたも口を大きく開け始めたのである。


　しかも今度は上空ではなく、地上に向かって。


「────！」


　冬香は息を呑のむと、自分の肩かたと脚を抱だいていたヴァリアルドの手を押しのけるようにして飛び上がった。


　相当の距きよ離りがあるとはいえ、あんなものを地上に放たれては一大事である。


　オトも同じことを考えているのだろう、背に組み付きながら、執しつ拗ように攻こう撃げきを加えている。


　だが古神獣エンシエは時折苦しげに身をよじるものの、光砲の準備を止めようとはしなかった。


「ちッ、一体どうすれば──」


　と、冬香が険しい顔を作っていると、急にヴァリアルドが前に進み出てきた。


「おい、女」


「……な、なんだ？」


　冬香が返すと、ヴァリアルドはわざとらしく腕うで組ぐみしながら言葉を続けた。


「服を脱ぬげ」


「………………は？」


　突とつ然ぜんそんなことを言われ、冬香は目を点にした。


「な、何言ってんだ……？」


「服を脱げと言っている。上でも下でも構わん。できるだけ汗が染しみて臭においが付いている方が望ましい」


「…………」


　冬香は、眉まゆ根ねを寄せて身を引いた。ドン引きである。この男が何者かは知らないが、やはり見た目に違たがわず変態さんなのだろうか。


「……わりーけど、冗じよう談だん聞いてる暇ひまはねーんだ。あとで構ってやっから少し──」


「早くしろ。地上を救いたいのだろう？　なら、私に委ゆだねろ。この〈黒衣の聖騎士ダークパラデイン〉にな」


　冬香の言葉を搔かき消けすように、強い、それでいて芝しば居いがかった口調で言ってくる。


「…………っ」


　冬香は顔をしかめた。何故だろうか、こんなにも胡う散さん臭くさい男だというのに──


「あああああああああああああッ、もうッ！」


　冬香は頭を搔きむしってから、タンクトップの胸むな元もとを摑つかんだ。


　どうせ羽が生えている以上、上手うまく脱げはしない。そのままタンクトップを引きちぎるようにしてヴァリアルドに差し出す。


「おらッ、これでいいのかよ！」


「ああ」


　上半身、肩かた紐ひもなしのブラジャー一枚になった冬香から服の残ざん骸がいを受け取り、ヴァリアルドが満足げにうなずく。


　そして彼は鎧の中から小こ瓶びんのようなものを取り出すと、中に入った液体を冬香のタンクトップに染み込ませていった。


「あ？　おめー何して──」


　冬香が言いかけると同時、ヴァリアルドが空を蹴った。


「────ッ!?」


　人間とは思えない、凄まじいスピード。もしかしたら、天てん駆く機関を纏まとった駆真に匹ひつ敵てきするかもしれなかった。


　そして彼は滑らかかつ優ゆう雅がな舞ぶ空くうで古神獣エンシエの頭部まで辿たどり着つくと、


「覚醒せよ、我が闇黒力ダークパワー。混沌の力を以て、怨敵を灰燼とせん！


　奥義──闇黒光龍閃ダークフエイザード！」


　今まさに光砲を放とうとしている口の上──ちょうど鼻腔にあたる箇所に、勢いよく冬香の服を突っ込んだ。


「は……はぁ？」


　正直、どの辺が闇黒力ダークパワーなのかはよくわからない。意味不明な行動に、冬香は眉をひそめた。





　────るぅううううううぉおおおおおおおおおおおおおおおお────────





　と。


　古神獣エンシエが途と端たんに光砲の光を霧む散さんさせて頭をフラフラさせ、細く長い咆吼を上げる。


　そしてまるで酩めい酊ていしたかのような挙動で、ゆらゆらと上空へと昇っていった。


　その巨きよ体たいが朧おぼろ気げにしか見えなくなるくらいまで、上へ、上へ。


「は……？」


　意味が、わからない。


　皇華栄禅の魔ま人じんたるオトの猛もう攻こうを受けても止まらなかった最大最強の空獣エアが、何故こうも大人しく去っていくのか。


　冬香は翼つばさをはためかせると、空に残ったヴァリアルドのもとへと飛んだ。


「お、おめー、一体何したってんだ……？」


「構うな。気にされるほどのことはしていない。私は闇やみ。私は影かげ。私のことは気に留めぬが利口だぞ、冬香」


　言って、ぷいと背を向ける。


「…………？」


　冬香は、眉まゆをひそめてジッとヴァリアルドの背中を眺ながめた。


「……あたし、名前言ったっけ？」





　　　　　　　◇





　──異常な、光景だった。


「…………」


　在紗は、部屋の壁かべ際ぎわで、脱だつ力りよく感かん漂ただよう槙奈とともに、駆真とリサの戦いを見つめていた。


　否いな──断じてこれは、戦いなどと呼べるものではない。


　リサが、連続して拳けん打だを、脚きやく蹴しゆうを繰くり出だしているのに対し、駆真は何も攻撃らしいことをしないのである。


　ただ一方的な、暴力。


　いや……それもまた、違うかもしれなかった。


　何故なら、追いつめられているのは、一度も攻撃を受けていないはずのリサの方だったのだから。


「何故──何もしないの？」


　何度目ともしれない拳打を駆真の頰に打ち込んだのち、リサが、どこか苦しげに言う。


　駆真は、口の中に溜たまった血を、折れた奥おく歯ばとともにペッ、と吐はき捨すててから、当然といった調子で声を上げた。


「私が……おまえに手を上げるわけがないだろう」


「……そのままだと、死んじゃうよ？」


「たとえ……死んでもだ……ッ」


「…………っ」


　リサは眉をひそめ歯を食いしばり、駆真のあごをその爪つま先さきで蹴り上げた。


「────」


　さすがに駆真も、姿勢を保っていることができなかったのだろう、後方へと派は手でに吹ふき飛とぶ。


　だが、すぐに身を起こすと、先ほどと同じく両手を広げたまま、リサに向かってゆっくりと歩いていった。


「何……なのよ……ッ、私の──私のねえさまでもないくせに！」


　リサがそう叫さけぶと、駆真は目を伏ふせて首を横に振ふった。


「……私の？　ねえさま？　ははは、些細。あまりに些さ末まつ。……並行世界だか未来だか知らないが、そんなもので私の愛を測れると思うな！」


「──っ」


　リサが、気け圧おされるかのように一歩後ずさる。


「ん。そうだな、今後のことを考えよう、リサ。──うちにはまだ空き部屋がある。もしおまえさえよければ一いつ緒しよに住まないか？」


　駆真が言うと、リサがぎりと歯を嚙かみしめた。


「ふざけないでよ……ッ！　何が些細よ、何が些末よ。どんな言葉で飾かざろうと、あなたは私のねえさまじゃない！　あなたの一番は私じゃなくてそこの在紗……っ！　そんな人間の言葉なんか聞きたくないッ！」


　リサが言うと、駆真がぴたりと歩みを止めた。


「何を言っている？」


「──え……？」


　駆真は、ダン！　と足を踏ふみしめた。


「舐なめるなよ？　私の愛は──無限だ！　おまえ一人増えたくらいで薄うすまるほど、淡たん泊ぱくな愛情だと思うなッ!!」


「…………っ！」


　リサが、戦おののくように肩を震ふるわせる。


「な、なんで──」


　リサは一いつ瞬しゆん泣いてしまいそうな顔を作るも、すぐに視線を鋭するどくして駆真に殴なぐりかかった。


　そんな様子を見て、


「──やっぱり」


　在紗は、拳をぐっと握にぎった。


　先ほどから……否、もっと前から感じていた感覚。


　──やっぱり、リサは、在紗だった。


　最悪の敵でも、最さい凶きようの悪あつ鬼きでもない。ただの、鷹崎在紗だった。


　だから、在紗にはよくわかった。


　リサは、在紗と同じ年ねん齢れいのときに、駆真を失ってしまったという。


　それから死ぬ思いで努力を重ね──騎士に、そして時を超こえる神器を扱あつかうべく神の称しよう号ごうまでも得た。


　もし在紗が同じ境きよう遇ぐうに置かれたとしても、きっと同じような行動を取るに違ちがいない。


　どんな手段を使ってでも、駆真を取とり戻もどしたいと願うに違いない。


　だが──リサは、それを成すことができなかった。


　何度も何度も失敗して、心を磨すり減へらして、結果──嫉しつ妬とと憎ぞう悪おに喰くわれてしまった。


　だけれど。


　ああ、だけれども。


「…………っ」


　在紗は、奥歯を嚙みしめた。


　リサは、まだ終わっていない。


　リサは、まだ引き返すことができる。


　だって、彼女はこんなにも、駆真のことを思っているのだ。


　なのに──彼女は、それを自覚できないでいる。


　否……もしかしたら、自覚しながらも、認めたくないでいるのかもしれない。


「…………」


　その気持ちは、少しだけ在紗にもわかった。


　本当は、目の前の駆真に抱だきしめられたくてたまらないのに、それができない。


　それは、その行こう為いが、きっと頭のどこかで、死んでしまった自分の駆真への裏切りになってしまうと思っているから。


　目の前の駆真を認めてしまった瞬しゆん間かん、自分の中から、自分の『ねえさま』の存在が消えてしまうと思っているから。


「違う……違うよ、リサさん」


　在紗は、囁ささやくように呟つぶやいた。


　そう──違うのだ。


　リサは、忘れてしまっている。


　幾いく百ひやくを超こえる失敗の中で、大事なことを忘れてしまっている。


「ねえさまは……そんなのじゃ、消えないよ」


　このままで、はいけない。


　リサのためにも、死んでしまったリサの駆真のためにも。


　だが、わかってはいてもそんな手段など──


「ぉぅううぉおおう……」


　と、在紗の足あし下もとでうずくまっていた槙奈が、情けなさ過ぎる声を上げる。


　在紗は一瞬そちらに目をやり、


「────っ」


　そこで、気づいた。


　すぐさま足を折り、力無くうずくまる槙奈の肩かたに手をかける。


「槙奈さん」


「……なぁによぅ、あんたも笑えばいいじゃない……この私の無む駄だな努力をさぁあ……は、ははははは……」


　見るからにげっそりとした顔で、槙奈がカラカラと頭を揺ゆらす。


　しかし在紗は、槙奈の両りよう肩かたを摑つかむと力強く告げた。


「無駄なんかじゃ、ありません」


「な、何よ……」


　言うと、槙奈が目を丸くした。


　在紗はすうと息を吸い、言葉を発する。


「槙奈さん。一つ、お願いがあります」








「綺き麗れい事ごとを、綺麗事を、綺麗事を……ッ！　知ったようなことを言わないでよ……っ！　もういいッ！　死んで──死んでッ！　早く、私の前から消え失うせて……っ！」


「ぐ……ッ」


　渾こん身しんの力で拳を握り、幾いく度ども駆真の顔に、首に、腹に突つき立たてる。


　しかし、駆真は倒たおれなかった。


　反はん撃げきをしてこようとも、しなかった。


　ただ穏おだやかに微笑ほほえみながら、両手を広げてくる。


「──っ！」


　リサは息を詰つまらせると、拳を、駆真の顔面に一直線に打ち付けた。


「ああああああああああああああ──ッ！」


　確かな手て応ごたえ。もしかしたら、鼻が折れたかもしれない。


　だが、駆真はその場から動かなかった。


　そのまま、広げた両手をリサの身体からだに回してくる。


「ぁ────」


　温かい感かん触しよく。


　懐なつかしくて、愛いとおしくて、泣いてしまいそうになる感触。


「……っ、止やめ──」


　だが、これはリサの駆真ではない。


　口でどう言おうが、この世界の在紗を一番に選ぶ、在紗の駆真だ。


　リサはその手を振り払はらおうと身体に力を込め──


「……!?」


　突とつ然ぜん背後に現れた気配に、バッと顔を振り返らせた。


「──ッでぇぇぇぇぇぇいッ！」


　一瞬見えたのは、力いっぱい右みぎ腕うでを振りかぶった槙奈の姿だった。


　何故なぜかその手には、見るからに安っぽいピコピコハンマーが握られている。


「え──？」


　ピコっ！　とやたらコミカルな音を立てて、ハンマーがリサの頭を打つ。


　音、感触、衝しよう撃げき、全すべてが普ふ通つうのピコピコハンマーだった。ダメージなど皆かい無むに等しい。


「何、を……」


　駆真が組み付いた隙すきに攻こう撃げきを与あたえてきたのかと思ったが……さすがに違うだろう。まったく、槙奈の意図が読めなかった。一体何故こんなことを──


　──と。


「…………っ」


　瞬間、リサは身体を弛し緩かんさせた。


　脳のう裏りに、鮮せん明めいに過よぎる映像が幾つも浮うかんできたのである。


「あ……」


　これは──五年前。


　まだリサが在紗くらいの年の頃ころ。


　まだ、リサの世界の駆真が生きていた頃。


「なんで──」


　呆ぼう然ぜんと、声を発する。


　リサの頭の奥おく底そこにあった駆真の記き憶おくが、奔ほん流りゆうとなって押おし寄せてきた。





（──兄さんも義姉ねえさんも忙いそがしいの？　よし、じゃあ今度の授業参観は私が行ってあげる。……ええ？　大だい丈じよう夫ぶよ、緊きん急きゆう任務なんて入ったって絶対行くから！）


　結局その日、駆真には緊急任務が入ってしまったのだけれど、必死に急いで、何とか六時間目には間に合ってくれた。





（在紗、お誕生日おめでとう！　はいこれ！　んん？　何だと思うー？　開けてごらん。……ふふ、そう、超ちよう巨きよ大だいそうきゅんよ！　どう!?）


　本当はプレゼントなんかより、宗しゆう吾ごと、冬香と──駆真がいてくれるのが、一番嬉うれしかった。





（ええっ!?　在紗が今度の学園祭でミスコンに……っ!?　ぜ、絶対見に行くよ！　そうだ！　衣い装しようも作らないと！　大丈夫、お姉ちゃんに任せて！）


　本当は恥はずかしかったのだけれど……少しだけ、駆真に格好いいところを見せたくて、参加を決意したんだった。





（空獣エア……？　在紗が？　ふうん、そうなんだ。──え？　なんでって……や、別に人間だろうと空獣エアだろうと、在紗には変わりないし。……っとと、在紗？　な、泣かないでったら。──え？　ああ、うん、もちろんよ。──私の愛は、無限なんだから）


　そして──冬香が、そして在紗が空獣エアの〈女王〉の血脈であることを告げたとき。


　微み塵じんの逡しゆん巡じゆんもなく受け入れてくれたのが、たまらなく嬉しかった。





　そんな駆真との記憶が、溢あふれてくる。


　長い間一いつ緒しよにいた、大好きな叔母おばの記憶が、蘇よみがえってくる。


　──なんで。


　なんでそんなこと、今の今まで忘れてしまっていたのだろう。


　数百を超える、絶望しか見えない繰くり返しの中で、摩ま滅めつしてしまっていた記憶。


　リサの駆真は、リサの中に、こんなにも大切なものを残してくれていたのに。


　リサが何をしようと、駆真の存在がリサの中から消えてしまうなんてこと、あるはずがないのに。


「あ、ああ……」


　リサは、自分の頰ほおが濡ぬれているのを感じた。


　そのまま、拳こぶしの形に固めていた両手をだらんと落とす。


　目の前には、赤く腫はれ上がり、ところどころに切り傷のできた駆真の顔があった。


「ね、え、さま──」


「うん、なに。──在紗」


　もう、リサに駆真を殴なぐることなどできなかった。


　思い出してしまったから。


　こんなことをしても、五年前に死んだリサの駆真は、何も喜ばないと気づいてしまったから。


「ぁ、あっ、ぅ、ぅあぁぁぁぁぁ──っ……」


　リサは、しばしの間、駆真の手の中で、泣いた。





　　　　　　　◇





　突然、ピィィィィィィ────と、〈城〉の方から甲かん高だかい指笛の音が鳴なり響ひびく。


「……あん？」


　不ふ審しんそうに片かた眉まゆを上げ、冬香は〈城〉の方に目を向けた。


「こりゃあ……」


『在紗ちゃんたちが、やってくれたみたいね』


　インカムから、オトの声が響いてくる。


　瞬しゆん間かん、あたりに浮ふ遊ゆうしていた空獣エア群が、一いつ斉せいにピタリとその動きを止める。


　戦せん闘とう終しゆう了りようの、合図だった。


「ふぃー……」


　息を吐はき、空に手足を投げ出して横たわる。


　ヴァリアルドがウロヴォロス級を追い払ってくれたおかげで随ずい分ぶんと助かりはしたものの、さすがに疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていた。





[image: ]


　ちなみに、当のヴァリアルドは、ウロヴォロス級を追い払ったあと、目を離はなした隙に姿を消していた。本当に何者だったのだろうか。


「ん……？」


　と、そこで冬香は眉を動かした。


〈城〉の方から、数名の人間が出てくるのが見えたのである。


　まず確かく認にんできたのは、装着型天てん駆く機関を着けた三谷原だった。脚にウタがしがみついているのはまあいいとして、何故かラフな部屋着を着た槙奈をおぶっている。


　しかし、さらに冬香の目を引いたのはその後ろだった。


　何しろそこには、


「──ねえさま、ごめんね。痛かったでしょう？　ああっ、ほっぺたもこんなに腫はれて……」


「ん、いや、大丈夫だよ。──っていうか、ああっ、リ、リサ……？　え、何その素す敵てきな手つき。ていうか当たってる、お胸が当たってるよ……っ！」


「ええ？　なぁに、ねえさま。風が強くて聞・こ・え・な・い。もっと近くではっきり言って？」


「ッ！　ああ！　そ、そんなことされたら……ッ!?」


「……リサさん、さすがにくっつきすぎです。離れてください」


　駆真を中心に、ぎゅうぎゅうおしくらまんじゅうしながら羽を羽ばたかせる、リサと在紗の姿があったのだから。


「……なんだ、ありゃ」


　一体どうやったら数刻前まで命を狙ねらっていた敵とああなるのだろうか。


　冬香は頰に汗あせを垂らしながら苦く笑しようした。
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『申し訳ありませんでしたぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!』


　鷹たか崎さき家と冬ふゆ香かの家の間にある庭で、何人もの人間が一斉に土ど下げ座ざをしながらそんな叫さけびを発した。


　皆みな、人間に擬ぎ態たいしたディアブロ級の空獣エアたちである。全員身体中に包帯やらギプスやらを着けており、見るからに痛々しい。


「あー？　聞こーえねーなー」


　だがその空獣エアたちの前に仁に王おう立だちしていた冬香は、小指で耳をほじりながら、わざとらしく視線を逸そらして言った。


『聡そう明めいで美しくて最強なフューゼシカ様に、一いつ瞬しゆんでも刃は向むかった我々が愚おろかでしたッ！』


　するとさらに深く頭を地に擦こすりつけ、空獣エアたちが同時に声を上げる。


「あ、あの、かあさま……」


　と、さすがにかわいそうになったのだろうか、家の中からリサが、おずおずと進み出ていった。


「ウィスさんたちを許してあげて……？　悪いのは全部私なの。みんな、わたしの命令に従っただけなのよ」


　リサが言うと、冬香はふうと息を吐いて肩かたをすくめた。


　そしてひれ伏ふす空獣エアたちを睥へい睨げいするように眺ながめてから、指をパチンと鳴らす。


「──よし、今回だけは許してやらぁ。でも次、あたしを裏切るような真似まねぇしやがったら……わかってんだろーなぁ？」


　冬香が凄味をきかせてそう言うと、ウィスたちは身体からだを震ふるえ上がらせた。


『わッ、わかりました……ッ！』


「ならよしっ！　総員、修しゆう繕ぜん始めッ！」


『は、はいッ！』


　空獣エアたちは冬香の号令に合わせてバッと起立すると、周りに用意されていた建材や工具を手に取り、大穴の空いた鷹崎家リビングの修繕に取りかかった。


「あ……っ、私も──」


　と、リサが立て掛かけられていた工具に手を伸のばそうとすると、近くにいたウィスが深々と頭こうべを垂れて「お止やめください」と言った。


「フューゼシカ様の御ご息女に、斯か様ようなことをさせるわけにはいきません」


「でも、そもそもこれを壊こわしたの私だし……」


「あー、いーんだよ。これはあたしからこいつらへのお仕置きなんだから」


　冬香がそう言うも、リサは難しげな顔を崩くずさない。


　冬香はやれやれと息を吐くと、鷹崎家の二階をあごで示してやった。


「んじゃあれだ。他ほかの仕事くれてやる。──駆かる真まの看病してやんな」


「……！　え……？」


　リサは目を丸くして、冬香の視線を追うように顔を上に向けた。


「あの金きん髪ぱつ嬢じようちゃんに治ち癒ゆの術はかけてもらったみてーだけど、まだ治りきってねーんだろ？　側そばにいてやんな」


「…………」


　リサは、しばしの間考え込む仕草を見せたあと、深々と頭を下げて、鷹崎家二階にある駆真の部屋に走っていった。








「……何をしてるんですか？」


　駆真の部屋の扉とびらを開けた在あり紗さは、じとーっとした視線を、ベッドの上に向けた。


　在紗がキッチンに行ってリンゴを剝むいてくるまでのわずかな間に、さっきまで部屋にいなかった人物が増えていたのである。





[image: ]


　無む論ろんそれは──


「ねえさま、あったかい？」


「う、うん……すごくあったかいよ……」


「ふふ、よかった。早く良くなってね？」


　なんて、何故なぜかベッドに横たわった駆真の横に、ぴったりと添そい寝ねモードでくっついたリサのことだった。


「あれ？　在紗ちゃん？」


　そこでようやく在紗の存在に気づいたのだろうか、リサが意外そうな顔を作ってくる。


「……なんで添い寝なんてしてるんですか？」


　在紗が頰に汗を垂らしながら言うと、リサはさも当然のごとく口を開いた。


「え？　ねえさまが寒くないようにだけど……」


「えと……」


　在紗は苦笑した。今は九月。夏とは言わないまでも、まだ十分暖かい。


　ついでに、駆真は別に風邪かぜや体調不良で寝込んでいるわけではないので、別に添い寝は必要なかった。


　だが、そんなもの構わず、リサは布ふ団とんの中で手足を蠢うごめかせ、駆真の身体に絡からみついた。……なんか、裂れつ傷しようや打だ撲ぼくにはかえってよくなさそうだった。


「あッ、ああ……リサ！　そこは……っ！」


　駆真が、今にも鼻血を噴ふいてしまいそうなほど顔を真まっ赤かにする。


「…………」


　……なんだろうか、リサと駆真が仲良くしてくれるのはとても嬉うれしいことのはずなのに、何故か少し面おも白しろくなかった。


　在紗は綺き麗れいに切り分けたリンゴの載のった皿を持って、リサの反対側に腰こし掛かけると、爪つま楊よう枝じの刺ささったリンゴを駆真の口元へ持っていった。


「ねえさま、あーん」


「え？　あ、あーん……」


　駆真はそんな在紗の行動に目を丸くしながらも、素す直なおにリンゴにかじり付いた。


「おいしい？」


「う、うん、おいしいよ。ありがとう、在紗」


　口の中でリンゴをシャクシャク咀そ嚼しやくしてから、駆真が笑え顔がおを浮うかべてくる。


「…………」


　すると、その向こう側から、リサもまた、優やさしげな笑えみを見せてきた。とても微笑ほほえましいものを見るように。


　リサは、ふうと小さく息を吐はくと、天てん井じように視線をやった。


「──ねえさま、在紗ちゃん」


「え？」


「なんですか、リサさん」


　駆真と在紗が首を傾かしげると、リサは静かに続けた。


「ありがとう。──本当に、ありがとう。私を、止めてくれて」


　言って、目を伏せる。


　突とつ然ぜんそんなことを言われたものだから、駆真と在紗は少し驚おどろいてしまった。


　そして、リサが、言葉を続ける。


「──私、元の世界に帰ろうと思っているの」


「え……？」


「いいんですか、リサさん。私は別に──」


　在紗が言うと、リサは「いいの」と首しゆ肯こうした。


「もう、私は大だい丈じよう夫ぶ。二人が……それに、槙奈さんが、思い出させてくれたから。──陳ちん腐ぷなことを言うけれど、私のねえさまはずっと、私の中にいるんだって実感できたから」


「そ、っか……」


　ほんの少しだけ残念そうに、しかしどこか晴れやかに、駆真が言う。


　と、「あ」とリサが声を上げた。


「でも……たまには、遊びにきていいかな……？」


　口元をモゴモゴさせながら、恥はずかしそうに言うリサ。


　駆真と在紗は、逡しゆん巡じゆんもなく『もちろん』とうなずいた。


　と──


「……電話？」


　駆真が、首を横に向けた。


　駆真の枕まくら元もとには、電話の子機が置いてある。それが、軽快な音を響ひびかせ始めたのだった。








「はい、もしもし」


　駆真は鈍にぶく痛む左手で電話の子機を取ると、通話ボタンを押おして耳へ持っていった。


　すぐに、電話口から返答が聞こえてくる。


『もしもし。わたくし皓こう成せい大付属小学校六年三組担任の安あ倉くらと申しますが、鷹崎在紗さんのご自宅でよろしいですか？』


　何度か聞いたことのある女性の声。在紗の担任の先生だった。


「はい。いつも在紗がお世話になっています。──今日はどんなご用件で？」


　言いながらも──駆真にはなんとなく予想が付いていた。


　今はもう九月も半ば。駆真とリサの一件で、在紗は仕方なく長期の休みを取ることになってしまっていた。それを心配してくれたのだろう、と。


　だが──安倉先生の言葉は、駆真がまったく予想していないものだった。


『あの、今度授業参観があるんですけれど……』


「え？」


　駆真は、肩をぴくりと動かした。──授業参観？　そいつは素す敵てきだ。最高だ。一体いつだろうか、何時間目だろうか、教科は何だろうか、今から着ていく服を決めなくては、なんて思考が、一瞬のうちに駆真の脳内を駆かけ巡めぐる。


　しかし先生が次に発した言葉で、そんな思考は一気に吹ふき飛とばされた。


『その……在紗さんのお父様であるという方から、自分が出席するとの連れん絡らくがあったんですけども……』


「──は？」


　駆真は、眉まゆをひそめてそんな声を発した。







ＥＮＤ







あとがき







　ハイ、ロドリー。お久しぶりです橘たちばな公こう司しです。


　蒼穹のカルマ７。また前巻までとは少し形けい態たいの違うお話でしたが、お楽しみいただけましたでしょうか。


　いやー……それにしても表紙ね。


　今回はそこまでお話がアレなわけじゃあないですし（当社比）、槙まき奈な初表紙ということで、少しおとなしめになるかなあと思っていたのですが……なんという安心の森もり沢さわ晴はる行ゆきクオリティ。口絵一枚目と併あわせて見ると破壊力倍増です。表紙×口絵×挿絵＝破壊力です。さすがすぎます。しばらく笑いが止まりませんでした。


　実は中学生槙奈のキャラデザは二巻時点から存在していたのですが、まさかこのタイミングでピンのカラーページを取っていくとは……恐ろしい子。





　と。ここで一つ告知を。


　ドラゴンマガジンを読まれた方はご存じかもしれませんが、来月三月十九日に新作を出させていただきます。


　タイトルは『デート・ア・ライブ』。次のページに告知が載っております。是ぜ非ひどうぞ。カルマに負けず劣らず労ろう作さくです。お楽しみいただければ幸いです。





　と、こう書いちゃうと、まるでカルマが今回で最終巻みたいですね。


　いや、もうちょっと続きますよ。さすがに主人公不在の表紙で最終巻なんて……


　…………。


　大丈夫ですよ。それちょっと面白そうだなあなんてこれっぽっちも思ってませんよ。


　ほら、そんなこと忘れて、巻末の珠月さんの四コマでも読みましょう。とても和なごみます。ゲルサちゃんマジショゴス。





　さて、次は八巻でお会い……あっ、その前に新作一巻でお会いできると光栄です。




橘　公司




http://close.h-doing.com/





蒼そう穹きゆうのカルマ７





橘たちばな　公こう司し
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